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S
I
h

の
， 

M 
M
の
，背

欺

を

成
す

ら
の
な
ね
し
と

rSchmoller: 

G

i 

dnss 

der 
a
n
g
e
m
d
n
e
n

.
 

vollcswirtschaftsleh

マ 

s
>

3
0
1
)
。

S
I

h
は

當

代

め

民

情

を

仔

細

-

」

觀

察

し

て

結
 

屈

、：

「

大

不

列

颠

に

於

て

は

，勞

働

の

賞

銀

は

、

現

在

、

勞 

働

激

が

其

一

家

を

扶

養

す

る

爲

に

精

密

に

必

要

ご

す

る

ぼ

’よ

力

も

、

明

か

に

多

額

.

l

l

l

f

i

i

(

ゆ
§
•

け
ば
"
O
P
. a
t
. 

P. 

7
5
)
0

果
し
て
然
ら
ぱ
前
段
の
生 

存
®
說
は
當
然
之
を
根
本
ょ
.ね
改
修
せ
ざ
る
可
か
ら
, 

ず
"：

蓋
し
其
は
生
洒
必
要
费
额
が
：

g

に
資
银
の
最
低
の 

服
界
た
る
を
說
く
と
湖
> 
何
，故
.
0ア
の
賞
銀
が
此
眼
邪
：
 

以
上
の
宛
®
に
在
る
や
をtv

‘毫
も
審
に
せ
ざ
を
以
てI 

な
ぐ
。
愛
に
於
て
かS

m
i
t
h

は
其
生
蒋
毅
說
の
適
用
を 

所
謂「

尋
常
の
場
合」

、
：換
言
ネ
れ
ぱ
社
會
の
静
的
狀
腾I 

に
限
局
す
る
：，ヒ
共
に
、
國
富
，の
增
進
的
或
は
職
退
的
過4

 

程
に
：在
る
動
的
狀
態
に
對
し
で
は 

需
要
供
給
說
を
以
，

て
之
を
律
せ
ん

ざ
せ
る
も
の
ん
如
し
ブ
乃
ち
以
爲
ら
ぐ
：
™ 

「

凡
そ
加
何
な
る
國
土
に
於
て
も
、
努
働
身
工
匠
僕
婢
等
；j 

其
種
：類
0

如
何
を
問
は
す
、i

l
?

ぐ
も
賞
銀
に
依
つ
て
，衣

、；

,,食

す

る

者

に

，對

す

る

需

要

.の
，®
纖

的

増

加

し

つ

：
、

ぁ

\ 

る
時
に
於H

は
"
卯
ち
每
年
®
前
年
ふ
ひ
も
：j

層
多
數 

の

人

員

に

；
職

を

給

す

る

：
時

に

於

て

‘は
>
,勞
働
者
は
.其
賃：： 

銀
を
騰
貴
せ
し
‘め
ん
が
爲
に
圓
織
を
圓
ろ
可
き
因
由
無
：：
一
 

し
。
働
手
の
缺
乏
は
廣
主
間
に
廣
餓
を
惹
起
し
、
彼
等

$

九

參

s

o
七
；

正
統
霊
の
货
銀
諭

I
I
I
I
I
0
新
I
k
得

は
勞
働
ネ
を
：奪
取
す
可
く
相
S

じ
腐
合
し
、
斯
ぐ
し
て 

賃
銀
を
R

贵
せ
し
め
ざ
ら
んV

し
す
ろ
’®

主
の
自
然
の
®
 

結
は
自
づ
か
ら
解
體
せ
ら
る
可
しy

,
.
;

 (
O
P
,

 

c
it, 

p
‘ 

7
0
)
0

 

勞
伽
の
：̂
給
’ヵ
勞
權
者
.
の
員
數
に
.
基
く
事
は
圓
ょ
b

自 

明
の
理
な
ら
。
勞
働
め
需
要
は
抑
々
何
に
依
つ
て
決
定 

せ

ら

る

、
や

。
賃

銀

某

金

說

の

幼

弗

は

愛

に

，織

頭

す

0 

日
(「

賞
銀
に
依
っ
て
衣
食
す
る
者
に

0す
る
需
要
は

,
 

赏
銀
支
拂
の
爲
に
豫
定
せ
ら
れ
た
る
基
金
の
增
加
に
化 

.
例
し
て
の
み
增
加
し
得
る
事
明
か
な
ら
。
此
基
金
にJ

1 

®

ぁ
々
。-

第

一

は
生
活
の
灘
待
に
，必
要
な
る
以
上
の
收 

入

r
e
v
e
n
u
e

ゾ
第
二
は
：
所
#
主
の
運
用
す
る
に
必
要 

な
る
以
上
の
資
本s

t
o
c
k

卯
ち
是
れ
な
b

。
，地
主
年
金 

.受
す
者
等
力
其
家
族
を
拔
持
す
る
に
足
る
と
自
ら
刺
斷 

す
る
以
上
に
多
額
の
收
入
を
有
す
る
時
は
、
彼
れ
は
其
，
 

餘
剩
の
全
部
又
は一

部
を
‘

5
^

に
多
數
の
家
僕
を
養
ふ
爲 

に
用
ふ
。
此
餘
剩
を
增
加
せ
ょ
。
然
ら
ぱ
彼
れ
は
自
然 

に
是
等
僕
婢
の
數
を
增
加
す
可
し
。
又
織
匠
靴
エ
の
如

, 

' 

i

l號 

九

！

■



银

十

九

卷

(

西
0
八)

正

統

學

派

の

贷

銀

論

き
®
立
勞
働
.者
力
、
彼
れ
自
身
：

Q

作
業
の
原
料
を
購
入 

-

し
，：
且CV

之
を
賣
側
ぐ
ま
でS

r
l
3

を
扶
持
す
る
に
足
る: 

以
上
に
多
额
の
赞
本
を
把
擬
す
る
に

於
て
は
、

彼
れ
は 

:::

自
然
に
其
餘
剩
を
以
て
，更
に

多
數
の
職
工
を
履

傭
し
、 

彼
等
の
作
業
に
依
つ
て
利
潤
を
取
げ
ん
事
を
期
す
可 

し
。
0
0
剩
を
%
加
せ
ょ
0
然
ら
ぱ
彼
れ
は
®
然
に
其 

S
H

の
數
を
增
加
す
可
し
‘？
か
る
が
故
に
賞
舰
化
ゥ 

て
农
愈
す
る
者
に
對
す
る
需
要
は

>
:必
然
各
®
に
於
る 

收
入
及
び
資
本
の
增
加
マJ

共

に

增

加

し

、

且

つ

‘之

を

除 

外
に
し
て
ぱ
全
ぐ
增
加
す
る
を

得
ざ
る
も
の
：な
り
0 

W 

る

に

收

入

及

び

資

本

の

滑

加

：は

'
 

®
れ

國

：富

，の

梢
加

な：\ 

i

か

る

が

故

に

賞

銀

に

，依

0

て

衣

翁

す

：る
者
ね
對
す
一

：\ 

る
W
要
は
：ぐ
自
然
國
富
の
增
加
、ご
我
に
，®
加
し
、
且
つ\ 

之
を
除
外
に
し
て
は
全
ぐ

梢
加
ず
る
を

得
ざ
る
も
の

な

. 

み

7
0
-
70

。

換
言
す
れ
ぼ
-のmi

t
h

は「

孜
\ ;

を

;

以

て

廣

主

の

直

接

の

欲

望

を

満

足

.せ

し

む

る

爲

に

奉

仕
 

ず

ろ

"

^

,

だ

，も

彼

れ

の

所

'瓶

.不

^
^
か
^

的

な

'
る

.
勞

働

に

.

を 服

û
nj
 

r
f
A
V 

i
A
^

I'
を
r
»す

路nj

號 

九
ニ 

從
事
す
る
人
々
に
對
す
る
支
拂
に
當
ウ
可

き

も

の

な

ヶ
 

、/J

做
し
、「

資
本」

を
以
て
其
所
謂
生
產
的
努
働
に
働
す 

る
報
®
の
支
辨
に
當
つ
可
き
も
の
な
-

£> yj

故
し
、

V

の
項
目
に
屬
す
る
被
傭
人
の
賃
銀
は
此
雨
®
基
金
の
孰 

れ
か
の
増
減
に
從
つ
て
增
減
す
可
しV

做
す
も
の
な 

爱
に
み
て
力
吾
人
は
旣
述
の
生
産
®
說
ご
此
媒 

.供
給
説
を
が
、S

m
i
t
h

の
胸
臭
に
於
て
如
何
k
梢
調
を 

保
て
る
や
將
た
又
如
何
に
®
觸
を
來
せ
る
や
を
*
態
ん 

て
梵
明
せ
ざ
る
可
か
ら
t

M

"

;
:…

：

I

-
は

賞
銀
騰
貴
の
原
因
が
現
在
の
收

入

及

び

資
：

本
の
多
额
^
:る̂
事
に
存
せ
す
し
.て
、
收
入
及
び
資
本
の
I

處
速
の
墙
加
に
述
<
事
を
周
密
に
纖
說
し
、
以
て
靜
的
-

狀

態

に

於

て

は

依

然

存

，費

說

の

適

用

を

保

持

せ

ん

と

試
み
た
ら
。乃
ち
ほ
ぐ

r

縦
令j

國
の
殷
富
頗
る
大
な
&

ご
雖
"
猶
ほ
且
つ
其
久
し
ぐ
停
滞
の
狀
態
に
在
る
k
於 

は
-刹
底
該

國
.土
.に
於
.る
努
僵
の
賃

.级
の
甚

I；

I
I、

た
高
き
を
期
待
す
可
か
ら
す
®
賞
艱
の
支
拂
に
豫
定
せ 

’：ら
れ
お
る
基
余
-
則

ち

Iの
收
入
及
び
資
本
は
或 

:

は
最
大
の
程
度
に
居
る
と
す
る
も
>
,然
も
其
が
數
世
® 

:

間
繼
纖
し
て
同T

の
®
度
に
此
る
か 
>
,或
は
同1

の
®
‘
 

度
に
極
め
て
近
く
ル
-る

に

於

て

は

、

每

年

歷

傭

せ

、
ら
る 

努
働
者
の
數
は
、,

か

年

度

に

於

て

需

要

せ

ら

る

、
數 

を
.容
易
に
供
給
し
得
可
ぐ
、
否
供
給
じ
て
猶
ほ
餘
り
あ 

:る
可
し
？
随
づ
て
働
手
の
缺
艺
を
感
す
る
事
稀
に 
>
:
歷 

,,主
が
之
を
藤
取
す
可
ぐ
互
：に
：麓
ふ：

の
涂
儀
無
さ
に
る 

事

無

レ

。

反

對

に

此

揚

合

働

手
：？：！

其

職

業

双

上

に

自

然 

に
？？S

增
す
可
し
隨
ウ
てM

業
は
不
斷
缺
乏
し
ノ
勞 

‘働
者
は
之
を
*
取
す
可
く
S
に
魏
ふ
の
餘
儀
無
さ
に
至
.
 

る
可
し
。
激
し
斯
の
如
さ
國
士
に
於
て
努
働
の
®
銀
が

\：0:

I
I

盾
せ
ざ
る
最
低
の
率
に
i
で
マ
征
下
せ
し
ひ
る
に
至
る 

可
し」

又P. 

7
3
)
。

柴
然S

m
i
t
h

は
靜
的
狀
態
に
於
て 

は
結
局
賞
銀
が
勞
働
者
の
生
活
必
要
費
額
に
歸
着
す
可 

'し
ご
の
論
旨
を
固
執
す
を
事
、
敢
て
從
前
に
異
る
所
無 

，し50

灘
、
愛
に
到
る
の
道
程
に
於
て
最
早
®
主
M
結
の 

威

力

を

說

か

ず

、

取

、ら

需

要

供

給

の

作

用

.に
俟
て
む
。
一
 

然
もS

m
i
t
h

に
し
て
猶
ほ
此
邊
0

に
論
步
を
停
め
し
も 

のV

し
假
定
す
れ
ば
、
彼
れ
の
爲
に
曲
辯
せ
んW

欲
す
る 

者
は
"
或
ぱS

m
i
t
h

の
賃
銀
論
の
根
幹
は
其
演
述
の
順 

摩
は
见
も
ぁ
れ
需
要
供
給
說
を
以
て
一
貫
し
、
此
說
の 

軸
足50

し

て

生

存

費

說

は

存

す

る

な

々

ご

，解

P

せ
，
る
や 

測

る

可

か

、ら
す
。

換

言

す

れ

ば

S
m
i
t
h

は

賃

银

は

j

も

別

る

巧

力

ら

す

摘

言

す

れ

.ぱ

S
m
i
t
h

は
賃
银
は
一 

:

:
:

:

.,

.

:

i
.

般

に
S
要

供

給

の

作

用

に

：依

っ

て

決

定

せ

ら

ろ

、
を 

<り
く
も
夥
働
者
の
生
計
を
瓶
持
し
、
且
つ
彼
れ
を
し
て
，

.冬

れ

ご

も

、
唯
だ
此
作
用
の
例
外
ご
し
て
、
偶
々
勢 

モ
家
を
狹
養
す
る
を
得
せ
し
，̂
る
に
足
る
以
上
の
額
S
I

,狀
態
が
勞
働
者
に
不
利
な
る
場
合
に
於
て
は 

に
，
上

石

に

於

て

は
.
勞
働
者
側
の
競
爭
t
雁
主
側
.の打

：-::

生
活
必
要
費
額
は
®
主
.の
仁
慈 

f

は
、
直
S

銀
を
し
て
此
人
類
通
有
の
£:

に
矛
れ
以
下
に
低
下
.す
る
事
無
き
を
保
瞪
す
可
し
ミ
霞
せ

f

i

^

u

l
 
I

 
A
y
J 

\
 

\
J
y 

f
y
- 

/ 
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然
十
九
卷
S
1
8

正
統
學
派
の
賞
銀
偷 

る
も
の
な
5
ざ
の
解
職
を
、
腾
致
せ
る
や
も
知
る
；め
か 

、ら
す
。

普
：
し

斯

ぐ

の

如

く

に

解

釋

す

る

に

於

て

は

少

し 

:

ぐ
焦i

f

を
轉
置
す
る
事
に
：依
ク
て
、
：需
要
供
給
說
と
生 

存
費
，

g

 V

は

所

謂

人

頼

通

を

の

.仁

慈

を

前

提

ご

す

る

限 

b
 

"

一
 

見
之
を
調
和
し
得
る
：が
如
ぐ
に
®
懒
せ
ら
れ
ざ 

る
に
あ
、ら

ざ

る

を

以

て

な

乍

併S
m
i
t
h

ほ

r

努
動 

を
維
持
す
る
爲
豫
定
せ
ら
れ
た
る
：基
金
の
著
し
く
成 

退
し
一
つ
、

あ

る

國

土

に

於

て

は

し

、
職

を

求

む

る

勢

働

者 

の

競

ず

，は

其

賞

銀

を

し

て

極

端

に

悲

慘

徵

少

化

る

生

蒋 

資
料
に
ま
で
抑
肥
し
、
然
も
其
多
數
は
斯
か
る
慘
酷
な 

る
條
仲
の
下
に
於
て
も
猶
ほ
耳0

其
職
を
：！̂
出
す
能
は 

す
し
て
、
成

&

死
し
成
は

乞
食
と
爲
i

は
奶
行
を 

演
じ
、
斯
ぐ
て
腐
乏
と
鎭
«
ざ
死
亡
と
が
、r

該
別
土
に 

滅
存
せ
る
收
入
ざ
資
本
ど
に
依
み
容
易
に
ラj

を
維
恃
し 

得
‘冗

き

，程

度

に

ま

で

」

、
人

口

を

減

少

せ

し

む

可

き

事

を

明

言

せ

る

を

以

て

、

如

上

の

同

情

的

解

驛

は

刹

底

之

を

.
 

許

容

す

る

の

除

地

無

し

(

S

)

. 

7
4
-
7
S

。

愛

，に

至

タ

て

は

-

‘ 

s

j

號 

九

四

‘:

菅
に
觸
主
圓
結
の
威
力
の
み
な
ら
ず
、r

人
類
通
有
のJ

一
 

::::

慈」

も
全
く
其
影
を
潜
め
、賞
銀
は
勢
働
者1.

家
の
生
活 

必
要
費
额
以
下
に
も
時
し
て
低
下
す
る
事
め
る
を
波 

れ
は
是
認
せ

.
^
" 

,

..

然
、ら
ぱS

m
i
t
h

は
後
述Ricardo 

W

其
軌
を
！
に
し 

j
:

努
働
の
市
場
價
格
は
其
®
要
供
給
に依

.，，

，て
決

定

せ

ら
 

ゾ

る

，
、
も

其

正

常

债

格

は

勞

働

者

の

生

活

必
要
®

額

を

以 

-
.
;

て
.ホ

せ

ら

れ

旦

..つ

後

者

は

前

者

を

索

引

す

可

し

ビ

の 

‘
見
解
を
抱
懷
せ
り
や
と
云
ふ
に
、
固
ょ
り
然
、ら
や
。
セ 

れ
の
眞
意
は
左
記
の
言
說
中
に
明
瞭
に
之
を
着
取
す
る

；
 

0
を

得

可

し

"

乃
も
勞
働

者

に
對
す
る

報

酬

にし
て

餘

裕 

、
.

 

'

‘ぁ

ら

ぱ

バ

彼

等

は

子

，女

扶

養

め

能

力

を

舰

大

し

、

隨
り 

1

又

勞

働

人

口

を

增

加

す

る
の

倾

向
有

る

を

云

爲せ
る 

.，
後

謂

へ

ら

く
"
此

勞

働

人

口

の
.增

加

がr

必

や

勞

働R
對 

.

:
す
る
需

要

の

要

求

する
所
ざ
,
，能
ふ
る

限

り
接
近
せ

る

=
=例̂

に

於

'て
行
は
，る

、
I

事

は

、
復
ね
注
目
に
X

す
可 

^

し

。
殺

し

も

此

霞

耍

に

し

て

化

,
る
ね
於
て
は
、
努
働
に
働
す
る
報
酬
は
必
然
、
勞
働
ネ 

を
し
て
此
繼
®
的
に
増
加
し
つ 

>
あ
る
需
要
を
、
繼
紹 

的
に
撥
加
す
る
人n

を
以
卞
1充
足
す
る
を
得
せ
し
む
る 

が
如
き
態
藤
に
於
て
、
：彼
等
の
結
婚
ビ
繁
殖
ざ
を
促
進 

.
す
可
し
。
若
し
如
何
な
る
時
に
於
て
も
榮
働
に
對
す
る 

.0
酬

ヵ

，此
の
目
的
P
必
要
な
る
0
ょ
ゎ
も
僅
少
な
る 

時
は
？
働
手
の
不
足
は
直
’わ

之
，を

騰

貴

せ

じ

む

可

し

。 

若

し

文

如

，何

な

る

時

に

於

て

も

報

酬

が

此

必

要

額

ょ

，
，
^

 

も

大

な

ら

ば"
勞

働

者

の

法

外

め

骤

增

は

忽

>
^
其

報

酬 

.を
此
目
的
に
必
要
な
る
程
：度
に
ま
で
低
落
せ
し
む
可
し 

i
s

場
は
前
の
場
合
に
‘於
て
ね
勞
働
の
：供
給
：不
足
を
告
げ 

後
の
場
合
に
於
て
は
供
給
過
剰
，̂
来
3
>
爲
に
須
臾
に 

し
て
價
格
を
恰
も
社
會
の
：狀
況
，の
耍
求
す
る
其
適
當 

な
る
黎
に
ま
で
押
戾
す
を
帶
ご
す
可
レ
。
斯
の
如
き
態 

殺
に
於
て
人
間
に
對
す
る
需
要
も
.亦
た
,
他
の
®
物
に 

劉
す
る
需
要
ビ
等
し
く r

必
愈
八
問
，の
生
産
を
調
節
I、，
,

 

其
緩
®
に
逸
み
時
は
之
を
速
，め
某
愈
狄
に
失
す
る
時

，第

十

九

卷

(

四.一
J
〕

，，
：
，正

統

霊

の

货

銀

論

：

.
：

：

は

之

沮

む

し

、ぐ(
P
P
,

 

8
1
.- 8

2
)
。

L
a
s
s
a
l
l
e

は

旧

.
々

其
 

M
勞
働
ポ
敎
本
中
に
此
章
句
を
採
つ
て
其
賞
銀
織
則
說
の 

‘：論
瞪
マ」

做
せ
る

も
，
然
も
吾
人
は
這
中
に
可
等
賞
跟
が 

霜
要
供
絵
の
作
用
に
依
う
て
,
恰
も
生
活
必
婴
®
額
に 

支
時
ゼ
ら
る
可
し
と
の
表
示
を
見
ざ
る
な
ク
。
其
は
桔 

局
®

際
に
支
®

は
る
、
所
の
®

銀t
r

霞
要
供
絵
の
支 

.配
-に

依

つ

て

典

實

職

の

額

に

決

楚

せ

、
ら

る

ビ

言

ふ

に

過
 

ぎ

す

(
s
c
h
r
e
y
:

 

Kritfsche 

D
o
g
m
e
n
g
e
s
c
H
c
h
t
e

 

d
e
r

 

K
h
e
r
n
e
n

 

L
o
h
n
g
e
s
e
t
z
e
s
,

 

S. 

4

 

否
更
に 

J 

步
を
進 

む
れ
ば
®
極
の
關
®
は
常
に
勞
働
に
働
す
る
需
要

、：

換 

言
す
れ
ぱ「

賞
銀
支
拂
の
爲
じ
.豫

足

せ

ら

れ

た

る

.基

お

.一
 

ロ
冲
に
存
す
る
な
リ
。
勞
働
者
の
生
活
必
要
費
®
は
愛
に 

至
ウ
て
菅
に
主
役
た
る
⑧
地
位
を
剝
瓶
せ
ら
れ
た
る
の 

み
な
ら
ず
、

遂
に
何
等
の
端
役
を
も
擔
當
す
る
事
無
さ 

に

似

た

而

し

て

c
a
s
a
n

の
指
摘
せ
る
が
如
‘く
に 

は
卷
鬼
に
近
ぐ「

賃
銀
に
對
す
る
課
视J

を
論
す 

る
の
一
章
に
於
て
は
、
嘗
て
生
存
費
説
を
‘主
張
せ
ろ
#

0
§ 

九
S
 

'
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四i
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D

正
統
學
派
の
贷
銀
論

賞
を
今
嚴
た
忘
却
せ
る
が
如
し
。
乃
ち
言
ふ
、「

予
の
筋 

1

編
に
於
て
說
明
せ
ん
ご
努
め
た
る
低
赦
数
働
者
の
®
 

銀
は
、
何
處
に
於
て
：も
必
然
二
軸
の
事
情
に
依
ら
て
支 

配
せ
ら
る
。
勞
働
に

，
對
す
る
,
要
及
び
生
括
資
料
の
通 

常
债
，格
卯
ち
平
培
慣
格
是
れ
な
り
0
勞
働
に
對
す
る
®
 

要
ゆ
、
其
か
偶
々
増
加
じ
.クA
ぁ
る
や
或
は
靜
此
せ
る 

や
將
た
'又
減
退
し
ウ
S
め
る
や
に
從
つ
て
、
.
J

一

2

す
れ

S
1
S

 

九
六

V\ 

ch. 

ii, 

c
a
n
n
a
n
v
e
d
,

 

v
o
l
.
I
L

 

p. 

A
②)

。
然
る
後 

彼
れ
は
賞
銀
に
對
す
る
課
桃
は
結
局
貨
彼
賞
銀
を
騰
贵 

せ
し
む
可
き
事
を
主
張
す
ビ
雖

*
其
諭
據
は
最
早
勞
働 

者
が
生
く
る
を
要
す
る
が
故
にV

言

ふ

に

あ

、ら
す
し 

て
"勞
働
者
が
"勞
働
に
纖
す
る
®
要
が
彼
れ
に
與
ふ
る 

所
の
眞
實
賞
銀
を
"
享
く
る
を
要
す
る
が
故
に
と
言
ふ 

に
あ
ら
。見
る
可
し
、生
存
費
說
は
全

ぐ

其
影
を
沒
せ
る

.

y 
‘
 

' 

/ 
~
 

-
 

-:1Mb 

I 

f 

i i

メ
 

I
T
Z 

y

ぱ
其
が
人
口
の
增
加
を
要
求
し
ウ 

>
あ
る
や
成
は
靜
.I

を(
c
a
n
i

 " 
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艮
 

ノ 

r
v

 

Nj 

\ •tfi/
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> _ 

i 

;•

止
を
婴
求
しc

v
\

あ
る
や
將id

文
減
退
を
要
求
じ
つ
、 

あ
る
や
に
從
ウ
て
、
勞
働
者
の
生
静
を
支
配
し
.、
其
群 

度
に
餘
裕
を
與
ふ
'可
き
か
或
は
中
庸
を
保
た
し
む可

-, 

か
將
た
又
腐
乏
に
浙
せ
じ
む
可
&
か
を
決
足
す
。
而
し 

て
生
®
資
料
の
通
常
便
格
則
ち
平
均
®
格
は
’
其
ぐ
だ 

^
に
、
，勞

働

者

を

し

て

：
此

條

裕

あ

'る
：或
は
，中

®

を

保

て 

タ
又
は
嘯
乏
せ
る
生
計
資
料
を
購
入
す
る
事
を
得
せ
し

む
る
が
偽
に
、
彼
等
に
對
し
て
支
拂
は
ざ
み
可
か
ら
ざ

る

所

の

條

の

額

を

決

定

す

」

マ
し(

W
3
£
tプ
M 

O
M
V
I 

c
£
t
.

 JBlc.

tion, 

p. 

2
3
7
、

斯
く
の
如
ぐ
に
觀
察
し
政
れ
ば
、S

m
i
t
h

の
生
存
费 

說
/
需
要
供
給
說
ご
は
到
族
之
を
調
和
の
癒
無
し
。
縱 

4
^

彼

れ

の

初

志

は

前

說

を

以

て

靜

的

狀

態

，̂
-
律

し

後

說 

を
以
て
動
的
狀
態
を
律
し
，
雨
説
の
併
存
を
企
圓
せ
る 

が
如
し
ざ
雖
、
事
賞
後
說
の
結
果
は
前
說
の
存
任
を
無 

用
に
歸
せ
し
め
た
タ
。斯
く
て
のc

h
r
e
y

の
所
言
の
如
く 

にc
a
n
s
n

の
列
暴
せ
る
5
大
學
說
の
鹿
芽
は
悉
く
之

I

ぞ

w
x
x
l
j
t

び

の

思

想

中

に

热

ひ

得

好

し
■た
-

i

n

M

の
A
w理

的

®

®

に

至

り

て

は

抑

々

那

邊

に

こ

れ

を

傑

索 

す
可
き
ホ
人
を
し
て
方
途
に
迷
は
レ
む
る
も
の
ぁ
り
0 

: 

S
m
i
t
h

自
身
も
亦
た
此
趣
鎖
の
I

激

に

踏

映

し

、
®
次 

不
知
不
識
の1

1

に
生
孩
費
說
ょ
ト
鯽
脱
し
て
遂
に
耍 

ぉ

給

說

に

歸

趨

せ

る

が

如

し

：。
：

‘苦

し

：失

れ

學

界

最

新

の

I 

傾
，！̂
に
徵
し
て
最
も
事
物
の
眞
髓
を
把
振
せ
☆
ざ

覺

し

：
| 

き
生
産
■
に
至
り
て
は
彼
れ
は
之
を
遥
遠
原
始
め
時I 

代
に
限
局
じ
て
復
た
現
代
に
囘
生
せ
し
ひ
；る
：

2̂
,

意P
#

, 

I 

,

か
..ひ
し
な

I

り
。
而
し
て
此
生
存
費
說
と
館
要
供
給
說
ご\ 

は
爾
浓
必
ず
し
も
相
徘
將
す
る
事
無
ぐ
、：，.經
と
成
々
緯
：一
 

.を
成
，

つ
';

で
同一

见
進
家
の4

胸
に
共
存
：し
た
る
證
域
決\ 

し
て
稀
な
リ
ヒ
せ
：ざ
る
も>::

其
大
綱
に
準
據
し
て
之

を

\ 

，要S

せ
ん
か
マ
ガ
1
.
0
Pき

：は
：SB

U
h

 :

の
生
存
費
說
；と

I 

異
る
道
程
を
迪
て
®
似
の
結
論
に
逢
着
レ
愛
k
賞
銀 

鐵

则

說

の

端

絡

を

開

共

にM
a
l
t
h
u
s

以
降John 

. 

Stuart M
r

:

に
及
ぶ
齋
S
の
多
數
は
、S

m
i
t
h
:

の
»
要 

供
給
説
を
遂
夾
修
正
發
®

し
め
て
遂
に
純
眞
厳
格
な 

3
:

ホ
：银
十
九
卷
V 

(

四
一
3
V

正
統
學
派
ゆ
贷
叙
辨：

，
：

る

賞

銀

甚

金

說

に

到

達

せ

み

も

の

ビ

言

ふ

を

得

し

。

;
m

勞
働
に
自
然
傻
格
め
り
、
市
場
價
格
ぁ
タ
、
且
つ
前 

者

が

後

者

を

遍

ヶ

す

る

の

倾

向

め

：
る

事

を

云

爲

せ

る 

り

に

於

て

、

R
i
c
a
r
d
o

が

其

直

接

の®
示

をTorrens 

に

，々

貝
へ
る
事
は
、
®
に
後
世

史
家
の
腐
々

指
摘
す
る
听 

た
る
の
み
な
ら
ず
、Rt.cardo

自
身
も
亦
た
明
白
に
- 

T
o
r
r
e
n
s

の
先
離
を
認
溶
し
た〜

T
o
r
r
e
n
s

に
俊
へ 

ぱ
V
-凡
そ
勞
働
を
考
察
す
る
適
常
な
ろ
方
法
は
、
之
を 

市
場
に
於
る
ニ
货
物50:

卷
做
ず
に
在C

V。

努

働

の

揚 

價
格
は
如
何
な
る
時
期
如
何
な
る
場
所
に
於
て
も
、
希 

:要
供
給
の
間
に
存
す
る

比
例
に
依
ウ
て
支

配

せ
ら 

る
。
然
る
に
其
自
然
價
格
は
他
の
法
.則
に
依
つ
て
®
せ 

ら
.れ 

> 
其
は
一
國
の
風
土
慎
智
の
性
質
上
、一.

勞
働
者 

を
支
持
し
且
つ
彼
れ
を
し
て
勞
働
‘の
不
減
の
供
給
を
市 

場
R
f
eウ
力
如
さ
家
族
を
ハ
扶
養
す
る
を
得
せ
し
む
る 

.に
必
要
な
る
所
の
チ
生
活
必
撒
品
及
び
快
適
品
に
依
つ

. 

i
l號 

九
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.正
統
學
派
の
贷
銀
論

て
成
る
。
I

者
が
I

S

S

對
し
て
、
彼
れ
及 

ぴ
m
要
に
應
す
る

勞
働
の
供
給
を
維
持
ず
る
に
足
ろ
丈 

け
の
家
族
を
し
て
、
健
斯
な
：，タ
生
存
を
保
ね
し
む
る
爲 

r
、
M
土
上
必
要

'
ぶ
レ
す
る
諧
物
の
充
分
な
る
分
量
を
必 

す

享

受

す

可

き

事

は

、

是

れ

自

明

の

；理

な

マ」

0

乍 

£

旣

にA
d
a
m

 

S
m
i
t
h

の

生

存

费

說

に

關

聯

し

て

言
 

，
及

せ

る

が

如

く

、

縦

令

吾

人

に

し

て

努

働

者

の

須

ら

< 

生

：
さ

ざ

る

可

か

ら

ざ

る

I事

を

認

黎

す.
を̂
も
？
灿
何
な 

る
理
由
に
依
つ
て
勞
働
者
が
>
,

要
に
應
ず
る
勞
働
の 

供
給
を
維
持
す
る
丈
け
の
家
族
を
、
邀
漏
無
く
扶
養
し 

^
可
き
必
ダ
性
あ
-
ご̂
做
す
や
す
；將
た
又
如
何
な
る
方 

法
に
依
つ
て
®
要
に
應
す
る
丈
け
の
供
給
を
維
特
す
る 

や

は

、

.必

す

し

も

鶴

者

の

所

言

め

如

ぐ

自

明

に

.は
あ
、ら 

さ
る
な
力

。
愛
に
於
て
か
H
3
S
S
.
S
:盘
も

亦
た
？
‘若
し 

も

勞
働
者
が
其
慣
習
ど
成
れ
る
賞
飯
を
享
受
せ
ざ
る
に

於
て
は
> 
彼
れ
は
直
に
勞
働
の
供
給
を
减
少
せ
じ
む
可 

^

1

1

^

.遂
に
K
び
典
賞
銀
を
K
g
.
.

成
.：> 

る

n

i

u

第
.三
號
.

九
八
. 

水
準
に
ま
で
囘
復
せ
し
ひ
可
き
所
以
を
審
に
す
る
爲 

自

ら

自

明

ビ

稱

せ

る

理

，を

說

明

す

可

ぐ

更

に

數

言

を

追 

加
し
た
レ
。
日

く「

而
し
て
吾
人
が
縦
令
原
始
的
に
は 

健

康

な

る

生

存

に

必

要

な

、ら

ざ

る

事

物

，
も
、

凰

々

暫

慣 

一
に
依
っ
て
必
要

W

化
す
る

.事
を
思
ひ
、
且
ジ
人
々
が
其 

一
慎
習
ざ
成
れ
る
生
括
樣
式
，
於
て

V
.彼
等
の
家
族
を
扶 

養
し
.得
る
の
觅
込
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
，
結
婚
を
.踏
瞎 

.，す
可
き
事
に
想
到
す
る
に
於
て
は
、
努
働
者
が
其
作
業 

,
に
對
し
て
，
營
に
風
土
の
必
要
こ
す
る
所
に
止
ら
ず
、

\

第
二
の
天
性
力
る
作
用
を
做
す1

國

の

惯

督

の

®

求

す 

\
る
所
を
、
必
ず
收
受
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
事
明
か
な
.

CV」
一
と(Torrens 

:. 

Kssay 

on. the 

C
or
n 

.Trade, 

I8Iq

一

.：
ン. 

.，，.

，‘ 

:
- 

. 

.

.

r pp, 

6
2
,
6
3
)。"

而
し
て
斯
の
如
勞
働
の
自
然
慎
格
は
、 

T
o
r
r
e
n
s

に
依
れ
ば
、
槪
し
て
靜
止
的
な
..̂
。蓋
し
势
働 

者
の
生
®
必
要
費
目
中
に
於
て
、「

其
必
要
の
風
土
の
性

質
ょ
り
來
る
も
の
は
之
を
不
鎭
ざ
看
做
す
を
得
可
ぐ
、

其

必

'
要の

生

活

上

の

せ朋
"並
に

黏

奶

じ
S
す

ろ
思

盧

ゐ

；f,
(v
け
J

る

新

制

ょ

ヶ

浓

る

も

の

は

、

#

ら
H

個

の

繁

榮

策

發

の 

如
何
；̂
:並
に
敎
育
文
化
等
の
：德
德
％
諸
原
因
に
依
ウ
て 

の
み
，影
響
を
蒙
り
得
る
も
の
に
.

a
K
V
"
:

然
も
是
等
は」

ホ 

.作
用
常
に
遲
々
た
ト
。
か
よ
が
故
に
努
働
の
自
然
的
償 

，格
は
：、
圓
ょ
"
風
士
を
異
に
し
文
ぬ
の
槽
梯
を
異
に
す
：
 

に
ふ
：に

從

が

て

凝

化

あ

る

可

し

せ

雖

、

猶
：
ほ

i

定
の
時
J 

i:

定
の
場
所
に
於
て
は
，
趣
め
て
靜
此
の
狀
態
k
近
き 

:

ま

と

認

め

て

不

可

な

か

る

可

し

：。
；
是

れ

に

反

し

て

努 

;

働
の
：
市|

格
は
、m

と
供
粉
の
比
例
§

不
斷 

:に
8
搖
し
て
歇
ま
^
る̂
な
.
=
^
0
隨
ク
て
市
場
に
於
て
勞 

« 

©取
得
す
る
«
格
は
.ぐ
風
土
ご
*
督
に
依
り
努
働
者： 

ビ
其
家
族
を
維
持
す
る
に
必
要
な
る
價
格
よ
り
も
、

K 

々
.甚
た
大
な
る
事
有
.
^
.
>
:
艇

々
甚
だ
小
な
る
事
有
ぐ
b 

卞

併

斯

か

る

偶

發

的

變

励

有

る

に

拘

ら

す

、
，
‘勞

働

の

自
 

然
僧
将
ご
W
場
便
格
ご
は

各
々
相
瓦
に
影
挪
を
及
ぱ

し 

ン
.ィ
，乖
離
.す
.る

を

許

さ

V
る

な

タ

。
：，乃

ち

市

場

：ぜ

格

が
 

自
熱
偵
格
以
下
に
低
落
す
る
k

於
て
は
、
#

働
者
は
最

热
十
丸
卷(

四
！五：} 

'ル'統
學
泥
の
贷
銀
；

li

早
風
土
ご
慣
督
上
、
彼
れ
及
び
其
家
族
の
健
康
な
る
生 

存
を
保
つ
爲
必
要

V

す
る
所
の
&

生
活
必
露
品
の
充 

分
な
る
分
f
lを
收
受
せ
ざ
る
が
故
に
> 
死
C
は
増
加
す 

可
ぐ
是
れ
と
共
に
家
族
扶
養
の
困
難
の
增
加
は
、
結 

.
服
に
對
す
る
思
慮
あ
る
抑
制
を
增
加
す
る
が
故
に
、
出 

生
は
減
少
す
可
し
。
.斯
く
し
て
二
重
の
用
に
依
ら
、 

勞
働
の
自
然
便
格
ご
市
®
價
格
ご
の
間
の
平
衡
は
囘
S 

せ
ら
を
、
な
ら
。
：他
方
に
於
でT

日
！
市

楊

®

格

が

自

然 

仏
称
以
上
に
騰
貴
す
る
に
於
て
は
、
勞
働
者
及
び
其
家 

族

に

依

つ

て

享

受

せ

、ら

慰

樂

の

增

加

は

*
死
C
を 

減
少
す
可
ぐ
、
且
つ
結
婚
を
獎
勵
す
る
に依

...

出
生
を 

增
加
す
可
く
、
結
局
ニ
®
の
作
用
に
依
.
=
^
>
勞
働
の
，供 

給
は
增
加
せ
、ら
れ
> 
其
市
場
慎
格
は
彼
の
自
然
的
水
準 

に
旧
後
せ
ら
れ
、
是
れ

ょ
り
久
し
く
後
退
す
る
を
得
ざ 

る
な
-
し̂
ざ
言
ふ
に
あ
，

ov(Torrens : 
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p
p
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H

C
正
維
學
派
の
1

論 

，其
代
表
的
举
炸
广
 
^
 

rinciples 

of political 

E
c
o
n
o
m
y

 

and 

Taxation/) M
8
I
7
,

中
に
演
述
せ
る
所
ご
彼
此
對
照 

す
る
時
は
、
後
求
が
前
激
の
平
法
を
其
®
蹈
襲
せ
る
形 

路
頗
る
服
然
た
る
と
共
に
、
重
®
な
る
諸
®
に
於
て
« 

本
的
修
正
を
行
べ
る
事賞

-̂':
亦
れ
看
過
す
可
か
、ら 

.偶
々
以
てR

i
c
a
r
d
o

の
見
解
が
其
外
形
に
於
る
ょ
ら
..
も 

一
其
内
溶
に
於
て
、
如
何
に
時
流
に
超
脱
せ
る
や
を
窺
知 

せ
し
む
る
に
足
る
も
の
あ
る
可
し
0 

H
く
1努
働
は
、賣 

せ
、ら
れ
且
つ
量
に
於
て
增
減
せ
ら
れ
得
る
他
の
も
ら 

:ゅ
^
0货
物
タ
等
し
ぐ

、7

其
目
然
價
格
及
び
市
場
惯
格
を 

其

有

す

。
：；
努

働

の

自

然

價

格

，？

は

勞

働

#
を

し

て

、

相

S ‘1

1
C 

統
學
派
ゆ
贷
銀
論 

餓

三

號

一
つ
}
r

.9 

.

，乂
代
表
的
举
炸
ぐHndples 

of Political 

E
c
o
n
o
m
y

彼
れ
に
必
要
不
可
缺
の
も
のVJ

成
れ
る
食
物
、
必
需
品 

,and 

Taxation/) M8I7*

中
に
演
述
せ
る
所
ご
彼
此
對
照
ド
及
び
便
利
品
の
分
量
如
何
に
依
る
"
か
る
が
故
に
努
働 

す
る
時
は
後
求
が
®
激
の
平
法
を
炎
®
蹈
盤
せ
る
形
の
自
然
價
格
は
、
勞
働
者
並
に
其
家
族
を
扶
養
す
る
爲 

る
服
截
た
る
と
.：；

q

ハ
に
、
货
蕃
な
る
諸
®
に
於
て
根
に
必
要
な
る
、
食
物 
>
必
需
品
及
び
便
利
品
の
便
格
如
何 

，
本

が

修

正

を

わ

，
へ
る
事

A
も
，亦
れ
看
過
す
可
か
、ら
で
，

に
依
る
。
食
物
及
び
必
需
品
の
價
格
：の
騰
貴
ご
共
に
勞 

以
て
力
§
き
の
见
服
が
其
外
形
に
於
る
ょ
ら
も
一
‘
働
の
自
然
價
格
は
騰
貴
し
、
是
等
の
價
将
の
低
落
ご
共 

.其
内
容
に
於
て
、
如
何
に
時
流
に
超
脱
せ
る
や
を
窺
知
，.に
勞
働
の
自
然
债
格
は
低
落
す
可
し」

ご

(Ricardo: 

せ
し
む
る
に
足
る
も
の
あ
る
可
しO. J^

く
1

勞
働
は
、賣 

一PMincfples, 

W
o
r
k
s

 

o
f
b
a
v
i
d

 Ricardo, M
c
c
u
l
i
o
c

てs 

せ
、ら
れ
且
つ
量
に
於
て
激
減
せ
ら
れ
得
る
他
の
あ
らI. ed, 

p, 

5
0
)
。 

'

:

ゆ
.0

货
物
4

し
ぐ
-
其
,

H

然
價
格
及
び
市
場
债
格

を

o
l
a
nは
愛
に
さ
0ゅ

き

の

|

所

の

勞

働

の

自 

t

す
。
努
働
の
自
然
價
将
S

勞
働
者
t

て
、
祁

然

的

S

が
？
同一

名
f

以
てT

o
r
i

の
意
^
 ̂

冗
に
"

2

又
は
減
少
：す
る
：事
無
し
に
、
：®

を

維

持

フ

所

i

質
的
に
1

あ
る
を
*
極
力
職
明
す
る
に
努 

，
し
，

且
つ
其
®
族
を
永
續
せ
し
む
る
一，に
必
要
な
る
所
の
债\

め
た
り
。
以
爲
ら
ぐ
、
先

づT
o
r
r
e
n
s

が
賞
銀
の
自
然 

格
卯
ち
是
れ
な
ら
。
勞
働
^
=
が̂
彼
れ
自
‘#
,並
に
勞
働
# 

?
‘ 

* 

‘ 

I
 

‘

.;
ゆ
ま
を

靴
持
す
る

に
必
婴
な
る

家
族
を
快
養

す

る
の
力

は

サ

賃

銀
ビ

し

て

®

容

ず

る

货
懷
の
分
量
如

何

に

依
 

る
}

ぁ

ら
f
し

て

、
.
其

货

飲

の

膝

買

す
.可

き

、

慣

習

上

,

ぱ
彼
来
年
々
：人
n
又

は

努

働

米

數

が

ニ

，り/
の
割
合
を
以 

.

て

咋
，お

度

ま

で

遞

增

し

来

れ

る
に
、
本
ボ
族
の
人
口
又 

は
努
働
ポ
數
に
は
增
加
無
く
、
依
然
ゆ
ギ
族
の
數
ご
同 

じ
：止

り

し

揚

合

に

於

て

ば

、

此

は

愁

働

の

：
；

「

不

減

の 

;

供
給
レ

£
2

ふ

を

得

可

さ

や

、
將

だ

又

年

々

ニ

，か

の

割

，̂
ロ

 
.

.を
，以
て
，
增

加

を

繼

繊

す

る

に

あ

ら

：ざ

れ

ば

、

r

木
成
の
供
一 

ぜ」

ご

言
ふ
を
得
ざ
る
や
、
末
だ
®
‘だ
審
な
ら
ボ
。然

る
一

率
を
以
て
一
國
め
風
土
惯
督
に
基
き
、
努
働
者
並
に
其 

.家
族
を
支
持
し
以
て
勞
働
の「

不
減
の
供
給
t

市
場
に

保
力
し

む
る
に
必
M
な

る
生
活

®
料
に

依

0
て
成
る
ビ

)一

に

へ

ろ

は

語

^
ま

甚

だ

明

^

^

を

，
缺

く

も

の

あ

ら

。
例

へ

ぱ̂

^
^
^
^
^
^
^
^
^

^

^

r̂

:
 

.
1

に

s
e
a
l :

が「

増
加
又
は
減
少
ず
る
，事
無
レ
に
努
働 

者
の
就
族
を
永
續
せ
し
む
る
云
々」

W

言
へ
る
は
、
明 

一
點
め
；凝M

を
容
る
、
餘
地
無
じ
。
而し
す

：：：T
o
r
i

 

の
玄
味
す
る
所
の
漸
ぐ
明
朦
と
な
る
や
、
其
は
普
M

の 

賞
銀
換
言
す
$

勞
働
？

？

S

す
る
に
£

た 

る
貧

銀
に
過
ぎ
t

是
れ
に

尉

し

てs
c
a
r
d
?

の
自
然

焚

銀

は

縱

令

均

し

く

慎

習

に

.
依

な

努

働

者

に

収

づ

て

、ん 

要
不
可
缺
と
成
れ
る
も
の
に
は
相
逮
無
し
ざ
®
、
ゆ
ま 

ょ
す
B
丄
に
.深
き
意
義
を
有
ず
。
，其
は
乃
も
恰
も
勞
姆 

者
の
人n

を
精
確
に
、
然
み
精
確
，

静
狀
態
に
置

.

.

.
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,
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ざ

十

九

あ

S
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セ〕

正

璧

派9

S

論

く
所
の
賞
銀
た
る
な
な
。
其

結

舉
T
o
r
r
e
n
s

に
從
へ
ズ 

.

;
勞

働

め

然

偕

# 

VJ

市
場
慎
格
と
は
、

r
永
く

卞
離
す
る 

を
許
さ
ざ
る
•
も
の
な
る
に
反
し
® 

R
i
c
a
r
d
o

に
：̂

へ
ぱ 

1

國
の
人
口
の
增
加
し
つ
あ
る
長
大
な
る
全
期
間
に 

I 

ニ
旦
力
て
、
雨
輒
の
價
格
は
必
や
乖
離
し
居
ら
ざ
る
可
，か
.

一:

ら
ざ
る
も
の
な
らJ*^(cannalr: Theories of produc- 

一
 

t
f
s

 

and 

DIstributio

ニ. p
p
、
2
4
6
-
2
4
7
)。

.

此
®
後
段
に 

.
於
て
更
k

w
論
す
る
所
あ
る
可
し
。
予
は
是
れ 
>し
先
な 

.
つて

"
"

此
®
を
一
層
明
瞭
な
ら
し
む
る
準
滞
の
爲
こ
，、 

Rfcard?

に
於
る
勞
働
の
自
然
價
格
ビ
其
市
場
偵
格
ビ 

の

相

互

糊

係

に

就

て

、

姑

ら

ぐ

數

言

を

費

や

さ

^
.
^
る
可 

か

ら

す

0 

I

:

R
i
c
a
r
d
o

は
其
所
謂
努
働
の
市
場
债
格
、

換

言

す

れ

, 

ぱ

「

需
要
供
給
の
比
例
め
自
然
的
作
用
に
依
り
努
働
に 

對

し

て

事

賞

上

支

拂

は

る

、

所

の

债

格

」

は

*如
ザ
に
甚 

た
し
ぐ
其
自
然
惯
格
ょ
-
乖̂
離
す
る

ざ
も
，
典

は

：̂

の 

货
物
ご
均
し
く
、
是
れ
に
適
合
せ
ん
ご
す
る
傾
お
あ
る

第n!

號
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十
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タ
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!
八〕

，
s

i

s
錫

論

‘

を
云
爲
し
、s
f
f
l
由
を
人n

の
■
則
に
求
め
た
ら
。以
爲 

'ら
ぐ
"
勞
働
の
市
場
®
格
が
其
自
然
.惯
格
よ
力
も
火
ル

V

 

ろ
場
合
に
於
て
は
、努
働
ぜ
の
糧
過
は
改
善
せ
ら
れ
、
多 

數
の
且
傭
服
な
る
家
族
を
挟
養
す
る
を
得
可
し
。
乍
併 

:

斯
く
高
き
賞
銀
が
人n

の

增

殖

進

す

る

結

果

勞

働} 

者
の
數
が
梢
加
せ
ら
る〜

時
は
>
,
.
®
銀
は
®
び
其
自
然I 

.债

路

に

ま

て

，下

粮

す

可

ぐ

 

>
:否
時
に
反
動
k
依
つ
て
其
一"

i 

れ
以
下
に
下
落
す
る
事
す
ら
長
れ
無
き
を
保
せ
，ず
。
，勞
ニ 

痛
の
市
場
償
格
が
其
自
然
價
格
以
に
在
よ
場
合
に
於

\ 

、て
は
、数
働
者
め
境
遇
は
最
も
悲
慘
お
極
め
、
貧
腐
は
彼，
ノ
 

等
よ
り
惯
.動
が
絕
對
必
需
品
，を
做
す
所
の
チ
快
適
品
をI. 

海
取
す
可
し
。
斯
く
し
て
彼
等
の
蔽
乏
が
彼
等
の
數
をI

 

減
ル
し
ね
る
後
力
然
ら
や
ん
は
务
働
に
對
す
る
需
耍

\ 

が
增
加
し
た
る
後
か
に
於
て
始
め
勞
働
の
市
場
價
格
 ̂

は

典

自

然

價

格

に

ま

で

上

騰

じ

、
；，而

し

P

数
傭
者
は
赏 

銀
の
自
然
傘
が
賦
與
す
！̂
き
所
の
通
常
の
快
B
n ロ
を
享

に
$
ろ

PI
b
I f
I aI 0

:prI3c:i5>l<ss,worICS,

r-：
R：

fト>

道
程
に
在
る
社
會
狀
態
を
舉
げ
ね
る
事
是
れ
な
り
。
以 

'
 $

1
^

く
、
前
叙
の
如
ぐg

に
.ぺ「

賞

銀

ば

-跳

自

然

率

に

一 

激
ゼ
ん
ご
す
る
の
傾
向
あ
る
に
拘
ら
ず
、
其

市

場

ま

,
 

?句
<
も

進

步

し

つ

、
あ

る

：社

會

に

，於

て

H

或

る
不

足 

の

期

間

じM
つ

て

常

に

其

上

：
に

在

る

可

し

：。

蓋

し

增

t
o
; 

せ
ら
れ
た
る
資
本
が
勞
働
に
：對
す
る
新
た
な
る
雷
要
に 

.向
0
て
與：：

ふ

る

所

の

刺

戟

が

、
滿

足

せ

ら

る

、
、
や
不

3

ゎ、
V 

忽
ち
他
め
資
本
增
加
が
同1

の
效
果
を
生
ず
可
き
わ
以 

て
な
り
。
斯
の
如
く
に
し
て
苦
し
も
資
本
の
增
加
が
漸 

進
的
且
つ
®
常
的
な
る
に
於
ホ
は
：>
努
働
に
，對

る

徹 

要
は
人
ロ
の
增
殖
に
働
し
て
繼
綴
的
な
る
刺
戟
を
與
ふ 

可
し」

.ざ(
s
c
a
r
d
o

 : 

Principles, 

Work
s
, 

p, 

5
1
)
0 

愛

に
於
て
か
®

ぴ

T
o
r
r
e
n
s

の
自
然
賞
銀
とR

i
c
a
r
d
o

の 

そ

れ

；ご

の

比

較

に

立

戾

れ

ぱ

*

雨

者

の

相

逮

は

更
；； 2：

明 

瞭
な
る
可
む
。
即

ち

H
o
r
r
e
n
s

 .

の
自
然
貧
銀
は
、
勢

動

.
 

者
が

常
k

之
を
取
得
す
る
に
慎
れ
ね

る
普

通

の
賈
銀
成 

は
平
均
が
な
る
賃
銀
に
し
て
、
勞
働
者
は
執
糊
に
是
れ

第
十
九
盤(

四
！九)

統
學
'派

の

货

觀

論

：
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P, 5

こ
泡
にs

e
h
l

の
所
言
の
如
ぐ
に、s

c
a
r
d
o

に
取 

て
は
人
口
の
蓮
動
こ
そ
賞
銀
の
大
支
配
者
に
し
て
、
何 

が
故
に
賞
銀
は1

足
の
平
均
暴
以
上
に
永
く
騰
貴
す
る 

0
0
き
や
の
♦
窮
極
の
原2

1

た
る
な
な
。彼
れ
が
粗
生
 々

激
物
に
働
す
る
課
税
を
論
す
る
の一

章
に
於
て
、「

人
口 

め
原
則
が
人
：類
の
増
殖
に
及
ぼ
す
作
用
の
爲
に
最
低
種 

.
の
賞
銀
は
、
自
然
ご
慣
習
€
が
勞
働
者
の
支
待
の
爲
に 

:

要
求
す
る
所
の
傘
ょ
り
以
上
に
、
決
し
て
甚
だ
し
く
持 

纖
す
る
事
無
し
.；

(Ib

ド
，P* 9

3
)

ま
言
へ
る
は
、
這
般
の
消 

息
を
最
も
明
瞭
に
表
示
せ
る
も
の
な
ら(Karl 

Diehl: 

マlautesngen 

2u 

uloardo*

の G
r
i
m

仏gesetzep 

der 

volkswlrtschaft und 

B
esteuesng, B

D
.

 IL s, 5 -6) 

而
し
てl

l
f
c
a
r
d
o

の
所
論
がS

m
i
t
h

の
生
蒋
費
說
.̂し 

大
い
に
其
，撰
を
異
に
す
る
所
以
亦
た
賞
に
烫
に
存
す
。
，

-

然
る
吾
人
の
最
も
銘
記
を
要
す
る
は
>
他
方
に
於

て

R
i
c
a
r
d
o

が
勞
働
の
市
場
®

格
が
常
住
不
斷
に
其
自 

然

債

格

以

上

じ

位

す

る
.

特

殊

の

場

合
.

ざ

し

x

x

»
 

參

の

I：
II
I

R
固
著
し
、
隨
ゥ
て2：!

常
®
際

に

支

挪

は

る

、
市

揚

货 

銀
は
、
是
れ
以
上
に
も
將
た
是
れ
以
下
に
も
、永
ぐ

乖
離 

す
る
を
許
さ
；く
る
な
ね
。
換
言
す
れ
ぱ
ポ
湯
貴
狭
-

K
；

晃

在
百
ド
の
®
t
に

於

て

"

絕

ぇ

や

此

自

然

貨

銀

を

中

心 

ご
し
て
成
は
上
成
は
下
k
具
降
し
ウ
、
ぁ
る
な
-
ê
'
然 

ろ
にR

i
c
a
r
d
o

の
S
然
賃
叙
は
、
厳
密
に
精
確
に
愁
働 

-

人
口
を
靜
此
狀
態
に
置
さ
、
寸
毫
も
人
口
增
減
の
餘
池 

を
容
れ
ざ
る
：も
の
な
む
。
.隨
ウ
て
資
本
の
蓄
積
が
ま
だ
,
 

ら
く
も
其
ま
を
停
め
す
、
爲
に
生
す
る
勞
働
に
對
す
：：
 

::

る
®
要
が
"
人
ロ
の
增
殖
を
繼
續
的
に
刺
戟
し
り
，\
ぁ 

.

る
成
る
不
足
の
期
問
は
*
縱
分
如
何
に
其
期
間
が
長
大
‘
 

な
ぐ
と
雖
、
換
言
す
れ
ば
資
本
蓄
積
の
進
行
が
全
ぐ
途 

絕
し
惹
い
て
人
d
を
靜
北
せ
し
む
る
に
至
る
時
期
が
、 

如
何
に
遙
遠
の
將
来
に
愿
す
ざ
雖
、
.猶
ほ
且
市
場
賞
银 

は
常
に
必
す
自
然
賞
銀
の
上
に
在
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る 

道
理
な
b
。
其

T
o
r
r
e
n
s

の
思
索VJ

格
段
の
脑
阿
を
存 

す
る
所
以
、
自
づ
か
ら
明
瞭
な
る
可
し
。
而
し
て

後
節

i

第
三
號

1 

0
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第
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§
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i

i
の
货I

に

言

及

す

、
る

が

如

く

、

M
a
k
h
u
s

が

R
i
c
a
r
d
o

の
所
謂

努
働
の
自
然
便
格
を
以
て
"
却
て
最
も
不
自
然
な
る
價
ン

称

な

ヶ

の

評

言

を

下

せ

る

理

由

も

、
亦
た
此
®

に
發 

す
る
，̂

b
。

卞
併
縱
今
前
述
ゆ
事
情
は
*
狗
に
勞
働
の
也
場
價
格
，
 

の
其
自
然
價
格
にj

致
せ
ん
す
る
本
来
の
倾
向
に
逆
，j 

行
す
る
も
の
な
b
タ
雖
、.s

o
a
r
d
o

 
■
に
從
へ
X
、
よ

> j  

て
之
を
妹
消
す
る
も
の
に
は
あ
ら
す
。
乃
ち
賞
銀
は
辱
：
 

晚
数
侧
者
の
生
泡
必
要
費
湖
に
ま
で
必
ず
®
迫
低
下
せI 

ら
る
可
し
。
愛
に
於
て
かs

c
a
r
d
o

の
所
論
に
は
、

\ 

陰
慘
科
學
な
る
名
飾
に
房
‘は
し
き
發
鶴
な
る
色
あ
甚
だj 

濃
厚
な
もVJ

看
做
す
者
2
、： R

ドar
d
o

が
其
自
然
賞
銀I

 

に
仲
性
を
，認
容
し
た
る
事
賞
を
棚
を
し
て
、
必
す
しI

 

も

然

ら

★ 

W

®

す

る

者

.

.
，
、

相

背

馳

す

る

見

解

を

生

や

一 

る

に

至

れシ
。
：

擴
三
號

! 
0
四

ザ

I
. 
w
>
^
O
W
.
H
.
a
o
の

所

；̂
,
刷

を

味

載

す

る

に
及
ん
で
悲
^

且
り
泥
小
屋
以
上
の
良
家
に
住
す
る
ポ
を5̂

ざ
ら
し
む 

'

れ
ぱ
、
其
賞
跟
は
自
然
率
以
下
に
り
、

！

家
を
支
特 

す
る
に
は
乏
し
さ
に
週
f
ー
ビ
思
他
す
可
し
。
然
も
本
來 

:め
^
2然
，性
に
俊
す
る
是
等
の
：普
通
の
需
物
は
、「

人
間 

の
‘生
依
低
廉
に
し
てJ

、其
：欲
望
の
容
易
に
滿
足
せ
し
め 

、ら

る

、
詣

國

に

於

て

は

> 

®
々
.充
分
な
一
ら
：ざ
思
.料

せ

-ら 

:

る

可

し

。
：
現

今

英

國

の

，
茅

屋

は

於

：
て
：享

壁

せ

ら

れ

つ
、 

あ
る
幾
多
の
便
利
品
も
> 
吾
等
の
歷
史
®
彻
期
に
於
て 

は
、
成
は
泰
侈
品
ざ
看
做n:

れ
：し
な
る

，.

可
し」

：

ご
，稱
し 

t
典
決
し
て
客
觀
的
絕®

的
®
足
浦
に
あ
ら
ざ
る
事
を 

辯
じ
C
ル
ドas

o
:

 

principles;, w
o
r
k
s
、
p

‘ 52
)、

又「

人 

道

の

爱

權

者

は

あ

ら

ゆ

る

國

土

；
^
於

て

数

働

ネ

階

級

が 

快

適

品

及

：び

享

樂

品

に

斜

し

，

v
-嗜
好
を
有
し
、
且
つ
是
，
 

等
諧
物
を
獲
得
せ
ん
ざ
す
る
彼
鶴
の
努
力
を
ぱ
、
あ
ら
，
 

ゆ
る
，合
法
的
手
段
に
依
つ
て
獎
勵
せ
ん
事
を
希
望
せ
ざ
.
 

る
を
得
す
。
人
口
の
過
剩
を
防
：̂
一
す
る
に
、
是
れ
ょ
0 

以
上
，0
良
法
有
る
可
か
ら
す
。
勞
働
者
階
級
が
最
小
の

鎮
十
九
，释

(

四
ニ一

：}

正
統
ゆ
の
赞
銀
論

的

情
趣
の
横
溢
を
否
認
し
能
は
ざ
る
；

の
一
.
人
な
.
^
^
o 

圓
よ
ね
填
に
文
字
上
の
表
現
に
则
し
て
.之
を
考
察
ホ
ん 

か
：
例
へ
ぱM

a
r
s
h
a
l
l

の
如
く 

c
a

m
s

の
如
く
こ
、 

R
i
c
a
r
d
o

の
ボ
W
自
然
賞
銀
を
構
成
す
る
所
の
勢
働
サ 

-
の
生
活
必
要
費
額
が
必
す
し
も
極
端
な
る
生
理
的
生
卞 

必
要
費
額
を
意
味
す
る
に
あ
ざ
る
事
を
、
彼
れ
：自
身 

:

の
言
駒
を
藉
ら
て
指
摘
す
る
は
.拘
に
易
々
た
る
可
し 

(vg
L

 Marshall: Principles of Economics, 8th ed. 

p 

508, 

cannan.: 

Theories 

of Production 

and 

Dlstri- 

びutiolv pp.248-249)

。
乃
も「

数
働
め
S
然
廣
格
は
縱
令 

贫
物
及
び
必
需
品
に
依
り
て
測
楚
せ
ら
る
ざ
雖
、
之

を

‘ 

絕
黯
的
に
®
®
し
旦
つ
恒
常
な
る
も
の
ご
は
解
釋4,̂

可 

か
ら
す
。
.其

は

同

！
の
國
土
に
於
て
も
時
を
異
に
す
れ 

，
ぱ

變

動

し

*

異

れ

る

國

土

に

於

て

は

著

し

ぐ

相

逮

す

。 

其
は
本
質
的
に
國
民
の
性
癖
慣
習
/の
如
何
に
依
る
。
英 

國

の

r

勞
働
者
は
港
し
彼
れ
の
賞
銀
が
彼
れ
を
し
て
、 

欽
#
?

以
外
の
食
物
を
B
入
す
る
事
を
得
ざ
ら
し
め
、

欲
望
を
具
存
レ
，

最
も
低
廉
な
る
食
物
を
以
て
满
足
し 

つ

、

あ

る

詣

國

に

於

て

は

、

人

民

は

最

大

の

不

幸

ビ

斯 

乏
ミ
に
®
さ
れ
ウ>

Q
.
=
S
。

彼
等
は
災
禍
に
對
す
る
避 

難
所
を
有
せ
や
/

彼
等
はJ

層
の
低
地
位
に
於
て
安
全 

を
求
む
る
能
は
ず
，
彼
等
は
f
eに

最

低

位

に

在

る

.を

以 

て
K
に
其
、れ
以
ア
に
降
る
を
得
す
。
彼
等
の
主
な
る
生 

活
必
需
品
に
し
て
聊
か
に
て
も
缺
’乏
す
る
に
於
て
は
*

，
一

彼

等

の

利

用

じ

得

可

さ

代

用

品

は

始

W

無
ぐ
脚
、
窮

乏

は 

ょ
ら
生
や
る
始
ダJ

總
て
の
鹏
害
を
隨
仲
す
可
し」

：
 

.
ざ
て
、
现
今
最
大
の
窮
雄
狀
態
に
鎭
せ
る
者
ビ
雖
猶
ほ 

之
を
適
當
に
敎
導
す
る
に
於
て
は
、
注
®
向
上
の
餘
地 

の
必
す
し
も
絕
無
な
ら
ざ
る
事
を
赠
示
し
た
む( J5fd. 

p. 

5
4
)
0

更

にT
r
o
w
e
r

に
與
へ
しg

s

筒
のJ

節

中
に 

は「

入
の
賞
銀
は
眞
善
良
な
る
制
度
の
下
に
於
ては

-* 

彼

れ

が

完

全

に

作

業

に

，從

事

す

る

時

に

於

て

、

彼 

れ
及
び
其
家
族
を
維
持
す
る
に
'充
分
な
る

の

み
な
ら 

す
、
貴
君
の
指
摘
す
る
が
如
き
非
常
の
f
f
lに
供
す
る
爲

!
§
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正
統
缴
'城
の
贷
錫
論

に

、

獨

、ら

く

彼

れ

を

し

て

股

並

H

銀
行
に
®
金
を
®
さ
し 

む
る
に
足
る
も
の
力
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
、
又
事
賞
然

る
 

を
常
ご
す
可
し」
ご
の
陳
述
を
見
る(Lettersof D

a
v
i
d

Ricardo 

to 

Hutches T
s
w
e
r

 

and 

Others, 

ed. 

b
y

 

B
o
n
a
r

 >

 H
o
m
e
r
,

 

p
,
4
8
)
。

是

れ「

入

口

の

增

殖

の 

ヘ̂

ル

す

え

時

に

於
て
支
挪
は
る
可
き
黄
：银
が
ノ
ホ
場賞

：； 

銀
が
嚴
れ
に
：T

政
せ
ん
ビ
す
る
倾
向
を
；̂
す
る
所
り
.自 

然
賞
銀
な
ひ
ざ
云
ふ
學
說
中
に
は
*
賞
際

に

於

て

：可

タ
 

&
愁
な
る
噴
影
無
し
し
i
て(

c
a
n
n
a
n

 : op. eft. 

p 2

A

、

第
H
u 

! O

六 

れ
た
る

食
物
に
存
す
る
を
以
て
、
資
本Q

此
部
分
を
®
 

も

重
要
視
せ
ざ
る
可
か
ら

ホ
。
然
る
に
，土
地
收
猛
遞
成 

の
法
則
の
結
果
、
あ
ら
ゆ
る
國
土
に
於
て
此
必
要
生
産 

物
は
S
纖
的
に
騰
貴
す
可
し
。
而
し
て
彼

れ

の
分
配
扁 

に
依
れ
ば
、
實
に
此
土
地
收
猛
遞
減
の
法
則
の
結
嚴
ど 

し
て
、
地
代
の
K
貴
ビ
利
潤
S

低
落

？.；

は
相

伴

？
 

生
す
可
し
。
此
利
潤
率
は
S
勢
働
者
に
對
す
る
支
挪
に 

充

當

せ

ら

る

可

き

、

資

本

の

.蓄

積

を

支

配

す

る

も
の
な 

愛

に

於

て

か

此

勞

働

者

に

對

す
る

支

拂

手

段

に

⑧

\ 

U
す
i

i

i

l

f

 

f

 時
は

l

n

.

f

け
I

進

步

に

關

す

る

彼

れ

特

有

の

見

.
じ
、

i

果

勞
I

地

位

f
c 
ノ

、
C

i

u

M

i

i

 

に
f

 
し

ぶ

i

 

l

i

i

パ

^
要

は

入

部

分

勞

働

老
に

歸

屬

す

可

ぐ

豫

定

せ

ら

て

"
典

分

配

論

を

先

づ

此

貧

®

生

存

費

說

.の

前

提

の

ド
 

に

再

建

せ

る

が

如

し

。

乃

ち

彼

れ
2:
年̂

々

の

收

へ

％

を

也

主
の
地
代
、
赞
本
家
の
利
潤
、
数
働
卷
の
資
銀
に
分
ち
、 

地
代
は
社
命
め
進
步
ご
共
に
只
管
利
潤
を
犧
牲
に
供
す 

る
事
に
，依
.つ
て
漸
騰
す
可
し
。
如
何
と
な
れ
ば
勞
働
老 

.の
，賞
银：ii

配
常
せ
ら
る
可
％」

部
分
は
、
必
然
同1

額
を 

保
持
す
可
S
が
故
にV

j

の
所
見
を
披
K
せ
I

乍
併
，斯 

く

の

如

き

は

前

說

に

於

て

、
，：食

物

獲

得

に

：對

す

る

困

難 

の

愈

々

加

は

，
る

鶴

に

、

農

業

努

働

の

限

界

生

邀

力

が

遂 

次
遞
減
す
可
き
を
云
爲
せ
る
所
と
、
.到
戚
检
辆
相
容
れ 

ざ
る
に
似
た
b
。
蓋
し
斯
か
る
生
産
力
め
遞
減
は
資
本 

菩
積
の
遞
減
を
導
き
、
蓄
積
の
遞
減
.仏
勞
働
®
要
の
减 

-少
を
導
き
>:

而
し
て
需
要
.か
減
少
は
必
然
賈
銀
の
減
少 

を
導N

-

可
し
。
如
何
せ
な
.

e,

ぱ

勞

働

の

供

給

.
^
意

振

す 

る
人
口
は
.乃
ち
、從
前
ょ
々
もI

層
急
縱
に
、
成
は
® 
く

 

共
從
前
同
樣
の
速
鹿
に
於
て
增
殖
す
る
の
傾
向
を
存
す 

る
を
以
9
:
^
?
&
0

愛
に
於
て
か
®
銀
は
性
癖
惯
®
に
依 

，
つ

て

決

せ

ら

れ

な

る

確

京

的

の

高

度

、

M換
言
す
れ
ば
其 

所
謂「

ま
然
的
價
格」

を
維
持
し
得
ざ
る
可
し
。
其
は
社

:

第
す
九
卷
:(

四
ニ
ニ
！

)

正
統
學
派
の
货
銀
諭

食
發
逵
の
經
過
に
伸
ひ
、
必
然
生
理
的
生
存
必
要
費
額 

に
ま
で
沈
下
し
、
此
動
に
於
て
始
め
て
其
最
低
の
服
界 

を
見
出
す
可
し
。
询

にs
c
a
r
d
o

は
勞
働
者
が
其
賈
娥 

♦
の
，騰
貴
を
刹
し
て
律
活
襟
準
を
改
善
し
得
る
の
可
能
性 

を
認
容
せ
り
雖
"
然
も
亦
た
同
様
に
賞
銀
の
偶
時
的 

低
落
が
此
.標
準
の
低
落
を
招
致
す
る
の
能
性
を
も
、
 

決
し
て
之
を
否
定
す
る
の
意
圓
無
か
-
®し̂
な
り
。
例 

へ
，ぱ

「

貨
懷
賞
厳
は
粗
生
々
産
物
の
價
格
の
騰
貴
ご
共 

じ
恐
ら
く
は
騰
貴
す
可
き
も
"
然
も
勞
働
者
が
或
は一 

層
少
許
の
享
樂
を
以
て
甘
ん
す
る
事
も
有
ろ
可
き
が
故 

に
、
此
は
決
し
て
必
然
的
な
る
結
嚴
に
は
あ
ら
ざ
る
事 

を
、，予
は
認
容
せ
る
も
の
ど
言
ふ
を
得
可
し
ど
稱
せ
る 

が
如
さ(works, p. 

5
4
)

、
偶
々
以
て
其一

瞪
左W

做
す 

可
し
"
か
る
が
故
にs

c
a
r
d
o

が
其
所
謂
自
然
貨
銀
に 

屈
帅
性
を
許
容
せ
ろ
事
は
、
單
に
一
派
の
論
者
の
他
辯 

す
る
が
如
く
に
、
勞
働
階
級
め
境
過
改
善
に
有
利
な
る. 

-方
面
に
の
み
偏
し
て
之
を
觀
.察

す

可

か

ら

す

"

却

て

是

落
H
號

1
0

七

3

3

1

^

.
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1
I
D

.
/ 

‘ 

i

f
の

J
i
y
i
i
i
i
l
.

‘
れ
あ
る
が
爲
に
彼
れ
の
學
說
は
、
人
ロ
梢
砸
の
進
行
の 

)

一
極
，

が
其
最
後
ゆ
限
界
を
生
理
的
生
存
必
婴
®
瓶 

に
見
出
し
愛
に
及
ん
で
人
P
の
服
則
に
甚
く
結
架
が
、
 

桃

す

れ

は

パ
越
货
銀
が
偶
々
此S

界
以
下
に
低
落
す 

る
し
於
て
は
忽
も
死
ミ
貧
筋
に
依
0
て
勞
働
人n

の
減 

少
を
蔬
起
す
る
の
$

が
、
必
然
I

す
る
の
日
あ
る 

可
し
S

悲
觀
的
解
？

"

存
す
る
な
，
6 

0狗
に
愁
働
階
級
が
、
能
ふ
可
ぐ
ん
ば
、 

安
樂
な
る
生
を
託
す
る
に
足
る
餘
裕
あ
る
額
を
、-
^
て 

.謂「

自
然
货
飯」

ご
做
し
"
之
を
綴
せ
んW

欲

ず

，の 

希
望
は
®
烈
な
る
可
し
と
雖
> 
他
方
に
於

て

Rl’cardo 

: 

が

明

白

に

，
其

學

說

の

根

據

を

；置

け

，る:M
a
h
h
u
s

の
：\

口
 

\ 

0
照

ゆ

を

是

認

す

る

限

ン

、
人

口

增

殖

の
；！：：

然

的

倾

向

j 

'
ビ
是
れ
に
#

ふ
☆
本
蓄
積
漸
減
め
倾

向

と

：
が

此

餘

裕

め 

る
ザ
M
自
然
贊
銀
を
打
俄
す
可
，て

脅

威

ず

る

の

力

ょ
、 

更

に1

層

强

烈

な

る

に

は
あ
ら
ざ
る
乎

。
斯
ぐ
の
か
く 

に

觀

察

し

來

れ

ば

、
縦
今

s
s
r
d
o

は

之

を

明f

る

筋n!

號

5

八

事

血
-し
ご
雖
> 
其

學
說
の
根
本
法
則
の
合
理
的
錢

城

の
 

結
*
ご
し
て
、
市
揚
賞
銀
が
觸
極
に
於
て
生
理
的
生
存 

必
-も
4

額
に
K
着
す
.る
事
無
き
を
、
保
綴
す
可さ

.；

パ
..*̂ 

を
も
發3!̂

す
る
を
得
ざ
る
な
ら(scht-ey: 

&itfsche

Dogmengeschfchte 

des 

E
h
e
m
s

 

Lohngeset̂
ês, 

s, 

3
4
,
3
s

 

i

M
a

l
i

ぱI
l
I
.
C
I
O

の

思

想

中

に

は

一

勉

も

陰

,

冷 

I

酷
な
る
意
義
を
组
含
せ
す
マJ

做
し
、
其

陆

こS1*

乙
二
人
ボ 

I 

'义「

賞
銀
®

な
る
名
斬
を
以
て
呼
ば
る
、
事

の

下

當
 

\

を
極
力
主
張
す
る
者
な
る
が
> 
猶
ほ
且
.，つ's

c
a
r
d
o

が 

\ 

所
謂
自
然
賞
銀
の
必
す
し
も
峻
嚴
背
酷
に
ぁ
ら
ざ
る 

\

旨
を
反
覆
#
ホ
す
る
の
努
を
取
ら
す
，。
却

つ

て

旭

： 

.、
の
格
式
に
從
へ
ば
、
賃
銀
が
赤
®
々
な
る
生
理
的
生
存 

,:::

費
額
の
上
に
出
：る
や
否
や
*
忽
ち
人n

は
播
殖
す
る
® 

倾
向
f

。
此
事
賞
が
，自
然
的
法
則」

に
依

？

赏
銀

を

此

赤

裸

々

な

る
生

理

的

生

存

必

要

费

額

に

0
著

せ

し
 

む
る
の
因
由
ビ
爲
る
事
を
、
款

味

す

る

が

如

他

せ

：；

，
し

む

る

節

め

る

を

、

認

容
♦
ざ

ろ

能

は

ざ

り

さ.(M
a
r
-

 

shall: 

op. 

cit p. 

5
0
s
r

 

同
じ
く 

c
a
n
n
s
:

は
之
を
樂 

他

が

に

；̂

釋

す

可

し

と®
し

つ

、

、

獵

ほRr
o
a
r
d
o

 

が
人
口
を
®
止
狀
態
に
置
く
贊
銀
难
を
以
て
、「

極
め
て 

低
率
な
も
も
の
ご
思
惟
せ
る
は
甚
だ
明
臉
な
り」

ご
斷 

じ

た

々(
c
a
n
n
a
n
:

 

op. 

cit. 

p 2
4
9
)
0

 

予

を

し

て
^
^
>
3

s

 
<
農

を

s

ま

む

れ

ぱ

> 
S
 
0 
5

共
に
；

R
i
c
a
r
d
o

の

僻

令

の

宋

節

に

拘

泥

し

て

、

其

根

幹

た

-な 

思
想
の
S

を

蓋

し

、
S

に
S

を

：ト

せ

る

が

故 

に
、
欄
縫
す
可
か
ら
ざ
る
破
能
を
赚
露
せ
る
も
の
な
タ
。
 

彼

が

■
に
自
然
賞
銀
向
上
め
可
能
：性
を
言
明
す
る 

も
然
も
其
叙
述
の
大
綱
の
却
つ
て
人
を
し
て
反
S
の 

力4
5：

に
誘
導
す
る
も
の
あ
る
は
で

是

ユ

ま

の
、い
％
こ

潘

狂

す

る

®

®

な

る

陰

影

の

挺

射

の

み

，。

其

僅

か

に

散

：
‘： 

狂
せ
る
文
言
を
f

し
し
て
彼
れ
を
藥
觀
論
の
捧
持
者
ご 

做
す
は
、
是
れ
其
眞
意
に
あ
ら
ざ
る
所
を
f
f
i測
す
る
も 

の
ご
言
は
さ
る
か
ら
ず
。M

a
l
t
h
u
s

の
人
口
の
法
⑩

■
 

ニ
五」

i

f

§

s

が
ね
令
謂
道
德
的
抑
制
を
認

容

し

た.る

後

ご

維、

®
 

ほ
且
ウ
悲
觀
的
色
駭
を
拂
拭
し
得

ざ

る

は

、人
のI

役 

に
首
肯
す
る
所

な

る
可
し
.。
然
ら
ぱ
乃
ちR

i
c
a
r
d
o

の 

賞

銀

論

に

對

し

"
^
肆

に

同

1

の
見
解
を
以
て
臨
む
可

い 
I

ら
ざ
る
の
理
あ
ら
ん
や
。
进
し
夫
れ
彼
れ
の
明
言
に
反 

I

し

て
於
膽
な

る
解
釋
を
下
す
事
の
不
當
を
難
詰
す
る

考
 

I

あ
ら
ぱ
、
予
は
寧
ろSchrey 

V

共
に
、其
所
謂
自
然
賞 

j;:；

銀
を
生
理
的
生
存
必
要
費
額
に
ま
て
徹
底
せ
し
め

ざ

れ
-1
 

し
事
を
以
て
、
S

I

O
自
身
の
失

策

な

ひ

ご答
へ
ん 

\

:
ご
欲
す
。M

a
l
t
h
u
s

の
人
口
の
法
則
を
基
礎
せ
る
貴 

I，

銀
生
.存
赞
說
其
物
の
.是
非
は
姑
ら
く
措
く
。
f

&

之
.

I 

:

を
云
爲
す
可
く
ん
ぱ
、
彼
れ
は
淑
く
赤
裸
々
な
る
必
要 

\

凝
.ぼ
を
以
て
其
根
抵
マ」

做
す
可
か
り
し
な
I
。
か
る
が 

故
に
亦
た
彼
れ
の
生
存
費
說
が
與
鄉
に
於
て
、
货
鎭
鐵 

;

即
說
な
る
變
名
の.

下
に
繼
承
せ
ら
る
V
に
至
ら
し
事
を 

サ
は
汰
し
て
佩
然
且
ウ
失
當
'に
は
あ
ら
ざ
る
も
の
と
货

す

る

な

C

第
s
锁
.
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ニ
六)

i

學
派
I

I

.

>

;
.

(

五)

旣
に
贊
銀
は
努
働
者
め
生
®
必
要
®
額
に
歸
希
す
る 

§

伸
向
ぁ
.る
を

主
張
す
る

以
上
は
、
其

生

活

赞目
中
常
 

に

隨，一

に

居

る

可

き殺
物

の

便

格

と

贊

銀ご

の

こ

、 

K
果
M
係
の
存
す
る
を
說
は
亦
た
必
然
の
歸
®
ご
言 

ふ 

一W
し

：
.
此點
に
關
し

で
.

併̂

H
i
c
a
r
d
o

は
，

j 

に

相
宵
馳
す
る
二
都
の
學
說
の
交

錯

を
見
せ
た
ら
。
卞 

行
.說
並
に
逆
行
說 J^arallel-§

d 

K
o
n
t
r
s
r
t
h
e
o
r
l
e

 

ロ 
ら 

:
鬼
r

な
ら
。

而

し

て

此

は

：同

ょ
タ
彼

れ

の

賞

銀

；

i

中

に. 

狀
て
從
®
的
地
位
を
セ
據
す

る

も

のな
れ
ご
も
、
然

0

{元
全
に
把
振
せ
ん
が
爲
け
は
決
し
て
之
を
輕 

視
す
'る

を

許

さ

るr

ふ
ね
。
；

T

ヮ
キ
わn

&
2
,

從
へ
ば
、
穀
物
の
债
格
職
貴
す
れ
ぱ
貨
敕
.

银

も

抓

お

，
隨

つ

て

騰

貴

す

可

し

t
解
す
る
も
の
に
• 
ノ

て
其
生
存
®
說
に
徵
し
論
旨
甚
だ
明
快
ざ
言
ふ
可
く
、

彼
れ
の
最
も
反
綴
力
說
す
る
所
な
り
。
乃
ち
成
はr

愈
め 

及
び
必
濕
品
の
®
格
に
於
る
勝
*
マ」

共
に

、

の

0

0
§

II
I

I
I
f'-

，
然
®
格
は
騰
貴
す
可
ぐ
、
是
等
の
偵
格
の
下
.格益

，
，

努
倾
の
自
然
债
格
も
亦
た
ドf

降

す

し

©
社
愈
の
進
i

ど
共
k
努
働
の
，：

3

然
價
格
は
常
に
腾
贵
す
る
の
倾
向
を

ふ
有
す
。
如
何
さ
れ
ぱ
勞
働
の
自
然
愤
格
を
左
字
る

I

主
な
る
貨
物
の
.I

つ(

則
ち
食
物)

が
、
之
を
生
産
す
る

I

事
の
織
々
困
難
ご
な
る
結
果
を
し
て
*
益
々
騰
貴
す
る

の
倾
向
を
有
す
れ
ば
な
，リ
。
乍
併
農
業
上
の
進
.步
，
食

1
を
是
れ
ょ
ぐ
輸
入
し
得
る
新
市
揚
の
發
兄
が
、

^
時

或
は
必
需
品
の
價
格
騰
貴
の
倾
向
を
妨
げ
否
其
自
然
賈

格

の

，下

落

を

惹

起

す

る

事

す

ら

是

れ

有

る

可

き

を

以

て

，
此

ド

一.の
原
因
力
勞
懷
の
自
然
®
格

に

も

是

R
.遊

す
る
結
果
を
生
ず
可
し」

ご
，言
ひ(R{cardo : P

H
n
d
p
l
e
s
,

w
o

p
 

p. 
5
0
)
、

或

は「

必
需
品
の
®
格
の
嫩
次
膽
貴

、1
る
ど
共
に
、
货
僧
賞
銀
が
下
落
し
或
は
靜
ル
ー
を
保
つ

可
し
ご
患
偕
す
る
は
不
可
能
な
ヴ
。
か
み
が
故
に
普
通

の
事
情
の
下
に
於
て
は
> 

2

の
騰
貴
を
惹
起
す
る
事 

I
し
に
、
叉
'は
貨
銀
の
騰
貴
に
.依
，つ
て
先
®
た
る
、

,
：
：
^

無
し
に
、
：必
需
品
が
恒A
に
騰
貴
す
る
が
如
き
は
、
之 

を
絕
無
な
.ひ
認
め
て
可
な
ら
ん

」

ご
言
ひ(I

びId‘，p..

6
5

V
"更
に
其
課
税
篇
に
於
て
は
、
飢
ま
廣
物
並
に
数 

働
者
の
必
豁
品
に
對
す
る
課
税
が
、.營

まK

等
諸
物
の 

獨
格
を
騰
貴
せ
し
む
る
の
み
な
ら
す
、亦
た
賞
銀
を

「

必

™ 

然
旦
つ
不
可
避
的
に」

騰
貴
せ
し
む
可
き
事
を
主
張
せ

\ 

た

XP. 

93;}。

胸
に「

賞
：銀
は
必
厳
品
の
K
格
に
倚
賴 

し

，
必
®
品̂
の
‘
便

格

は

生

と

：し
：
て

食

物

0

價

格

に

倚

®
 

j

 

す

蓋

し

其

他

の

一
切
.の
必
®
物

は

？

g
V

無

限

に

之

，

堆
加
得
可
さ
が
故
に」

ご
は
、
其
思
想
の
根
本
を
成
せ 

る
觀
念
た
ら
レ
な
乂 P. 

§
o
.: 

ン

^
る
に
彼
れ
は
此
平
行
說
の
傍
に
楚
れ
ざ
f
f
l並
ん
で\ 

逆
行
說
を
存
置
せ
し

め

た

.逆
行
說
に
從
へ
ぱ
、穀

债\ 

の
®
貴

は

，ゆ

に

努

働

者

の

货

幣

賃

鎭

を

騰

貴

せ

し

む

れ.
 

ざ
も
、
其
一
，
眞

賞

賈

銀

」
real w

a
g
e

は
却

て
低|

洛

の

倾
.
 

あ
；̂
と

％

ふ

に

在

-
^
ク

乃

も

彼

作

は

人

口

增
殖
の
：進
® 

.: 

に
件
.ひ
：
穀
物
激
他
の
必1

5

品
は
之
を
注
藍
す
る
の
困

第
十
九
卷(

四
ニ
七〕

.正
統
|

§

|

，
難

を

猛

々
増
加
す
る

爲

に

其

便

格

は

恒

常

的

じ

騰

貴

す
 

:::

可
く
、
，货
悠
賈
銀
も
亦
た
隨

つ

て必
す
騰

貴

す冗
き
を 

云

爲

せ

る

後

、

更

に

論

步

を

，態

め

て
謂

へ

ら

く

"

乍

併 

:
此

货

幣

賃

銀

の

騰

貴

は

r

勞

働

者

を

し

て

も

是

等

货

物

の 

脈
貴
以
前
に
彼
れ
が
購
入
し
た
る
ご
同
量
の
、
決
⑩
ロ？ 

並
に
必
幣
品
を
購
入
す
る
を
得
せ
し
む
る
程
，し
充
八
っ
に
‘

一
は
、
騰
貴
せ
ざ
る
可
し
。
例
へ
ぱ
若
し
彼
の
年

々

の
賞 

銀
が
從
前
は
二
十
四
跡
、
即
ち
穀
物
の
價
格
を
一
ク
ヲ
バ 

オ
タ
ア
に
就
&
四
破
ご
し
て
其
六
ク
ヲ
オ
タ
ア
に
相
當 

し
ナ
ゥ
ご
す

れ
ぱ
、
穀
物
がj

ク

ヲ

オ

ク

ア
に
就
き
丑 

破
に
騰
貴
せ
る
場
合
に
は
、
彼
れ
は
恐
ら

.ぐ
五
ク
ヲ
タ. 

ア
に
稍
當
す
る
價
値
を
收
受
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
可
し0 

然
し
五

ク

ヲ

オ
タ
ア
は
此
際
二
十
五
破

の
價

値

を

有
 

す
。
か
る
が
故
に
彼
れ
は
其
货
幣
賞
銀

に
於
て
は
增
，顿
.
 

を
收
受
す
可
し
ご
雖
、
然
も
彼
れ
は
此
增
額
を
以
て
し 

て
も
暮
ほ
旦
從
前
.

1;

泳
-挺
.に

於

て

消

費

せ

る

所

ご
、

同

量
.
 

の

敷

物

其

他

の

货

物

を

彼

れ

自

森

に
絵
す
る
摩
能
は
ざ

S
1
彼

！ 

！ 

！



:

筋
十
九
卷(

四
二
八
：

>
:

正
統€

ニ
ま
の
ほ
銀
論

る
W
しJ

V
J
(
w
o
r
k
s
,

 

pp. . 54,55)。

又
®
將
價
货
の
不 

變
を
前
提
‘ビ
す
れ
ぱ
地
代
ど
货
跟
ご
は
、
富
ざ
人n

 VJ 

の
憎
加
に
伸
ひ
共
に
K 

f
tの
傾
，；

i；

を
有
す
る
事
を
*
ベ 

.た
る
後
、
更
に
日
ぐ「

乍
併
地
，代
：の
職
貴
ざ
賞
銀
の
騰
贵 

ご

の

間

に

は

此

本

質

的

の

，差

別

を

.
#す
9
乃
も
地
代
の

慕

剤

K
於
る
®

5

、
ま
物
の
分
前
の
输
加
を
伴

ふ
り
換
言
す
れ
ば
地
丰
の
货
僻
地
代
が
：增
大
す

る

の

み.
 

な
ら
や
、
，其
穀
物
地
代
A
亦
た
墙
大
す
。
彼
れ
は
一
尉 

多
贵
の
穀
物
を
享
变
す
可
ぐ 
>
,
而
し

て

該
穀
物
の

各
定 

M
は
，、價
値
に
於
て
騰
貴
せ
：ざ

し

他
の

：：}

切

，の

財

の

、

一
原
多
量
と
交
換
せ
ら
る
可
し
0
:
:然
る
に
努
働
者
の
運 

命
は
爾
4

福
な
ら
ざ
る
可
し
。
拘
に
彼
れ
はI

肩
多 

額
の
货
慨
賃
銀
を
收
受
す
可
き
も
、

殺
物
®
銀
は
嗓 

少
せ
&
る
可
し
。
而
し
て
管
に
其
穀
物
に
對
す
る
支
配 

の
み
な
ら
す
、
彼
れ
のK

般

的

境

，
過

が

：撒

化

せ

、
ら

る

可

.
 

し

蓋

し

彼

は

賞

銀

の

市

場

率

を

其

自

然

舉

以

上

に

®

^
 
 ̂

n
^
n 
IrJ
 
4
 
•
 
«

-
事

の

益

々
闻

難

な

る

を

發

見

す

可

き

を
w

第in

號

ニ

ニ

 

K
v
-
O穀
物
の
價
格
が
十
％
,騰
貴
す
る
時
は
、
賞
⑨
は
敬 

に
十
％
以
下
の
騰
貴
を
爲
ず
可
し」

と(Ibid. 

p
.

 

55)q 

然
ら
ぱ
菩
人
は
如
何
に
し
て
此
外
容
の
矛
盾
せ
る
雨
，
 

银
の
說
を
調
和
すJH'

き
平
。Karl DiebI

の
！！̂
解
に
を
へ 

ぱ
、
平
行
說
はR

i
c
a
r
d
o

の
根
本
思
想
を
代
表
し
提p

 

間
を
對
象
に
置
け
る
も
の
な
る
に
、
ま
行
說
は
-U
こ
付 

隨
的
觀
念
に
過H

ず
し
て
！̂
期
間
を
®
象
に
置
き
、
群 

物
其
他
生
活
資
料
の
騰
貴
は
先
づ
第I

に
勞
働
者
の
眞 

-

賞

賞

，銀

を

減

少

せ

し

め

"
"然
る
後
長
期
間
を
經
て
A
ロ 

運
動
の
作
用
を
俟
ち
、
始
め
て
均
齊
に
復
す
云
ふ
に 

軒
な(Dlehl: 

w
&
u
n
e
r
u
n
g
e
n

 

ZU 

Rfcardov 

Gr§

 V

 

g
e

ホtz
ニ 

der 

Vo:kswirtschaft 

und 

Besteuerunŝ

 

B
d

 

IL 

S
 

S6-8/, 

9
,
1

1)

0 

予
は 

Dfelil 

の
見
解
を
以 

て
誤H

な
ら
ざ
ま
で
は
極
言
せ
ざ
る
可
し
。
唯
だ 

後
痛
、
論
じ
盡
さ
U
.る
の
減
み
あ
る
を
如
冗
せ
ん
。
 

R
i
c
a
r
d
o

の
鍵
意
を
正
常
に
捕
促
せ
ん
と
欲
す

,:：

被
れ
の
：賃
銀
生
存
S

說

て
す
當
に
須
ら
く
前
說
に
總
敝
せ

W
に
其
？̂
會
進
ホ
の
®
殺
に
8
す
る
學
說
ビ
，
に

；
#

 

び
首Y

,

を
同
ら
？
ゾ
る
可
か
ら
す
。
義
し
予
を
か
て
之 

を
観
れ
ば
、
彼
れ
の
平
行
説
.は
：其
货
銀
生
存
費
說
に
立 

;

M

H

彼
れ
の
逆
行
説
禁
社
命
進
步
觀
に
發
足
せ
ろ 

も
0
ビ
解R

す
可
き
を
以
て
な
-
。̂M
s
:ち
勞
働
の
：自
然 

,

:

得
が
ぽ
に
久
し
く
赞
，現
持
®
し
確
乎
な
る
力
を
以 

て
れ
，め
用
を
敬
揮
す
る
に
至
れ
る
時
に
は
> 

は
貨
播 

M
银
を
来
制
し
て
腹
に
穀
物
の
騰
液
に
隨
從
し
、
以
て 

货
銀
を
し
て
^
ハ
所
謂
-
ほ
然
的
な
る
し
量
®
を
保
# 

ゼ
し
む
る
事
必
{;ル
な
む
。

然

る

，に

縛

濟

生

®

の

進

展

に 

關

し
A
辟

しs
o
a
r
d
o
,

流

の

意

兄

を

抱

懷

せ

ん

ム

、
^
.
, 

情

は

是

ご

異

ら

ざ

る

を

得

ず

。

人

口

の

梢

，殖

は

戯

物

に

\ 

劃

す

る®

®
を
不
斷
に
增
大
す
。
避
に
應
ホ
る
穀
物
追
一 

加
®
の

生

産

は.翁
々
多
額
め
費
用
を
要
す
。

r利
！！

摩

は 

低

減

す

。
，資

本

ぽ

精

の

速

力

は

人

n

增
M
の
.速

力

に

此 

し
て
愈
々
緩
慢
ご
な
る
。
挽
言
す
：れ
ぱ
努
働
に
對
す
る 

®
熟
は
其
供
給
ド
比
し
て
淑
次
減
退
す

0

:
斯

く

て

®

撒
：

敛
十

九

卷
§
 

S
 

H：?

款
辦
Q

S
論

に
襄
す
る
需
要
の
不
劇
の
糖
加
i
是
れ
に
仲
ふ
穀
债
の
：
 

騰
貴
に
對
し
て
、
眞
賞
賃
銀
は
是
れ
ご
步
調
を
兆
に
す 

ろ
能
は
や
、
其
所
謂
自
然
率
に
下
降
す
る
ま
で
は
、.穀
價 

に
比
し
て
漸
減
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。s

c
a
r
d
o

が 

j
.
:

「

i

の
I自
然
的
進
か
に
仲
ひ
勞
働
の
賃
銀
は
S

媒 

\

セ
給
に
依
つ
て
支
配
せ
、ら
る
、
限
り
、
低
银
の
倾
向
を 

\

有
す
。
如
何
と
な
れ
ぱ
努
働
者
の
供
絵
は
同
一
率
を
以 

I

て
增
加
を
繼
纖
す
可
さ
に
反
し
、
，其
僻
要
は
是
ょ0

.

鞍 

;

澄
な
る
海
を
以
て
梢
加
す
き
が
故
な
り
。
例
へ
ザ
者 

し
货
銀
が
、一

1

の
率
を
以
て
す
る
資
本
の
；̂
々
の
；

九
に
依
ジ
て
支
配
せ
ら
る

fサ
ぱ
、
货
本
が
取
に 

一
•
冗
 

/ル
の
，率

を

以

て

蓄

積

せ

、ら
る
、
時
は
、
貸
れ
は
ド
ポ
す 

可
し
。
更
に
資
本
が一

%
又
は
半
％
の
傘
を
以
て
增
加 

す
る
に
過
ぎ
ざ
る
時
は
> 

货
銀
はI

層
低
く
；̂
然
す
可 

し
。
面
し
て
其
は
、資
本
の
增
觸
が
停
此
し
、货
跟
亦
®

.
Jし

k

く
貴
際
の
人
口
數
を
維
持
す
る
に
足
る
に
過 

ぎ
ざ
る
狀
態
に
：建
す
る
ま
で
、
如
上
の
下
S
を
繼
繊
す
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p

纳4
-

九
！
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(：s
n
I
C
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m

統
舉
派
の
K

銀
論

1 

けし」
(
s
c
a
r
d
o

 : Pdncfples, 

W
o
r
k
s
,

 p. 

5
4
)

ざ
言
へ 

る
は
、
以
て
其H
兴
意
.を
窺
知
せ
し
む
る
に
足
ら
ん
。
畢 

,货
？

ド
~货
銀
ビ
の
關
係
に
關
す
る

独s
i

の
平
行
説
は 

に
«
所
|
1
0然
货
銀
0
作

用

の

：
具

體

化

せ
^
0社

會

を 

前
提
ご

せ

..る

も

の

に

し

て

、

逆
行
說
は
社
會
が
猶
ほ 

ま
だ
盤
步
の
行
稲
に
狂
り
、
彼

れ€1：
身
の
言
僻
f
c以
て 

す
れ
ば
：>
K
銀
の
市
.揚
率
が
其
自
然
率
の
.！
に̂
繼
纖
的 

に
保
待
せ
ら
れ
居
る
時
化
を
> 
斯
象va.

せ
る
*
論
と
言
，

ふ
？： r* 

/し？

穴

矛
は
厳
後
に

scarda

の
所
論
ご
货
銀
墓
金
說
の 

调
係
に
就
て
一
言
せ
ん
。
旣
述
の
如
く
彼
れ
は
努
働
の 

ホ
*
债
将
が
然
愤
格
に
ポ
引
せ
ら
る
、
股
因
を
，
 

Makhws

の
人
口
の
：原
則
よ
ら
德
致
せ
る
事
！湖
の
疑 

::

を
容
れす
と

雖、
更
に
.嚴
條
に
之
を
考
察
せ
ん
か

V

是

れ
の
み

に

て
は
ま
だ
充
分
め
論
擴

を

具

傭

せ

る

も

の

と
 

は

常

レ

難

き

®
あ

る
冗

し

，。

蓋

し

人

口

の

原

则

は

.が

に
歸
す
ふ
事
の
、I 
!點
に
歸
S

せ
し
.：

b

る
を
®

可
し
。

-

而
し
す
货
银
基
金」

な
ろ
名
撒
の
由
來
を
能
索
す
れ 

ぱ
ー
恐
ら
ぐ
：A

d
a

m

 

S
m
i
t
h

の
線
®

し
®

用
せ
る
、r

勞 

働
を
維
待
す
ろ
爲
に
豫
お
せ
ら
れ
ね
る
®

金
し
：…

ホn
d
s

 

d
e
s
t
i
r
i

 .'d 

f
o
r

 

t
h
e

 

m
a
i
n
t
e
n
a
n
c
e

 

o
f

 

l
a
b
o
u
r

 

、
、.

「

賞
银
支
拂
の
•得
に
豫{；

ル
せ
、ら

れ

た

る

掘

金

7
ー
 

スT
I
S

 

oestined 

for 

the p
a
y
m
e
n
t

 

of w
a
g
e
s

の
满
语
こ
發 

す
る
も
の
な
る
可
し(TaussI

た

W
a
g
e
s

 

s
d 

c

f
 

al, 

p
,

お5
)
。

然
もS

m
i
t
h

は
：該
進
金
をr

資
本」
3

け0
0
1
, € 

~收
入」

r

s

e

iビ
の
二
種
に
別
ち
，
K
に
雨
者
の
絵 

合
を
以
て
漠
然
®
赏
ご
同1

視

し

、
，：
何

等

基

金

の

明

細 

な
：る

分

析

を

試

る

W

無
し
。Ricardo 

>
j

雖
又
；

g'

£

® 
-
 

取
、
な

る

K舰
基
金
說
の
近
泰
激VJ

はf
g

む
る
を
得
す
。
 

g

だ
彼
れ
は
s
g
.
t
h
R
對
し
て
肌
か
に
數
步
を
進
め
し 

事

を

記

憶

せ

ざ

，る

可

か

ら

す

。
：
乃

ち

例

へ

ば

，、

貴

金

屬 

の

採

掘

め

激

增

成

は

銀

行

芬

の

濫

錢

§

の

結

够

惯
 

f

の

T
银
せ
る
揚
八

n

に

於

て

は

> 

共

は

食

物

の

：費

；̂

i

• 

I

s

 

. (

I

n

 

l

Y

x

iゆ
s

論

.

浓n
!

號

ニ

'
 S

I

 

じ

賃
銀
の
騰
贵
が
何
が
故
に
努

働
の供
給
を
增
加
し
、
 

賞
銀
の
下
落
が
何
が
故
に

勞
働
の供
給
を
減
少
す
るか 

を
說
明
す
れ

V；

も
、
未
だ
何
が
故
に
勞
働
の
供
給

gi

加 

が必
然
が
に

賞銀
の

下
路
を
器起し
、

何
が故
に

勞
働 

\

の供
給

減
少
が
必
然
的
に
賞
銀
の
騰
貴
を

惹
起
す
る
や 

I

を
、
，
說
明す
る

Rは
足
ら

ざ
ろ
，
可
し
。
楚
れ
彼
れ
の
货 

I

銀
論
が
一
而
辦
耍
供
給
の
原
則
に

倚
賴
せ
る所以
にし 

\

て
"
其
賞
銀
某
金
說
ざ
の
連
鎖
も
亦
た
此
點
に
嚴
す
る 

\ 
な

な
.(

s
c
h
r
e
y
: 

P 

P 

S, 

ニ
'}。

メ
 

: 

*
^

1,此
較
の
標
的
を

&
臉
な
、ら
し
む
る
爲
に
贊
銀
媒
企 

I
說
の
特
徵
を
要
約
す
れ
ば
"第
一
に
純
理
上
、
特
定
の 

I
生
產
期
中
に
於
て
贊
銀
ま
挪
に
充
常
せ
ら
る
可
き
、
.其 

I

量
额
の
圓
定
不
變
な
る
躍
金
の
存
在
を
認
め
、
努
働
者 

.
:

:

は
，之
を
超
過
す
る
報
酬
を
享
愛
し
能
は
ざ
る
事
、
密

1.

‘：

二：；

に
祉
會
政
策
上
-
勞
働
紫
が
例
へ
ぱ
組
合
結
社
等
の
闽

體
的
勢
力
を
擁
し
て
、
其
全
體
ご
し
て
の
境
遇
改
善
を 

努
力
す
.る

Iも
、
'
.
.
此

基

，
金

に

.：
增

加.

^2：

は

切

貴
のr

因
た
る
可
さ
も
其
生
S
額
に
は
何
等
の
變
動

を
 

も
及
ぼ
さ
ぐ
る
可
き
を
述
べ
な
る
後
•「
其
は
义
努
働
者 

の
數
に
も
是
れ
に
對
す
る
，需
要
に
も
、
共
に
微
動
を
だ 

^
も
與
ふ
を
事
無
し
。，
蓋
し
此
際
資
本
に
は
何
等
の
增
減 

\

無
さ
を
以
て
な
ひ
。
努
働
：若
に
.分i

せ
ら
る
可
き
必
需 

I
:
:

ロS

の
分
量
は
、
必
需
品
9

需
.要
供
給
め
努
働
の
要
供
，
 

j
:

給
に
，藥
す
る
®
合
に
依
っ
て
決
足
せ
ら
る
。
货
歉
は
は 

I

た
其
，量
を
表
現
す
可
さ
手
段
に
過
ざ
す
。
而
し
て
此
W 

一
者
0
孰
れ
に
も
變
化
無
き
が
故
に
,
勞
働
の
§

報
酬 

I

は

蘇

®

せ

ざ

る

可

し
し
ど
言
ひ(Rfcardo: 

Prindples,

\  
1

-

.
 

^
.

め5

。
成
は
資
本
家
に
！
^
す
る
課
枕
は
数
働 

i

者
を
W

特
す
る
腐
の
政
府
の
甚
金
を
％
加
す
れ
ご
も
、

がt
力
を
全
同
程
鹿
に
於
て
同
じ
目
的
の
爲
に
す

る

 

彼
等
‘の
$

金
を
減
少
す
可
き
が
故
に
、
货
银
は
騰
货
せ 

ざ
ろ
可
しW

言
ひ(

I
b
i
d
.
,

 

p
.

 

1
3
2
;}、

或
は「

社
會
の
は 

然
的
®
歩50:

生
産
の
困
難
の
遞
梢
に
俳
ふ
所
の
、
地
に 

の
騰
黄
ご
必
需
品
の
騰
貴y

j

に
依
つ
て
、
資
本
刹
^
ご

五
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正
統
填
派
の
货
銀
論

数
働
貨
銀
：ミ
ル
上
に
生
や
る
作
用
は
、
均
し
ぐ
課
税
の 

結
報
た
る
貧
銀
の
騰
貴
に
も
亦
ふ
可
し
。
か
る
が 

故
に
努
働
者
の
取
樂
は
其
®
主

の
享
樂
ご
共
に
て

課
桃 

に
依
う
て
短
縮
せ
ら
ろ
：可
し
0
露
レ
I其
は
勞
働
者
を
維 

持
す
るt

t

に
豫
足
せ
ら
れ
だ
る
塞
金
を
、：
减
少
ず
ろ
倾 

向
あ
る
を
以
て
な
み」

ご
言
へ
る
が
如
き

は：(
P. 

ニ 5 )

> 

背
に
貸
銀
力
流
®
資
本
のI

部
ょ
A
支
拂
は
る
可
き
事 

を
明
示
せ
る
の
み
な
ら
す
-
更
に
所
謂
®
金

を

•横

主

の 

掌
中
に
：任
る
貨
他
と
は
看
做
さ
や
し
て
、
勞
働
者
に
歸 

麽
す
可
き
^

®
資
料
た
る
：可
さ
事
を
嗎
示
せ
る
蟹 > 
を 

て
は
、
寧
ろ
近
代
に
於
る一

派
の
賞
銀
®
金
論
紫
す
彼 

此
相
通
す
る
も
の
に
あ
，る
お
思
は
し
む
る
#
無
き
に
あ 

ら
や
。
乍
併
之
を
以
て
直
に
彼
れ
を
純
然
な
る
貧
銀
基 

金
論
者
，
看
做
す
は
圓
ょ
り
倚
早
不
可
能
.な
，

e\。
：

化
れ
.
 

が

賞

銀

支

柳

の

爲

.に

運

弗

せ

ら

も

可

き

資

本

部

分

を

決

し

て
#

®

不

變

と

は

思

個

せ

ざ

ら

し

糖

左

は

、

之

を

找

Vな
5
*
*
兆

勞

傷

結

社

に

賜

'す
る

得

ざ

る

な

も

r
J
D
i
c
h
I

§
1

魏

1

六

,,2!̂

瓶
の
如
き
、
最
も
®
著
な
るI

例
に
屬
す
。
兄
や
® 

人
は
®
銀
織
則
說
ご
賞
銀
某
金
說
ご
が
、
成
る
意
ゆ
に 

於
て
F
一
 
に
检€

相
容
れ
ざ
る
事
を
看
過
す
可
か
ら
す
0 

.

乃
ち
前
說
に
依
れ
ぱ
貨
銀
の
量
撒
は
努
働
者
の
注
活
必 

要
赞
に
⑥
つ
て
決
定
せ
ら
れ
、
隨
ゥ
て
此
費
用
の
録
化 

に
應
じ
て
變
化
す
る
も
の
な
る
に
、
後
說
に
依
れ

M 

銀
の
量
額
は
、

一
定
期
間
中
に
於
て
努
働
者
階
級
の
讓 

受
に
委
す
るM

定
的
な
る
資
本
總
額
に
依
り
て
決
定
せ 

ら
れ
>
其
一
分
割
部
分
に
過
ぎ
ざ
る
が
故
に
、
唯
だ
此 

總
額
則
も
基
金
の
變
動
を
俟
ゥ
て
の
み
變
動
L
得
る
も 

の
な
る
を
以
て
な
タ
。
か
る
が
故
に
人
恭
し
®
銀
某
金 

說
の
精
髓
を
ぼ
に
®
銀
が
流
動
資
本
のj

部
分
ょ
ヴ
支 

别
は
る
、
事
の
主
張
に
見
出
す
な
ら
ぱ
、
沖
にRfcax- 

き

，
は

本

說

の

主

要

な

る

代

表

者

£
11
2

ふ
を
得
可
さ
も
， 

彼
れ
は
愛
に
何
等
貨
银
騰
貴
の
隙
®
ご
な
る
可
き
確
商 

た
る
制
限
を

認
む
る

事
無
か
ら
し
を
以
て
、

所
設
後
ほ

X
I
/
, 

^
 

r
t
M 

I

W
 
A1
 
* 

I 

I 

t 

I 

: 

» 

I 

►

_ 

-

‘

s
執
n
直

金
論
者
と
は

.

.

a
.
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d
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I
I
.
、
S
.

 

6
7
. 

6
9
)
0

 

-
s
s
r
e
y

は

結

局

R
i
o
a
r
d
o

の
货
銀
論
の
根
據
ご
し 

す
次
の
！ニ
條
を
列
舉
せ
な
。
ほ
ぐ
、
，

I
1
)

努
働
の
傑
値
を
他
の
あ
、ら
ゆ.る

任

意

可
！！：：

の

；

S? 

S

價
？

同
一
視
し
、
隨
ゥ
て
势
侧S

市
場
偕
格 

ふ

，
自

然

盟

と

の

別

ぁ

り

VJ

做

し

"

以

て

廣

賞

銀

を
 

が
謂
注
活
必
要
费
额
に
歸
せ
し
め
し
事
。

,

.

(

ニ〕

賞
银
の
騰
落
は
®
:要
供
絶
：の
關
係
に
倚

g

し， 

f

給
S

働
者
人
n

l

:つ
I

.

.

:、
職
f

s

.
の 

箭
に
充
常
す
可
き
贷
本
部
分
た
る
某
金
ょ益

ぐ

 

t

-

<

a

l加
は
i

s

落
f

 ： §

银
嫩
人n

の 

-

減
少
は
貴
銀
を
騰
貴
せ
し
む
る
事
。

6

5
更
に
.賞
銀
の
S

贵
が
必
す
努
«
人

n

を

增

加

し
 ̂

i

の

還

人

n

を
5

せ
し
む
£

e
ふ

S

に
於
て
、
人
S

S

が
2

の
i

に
I

を

及
ぼ
す
事
、

即
ち
是
れ
な
り
と
.

(
s
c
h
r
e
y

 : 

a
v
a
.

 

P S.
3
9
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之
を
換
言
す
れ
ぱ
焚
级
織
則
說
の異
名

同

體

カ

る

.

.

第

十

九

き

§
1

)

i

l

の
：焚I
;
/ 

.

m
y
i
i
r
l
l
_
i
^
s
.
&
.
i
{
l
l
l
r
l
-
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^
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■
 
t

-

r

I

M

生
存
費
說
ご
、
.賞
銀
®
金
說
に
發
育
す
可
さ
幼
弗
な
る 

需
要
供
給
說
と
、

並
に
人
口
の
原
則
を
以
て
典
湿
f

ざ 

做
す
マ
し
言
ふ
に
歸
着
す
可
し
。
是
れ
予
の
全
値
の
贊
意 

を
表
す
る
に
敢
て
禱
躇
せ
ざ
る
所
な
ら
。
然
も
；

R
f
s
r
d
o

 

か
此n

!

素
材
を
綜
合
し
て
最
も
强
烈
に
表
^

最
も
濃 

厚
に
描
出
せ
る
も
の
が
、

ぜ
賞
銀
織
則
說
に
外
な
ら
、ギ 

る

は

人

の

！
股
に
認
容
す
る
所
な
る
可
し
。
然
る
に 

j 

M
a
l
t
h
u
s

のr
®

濟
原
論」

出
づ
る
に
及
び
俄
然
局
®
は 

1
,
1

轉
し

、

賞
銀
.鐵
則
說
を
脫
却
し
て

賞
銀
基
，̂
‘說
大 

1

の

過
程
は
檢
々
に
展
開
す
る
に
至
れ
り
。

\

可
は
货
銀
基
金
說
の
成
立
に
寄與
サ
るM

a
l
t
h
a
s

の 

ノ
 

:貫
献
を
、
消
極
稍
極
の
附
方
面
ょタ
觀
察
せ
ん
ご
欲
す 

る
な
り
。
其
消
極
的
方
面

ざ
はA

d
a
m

 S
m
i
t
h

の
生
ル
^
^
' 

費

說R
H
a
r
d
o

の
赁
銀
.鐵
則
說
に
見
る
が
如
き
、
其
生 

理
が
ぐ
存
必
要
費
額
に
歸
す
る
或
は
漠
然
た
る
廣
習 

が
生
’活
必i

邀
費
額
に
歸
す
ろ
ご
に
論
無
ぐ
、
荷
ぐ

も
臂

第ni

號

! 

i
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派
の
货
§
 

.

0
の
硫
ル
-的
水
準
を
樹
つ
る
こ
ど
を
否
足
せ
るi

f

に
し 

て
"
其
m
極
的
*
而
と
は
所
謂
®
靓
雜
金
の
範
圓
を
減 

縮
し
て
、
縱
☆
聊
か
.な
り
ご
も
其
意
義
を
明
瞭
な
ら
し 

め
た
な
點
に
在
t
 

\

彼
れ
がR

i
c
a
r
d
o

の
所
|§.
:
:
1

然
货
銀
を
搏
斤
せ
ろ
は 

お
消
極
的
ホ
而
を
&
も
雄S

i

じ
物g

i
も
も
の
な
，

CS 

乃 

ぢ
謝
へ
ら
ぐ
、「KIOardo,: K

ぱ
努
働
の
自
然
®
格
を
以 

てT

数
侧
ホ
を
し
て
相
互
じ
、
梢
減
叉
は
減
少
す
る
事 

を
-
に̂
，h, 

.
，̂

を
糾
特
し
且
.ウ
.其

，秘

族

.を

水

驗

せ

し

む
 

.る

に
，
必

爽な
る

所
の
價
格

な

ヶ』

，：，：
iご
定
養
せ
る

も

-
,
予

は
此
®
格
を
以
て
；

g

に
政
も
不
印
然
な
ろ
®
格
な
ら
と

,
.
.
.
.
.
.
 

,
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

言
.は
ん
と
欲
す
。
如
何
ご
な
.れ
ぱ
事
物
の
自
然
的
狀
態 

ヒ
於
て
は
：、

換
言
す

れ
ぱ

富

人
口
；の

進
展
に
S
し
て 

大
な
る
；障
碍
無
さ
狀
態
に
於
て
は
、
斯
の
如
さ
償
格
は 

敵

^

て

數
ぼ
年
に
！盟
つ
て
發
生
し
得
る
事
無
き
を
以
て 

な

リ

吸

し

て

斯

<
此
慣
格
に
し
て
K
際
上
稀
れ
に
、
1

-ー
ヴ
ひ
，

N
ŝ
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y
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第
，三
跳

八

遠

の

條

點

に

在

其
闕
土
の
富
源
ご
努
働
の
要
S
.の
梢
加
じ
つ
、
ぁ

る

率
 

.
に
倚
韻
す
可
く
、
»
し
又
國
土
の
赏
源
の
®
足
す
る
も 

の

ぶ

假

定

：
せ
ば
、
耻

會

ゆ

，下

層

階

級

め

安

樂

ば

、
：；
彼

等 

め
f
l
fじ
換
言
す
れ
ぱ
彼
等
が
是
れ
無
く
ん
ぱ
其
員
數
を 

‘箱
待
す
る

事

を

肯ん

ざ

る

所

の

、

y

必

徹
品
及
び

便

ザ 

品

の

ま

に

倚

頼

す

可

し

。
.一卞

併

此

雨

者

の

孰

れ

を

®
: 

お
湖
問
®
足
す
る
が
如
き
は
稀
れ
.
^
:ク̂】

ご
，(Ibid. 

P. 

24S 

J
O
I人
成
は
言
は
ん
、
如
上
の

言
聯
を
以
て
す

る
も
 

牆
は
旦
つ
彼
れ
がs

o
a
r
d
o

 
.流

の

賃

銀

論

を

根

：抵

ょ

 々

0
避
せ
る
®
左
と
は
做
ず
に
足
ら
ホ

。I蓋

し

勞

働人
口 

を
0
ル
狀
態
k
拘
來
す
る
賃

銀

が

然

な

レ

や不，：nl

然 

な
り
や
は
、
.畢
竟
僻
❖
上
の
抗f
,

に
し
て
毫
も
事
物
の 

本
®
に
觸
れ
す
。
更
に
努
働
者
の
境
遇
を
支
配
：
る̂

J

 

要
仲
な
.

0

生
活
惯
替
の
長
期
：に
宾
ウ
て
®
足
し
得
ざ
る
：
- 

を
說
ぐ
も
、
何
を
以
て
長
期
と
し
何
を
以
期
ご
す 

る
や
何
等
明
確
な
る
標
準
の
機
る
可
き
も
め
無
き
以
h 

は"

.
時

所

ビ

に

從

つ

て

自

然

货

跟

の

異

動

し

棉

可

き
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h
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正̂
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派$

贷
錫
論'

:

す
る
も
の
な
ら
ご
せ
ば
、.
数
働
の
市
場
偵
格
を
以
て
填 

に
一
時
的
じ
此
®
库
的
傻
格
の
上
下
に
乖
離
し
、
须
叟 

に
し
ャ
楚
k
®
歸
す
る
も
の
、？

J

看
做
す
が
如
き
は
、

& 

れ
明
か
に
大
.な
る
誤
®
に
導
か
ざ
る
を
得
ざ
るI

t

し」 
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o
m
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。

而
し
ャ
彼
れ
自
はr

現
®
の
社
會
狀
態 

に
於
一
し
其
1
4於
的
银
ザ
豐
に
應
や
る
ド

充

分

な

る

"
"
^
勞 

侧
のP

T

均
が
ザ
給
を
眾5

起
す
る
に
必
要
な
る
®
格」

を 

以
て
、
其
最
も
^
:
1
1然
的
な
る
债
格
ビ
做
す
が
如
し
マ」

雖
、 

然
も
彼
れ
は
H
ょ
-

O
S

此
膝
味
な
る
僻
☆
じ
依
つ
て
逸
も 

賞
銀
の
圓
お
的
水
準
を
；設
け
ん
は
企
H
せ
、T
>
却
て
，
 

之
を
®
否
す
る
の
意
忘
を
明
瞭
に
表
ホ
し
た
..

> 

乃
ち 

日
ぐ「

社
愈
の
努
働
.階
級
の
糖
®
は
明
か
にj

部
は
、
國 

土
の
富
源
.
努
働
の
葡
要
の
咐
加
し
つ
ぁ
る
傘
に
線 

f
eし
、

一
部
は
人
民
の
衣
食
住
に
對
す
る
惯
督
に
倚
棚

す

ミ

~~

人̂

民

の

ぜ

ぞ

に

し

-て

圓

定

す

る

も

のy

し
"X、ポ
.
 

 ̂

f
 

v
r
r

ト
S

I
ご
？

、_ 
t
 

) 

-5<
家

族

を

插

待

す

ろ

り

力

は

、

K
u
'
v
r 

1

:̂
ま

[■
0

を
認
あ
た
るR

i
c
a
r
d
o

と
、
其
诡
極
の
見
地
に

於
て
：̂ 

差
を
存
せ
ざ
タ
を
以
て
な
り
ご
。
乍

併
s
c
a
r
d
o

 

M
a
l
t
h
u
s
.

と
の
根
本
的
な
る
見
解
の
相
退
は
，
前

者

に
 

T

ル
て
は
れ
に

f
tる
生 

.橡
取
が
货
際
に
支
拂
は
る
、 

貧
銀
の
量
瓶
を
左
右
す
る
を
以
て
®
則
ざ
故
せ
る
に
、 

後
者
れ
於
て
は
寧
ろ
曾
際
に
变
拂
は
る
、
货
銀
の
儉
額 

が
督
的
生
活
標
準
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
を
以
て
通 

則
，ダ
做
す
や
の
觀
あ
る
事
即
ち
是
れ
な
ら
。以
爲
ら
く 
> 

.
:一.，國
の
赏
.か
愈
速
に
增
加
しCIJV

あ
ら
且
つ
努
働
か 

.力
多
督
の
必
需
ロH

を
支
配
す
る
時
に
於
て
は
、f

ち
し
た 

れ
が
其
餘
剩
の
食
物
を
以
て
便
利
品
快
適

品
を
交
換
す
* 

る
の
機
會
を
持
£

、
彼
れ
は
斯
か
る
便
利
品
に
学
，
 

る
嗜
好
を
享
得
し
、*
て
是
れ
が
其
習
慣
ご
な
る
事
は
、 

當
に
.豫
期
す
可
き
所
な
ね
。
他
方
に
於

てj

國
の
赏
の 

咐
恥
が
略
ぱ
靜
す
る
に
至
る
時
は
、
斯
の
如
きpjisr 

は
マ
若
し
從
前
存
在
し
た
ら
と
せ
ば
、
消
減
し
去
る
事 

を
發
兄
す
可
く
、
随CV

て
人
口
の
#
殖
が
停
此
す
る7^

银/n

號
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匿 ，

r
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六
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> 

正
統
ホ
派
の
贷
錫
諭

前
に
於
す
旣に

-"

生
®
程
度
が
著
し
く
降
下
す
ろ
W
は
、
 

大

抵

の

場

合

に

發

生

す

る

事

柯

な

-
^

」

ざ(Ibid, pp.. 2
4
S

■
2̂
8) 

. 

■
 

, 

*

斯
の
如
く
に
し
て
畢
览M

a
l
t
h
u
s

に
：，從

へ

ぱ

、
勞

働 

,
%が
成
は
大
或
は
小
な
る
货
銀
を
举
得
持
S
す
る
原
因 

は

、

，之

を

外

的

事

情

に

求

む

可

S
に

あ

ら

ず

し

て

"

却 

，
て
：勞

偏

激

{：：

身

に

出

づ

と

言

ふ

に

あ

ら

0
換

言

す

れ

成 

I
?

銀

は

：縱

今

努
W
者
の
生
活
標
準
に
依
ゥ
て
影
響
せ
ら 

る
ざ
す
る
も
、
更
に
好
況
に
乘
じ\
生
活
標
準
を
向 

上
し
得
る
や
否
や
？
成
は
释
ヒS

ぐ
に
處
し
て
能
.く

之

を

維 

#
し
得
る
や
否
や
は
、：#
ら
彼
れ
S
身
の
行
爲
に
倚S

:
 

.す
ろ
所
な
る
を
以
て
、：，
結
局
®
銀

支

配

の

窮

極

の

.全

權 

は
、
努
働
激
の
當
ホ
に
狂
.

r
v
i

言
ふ
に
あ
ら
。「

凡

生
 

话
必
翁
n
iの
多
幾
を
支
配
す
る
に1

1

つ
の
道
の
存
す
る 

S

を
，常
に
念
額
に
置
く
は
、
最
も
肝
要
の
事
に
職
す
。. 

赏

速

の

地

加

又

は

^
働
階
級
の
風
盧
微
き
習
癖
即 

:

お
是
れ
な
而
し
て
富
の
急
速
め
梢
加
は
貧
民
の
爲

. 

s

i
 

I 
ニ
。

し
得
る
權
能
に
®
.せ
ず
"
且CV

自
然
の
然
ら
し
む
る
所 

恒
久
的
な
る
能
は
ざ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
勞
働
者
撒 

級

の
有
す
る
彼
等
の
幸
福
に
對
せ
る
源
•縱
は
必
然
其
思 

慮
深
き
督
癖
に
在
ぐ

を
言
ほ
ざ
る
可
か
ら
ず
a
恭
し
之 

を
適
當
に
賞
行
せ
ん
か
"
其
は
脑
食
進
ホ
の
最
初
の
桃 

秘
ょ
<̂
最
後
の
構
梯
じ
至
る
..ま
で
、
努
働
激
に
對
し
て 

生
活
必
需
品
及
び
便
利
品
の
豊
か
な
る
部
分
を
、
確
保 

す
.る
事
を
得
る
も
の
な
b
し
と
は
ぐ
其
賞
銀
論
の
結
論
た 

-iT'

し
な
.
^

(.Ibid, 

P, 

2
9
0
C

泡
に.

R
l
.
c
a
r
d
o

め
®
銀
鐵
則
の
最
大
支
柱
た
る
、
人 

口
法
則
の
樹
立
者M

a
l
t
h
u
s

が
、
却
て
前
者
の
陰
後
な 

る

所

説

に

熱

烈

に

反

對

し

、
，
下
：

®
階

級

の

•境

逝

改

善

に 

關
し
ヤ

案
外
樂
觀
的
な
る

見
解
を
吐
露
せ
る
は
、

一
 

甚
だ
奇
異
の
感
無
し
ご
せ
す
。
愛
に
於
て
かT

a
u
s
s
i
g

 

が「
R
i
c
a
r
d
o

一
 

派
が
殆
ご
杂
幅
の
注
意
を
所
謂
自
然
的 

賃
銀
に
倾
注
せ
る
事
に

對
し
て
は
、

主
ご

し

てMaltii 

u
s

き
身
に
K
f
f
i布

，る
に
拘
らず
--*

彼

れ

が
大
部
分
は
彼

れ
0

身
の
剑
造
に
成
れ
る
學
説
k
對
し
て
、

反
抗
す
る 

の
必
を
見
出
せ
る
は
、
是
れ
蓮
命
の
惡
戯
な
りJ

と 

言
ひ(Taussig: 

W
a
g
e
s

 

a
n
d

 

Capital, 

p, 2
0
4
)、

C
a
n

 

§
n

が「

一
八
ニ
o
年
に
於
るM

a
l
t
h
u
s

は
、|

七
九
八 

¥
に
於
るM

a
l
t
h
u
s

ょ
y
も
み
遙
か
に
快
活
な
る
人
物 

な
ら
し
な
-
 ̂L

p
H

 
へ
る
も(cannan : 

Theories 

of 

prodstion 

and 

Distribution, p.

■い
パぬ.note)、

-^,
s
p
r

ょ
b

故
無
き

に
あ
ら
ず
。
乍
饼
更
に
翻
つ

て
静
思
せ
ん 

か
、
，謎
は
不
可
解
に
あ
ら
ざ
る
な
む
。
吾
人
はM
alt

h
u
s
: 

の「

.人
ロ
®」

に
は
純
理
論
：的
方
而
ご
、
社
會
政
策
的
方 

0
ご
の
ニ
樣
の
意
義
あ0

を
想
起
せ
ざ
る
可
か
、ち
す
。
 

^
<
若

し

其

純

理

論

的

方

而

に

の

；み

.着
目

し

て
彼
作
の
货 

銀
論
に
臨
ま
ん
か
"
悲
觀
的
論
調
ビ
樂
觀
的
色
®
ビ
. 

同
：

I

著
ネ
の
物
せ
る
ニ
，

§

の

述

作

は

和

し

難
さ
め 

容
を
位
含
せ
.る
に
似
た
り
。然
る
に「

人n

論
レ
の
社
命
政 

策
的
方
而
は；

^
出
發
せ
ん
か
、
道
自
づ
か
ら
通
ず
可
し
。
 

7
ち
&
れ
か
此
不
f
eの
；

fC

著
を
核
.に
上

す

の
動
機
は
，
 

リ
：
银

十

九

卷

(

四
.3
七
y
r
:正
統
學
派
0
货
銀
输/; 

I

周
知
の
如
く
、
當
蹄

漸

く

评
せ
ん
と
す
る
#

會
主
義 

思
湖
の
纖
減
に
在
み

し
な
ね
。
下
層
階
級
の
慘
潜
た
る 

窮
乏
は
、是

れ

制
度
の
に
あ
ら

す
し
て
人
の
罪
な
.
. 

人
口
の
食
糧
を
漆
想
し
て
增
殖
せ
ん
ご
す
る
S
然
的
倾 

j

向
に
、脆
く
も
征
服
せ
ら
れ
.

人

問

の

責

任

：：：

ヶ̂

。
成 

\

は
制
庇
の
改
革
を
企
割
し
成
は
救
貧
の
策
を
桃
ず
る
ご 
j

も
、
人
目
か
ら
反
省
せ
ざ
る
に
於
て
は
、
是
れ
水
源
の 

I

混
獨
を
旧
却
し
て
未
流
の
淸
淹
を
望
む
に
等
し
ご
は
マ 

I
「

人
口
論J

全
卷
の
基
調
を
成
せ
る
觀
念
な
ら
。
況
や
同 

\ 

»
筋
ニ
版
以
降
に
於
て
は
"
所
謂「

道
德
的
抑
制」

の
認 

I  
J容
に
依
-
、̂
境
遇
の4

1

落
も
向
上
も
總
て
各
人
の
資
任 

i

に
歸
せ
ん
と
す
る
の
意

愈
々
W
瞭

に
表
白
せ
ら
れ
た
K
y 

\

果
し
て
然
ら
ぱ
後
年
の
別
著
に
於
て
、
赏
銀
ま
f
f
i
s船 

極
の
機
能
を
缴
働
紫
自
身
の
掌
中
に
認
め
し
も
、
決
し 

て
偶
然
に
め
ら
す£

1
E

ふ
可
し
C 

轉
じ
て
予
の
所
謂
！

V
i
a
k
h
u
s

の
積
極
的
而
換
言
す 

.れ
ぱ
其
賞
銀
谋
金
說
に
對
し
て
ホ
を
寄
せ
た
る
方
面
よ

鎮
三
號



，め

十

九

卷

(
g
l
H

八〕

.
m
統
傘
派
の
贷
銀
論 

6

觀
察
せ
ん
か
、
彼
れ
は
夙
に「

人
口
論」

初
！̂

に
於
て 

S
m
i
t
h

が「
赞
本J stock 

「

收
入」re v

e
n
u
e

の
總
和「

國 

{ね」

の
撤
進
が
勞
働
に

對
す
るH

要
め

增
加
を
喚
起
す 

：E'

し
と
言
へ
る
を
、
飢

雜Q

ま
现
な
り
ざ
難
じ
、
勞
働
貧 

14̂

の
{女
樂
が
努
働

を

維

持

す

る

爲

豫
ル
せ
ら
れ
た
る 

蓝
企
の
增
加
に
倚
®
す
る
事
は
、
始
ご
或
は
何
等
の
疑 

ひ
を
容
る
可
か
ら

ず
を
雖
し
、
然

もS
m
i
t
h

は

「

社
會
の 

0

ざ
收
入
ざ
の

梢
加
が
怨
く
此
某

金
の
附
加
を

意
味 

す
と
做
せ
る
職
に
於
ズ
：、
恐
ら
く
は
認
れ
る
な
ら
ん」

。

蓋

レ

-
欺
の
如
き
f
f
l會
の
资
本
ご
收
入
ご
の
增
加
は
、

其
金
部
器
し
ぐ
は
働
ぐ

共
其
大
部
分
を
*
是
れ
に
比
例 

す
る

愈
糧
の
分
に
轉
換
し
得
る

に
あ
ら
ざ
れ
ば
、

勞 

®

者
の
附
加
數
を

雑
持
す
る
爲
の

腐
の
且
つ
有
效
な
る 

i

金
ご
は
，成

ら
ざ
ろ
可
し
0;.

而
し
て
：其
增
加
が
取

に
勞

- 

働
の
生M

物
に
依
つ

て
致
さ
れ
、

-

H

地
の
生
蓝
物
に
"：

^
 

つ
て
致
さ
れ
ざ
る
場
合
に
於
て
は
、
斯
く
之
を
轉
換
す 

，
る

を

得

ざ

る

可

し

し

と

主

張

せ

む

(
M
a
l
t
h
u
s

 :
>
A
n

 E
s
s
a
y

；，品
、
掩
言
す
れ
ぱ
f
t命
の
務
働
附
叙
の
衣
脅
注
並
に
坎 

翁
の
.

Hf*

段
ょ 

3
成
る」

と
.
-
.
:
.
.
.
.

(
M
a
l
t
h
u
s
:

‘1
.

Principles ...of:

POHtical 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

2d.

,
 ed. 

1
8
3
6, 

p. 

2 
ぶ 

.

.以
，

bJ

觀

之M
a
l
t
h
u
s

は

货

，銀

基

金

の

性

質

に

■

す 

s
m
i
t
h
.

の
茫
漠
た
る
觀
念
を
修
訂
し
-Ricardo ,

に
比 

し
て
K
じ

明

確

に

言

及

：せ

る

も

の

ご

言

ふ

：可

く

、

且
つ 

又
某
金
の
桃
成
分
子
を
®
都
に
见
す
し
て
物
資
に
認
め 

,し
が
如
.
、̂
其
卓
見
の
賞
す
可
き
も
の
.あ
：々
0
乍
W
毫 

‘，も

此

某

余

の

圓

定

他

を

信

せ

ざ

り

し

働

に

於

て

*
，所

能.
 

彼

れ

；の®
銀

論

は

i

平

純

な

る

爾

恶

供

給

說

.の
：
圓

內

を

出
；： 

::

で

ま

；る

な

り

。

畢

竟

彼

れ

が

賃

銀

®

则

說

の

倒

浪

に

资 

與
せ
る
所
に
比
す
れ
ぱ
、
其
赏
報
®
金
説
に
贯
献
せ
る 

所
は
溢
か
に
微
少
止
ま
ら
し
な
ら
。

.

■

(

八
，

)
' 

-

IVIalthus

以
降John 

S
t
u
a
r
t
:
M
i
i
i

に
至
る
諸
々
の

論
客
ホ
R
於
ヤ
、
予
は
先
人
め
遺
說
を
繼
承
ず
る
に
比 

較
的
忠
®
な
ら
し
一
派
をJ

a
m
e
s

 .
M
i
l
l

及

び

M
o C

u

:

银

十

九

卷

C

四
ニ一

九)

正
統
學
派
の
贷
銀
論

第 
§
 

!

ニ
ニ

§
 th

ひ principle 

o
f

 p
o
p
u
k
t
i
o
n
,

 

ist 

ed. 

179S, 

p
p

‘
 

3
0
5
-
3
0
6
,)

。

換
言
す
れ
ぱ
工
業
製
造
品
の
撤
加
は
愁
働 

の
雷
要
に
關
係
せ
や
、「

数
働
を
維
持
す
る
爲
に
豫
}
^
せ 

、ら
れ
た
る
媳
の
且
ウ
有
效
な
る
並
金」

を
以
て
、
主
と
し 

て
.食

物

に

歸

せ

し

め

ん

す

る

な

り

.
"蓋
し
„

，
人

：：：

論」

‘
 

\

の
著
者
ご
し
て
询
に
當
然
の
☆
論
ビ
言
ふIn'

し
。
•
降
つ 

-

一

て

別

著

經

濟

原

論J

變

1

版
以
後
に
於
て
は
*
此
點
に 

關

す

る

其

態

族

をI

層
鮮
明
な
ら
し
め
た
り
。
乃

ち0J 

I 

く
ス
勞
働
に
纖
す
る
需
要
は
：填
に
一
國
の
流
動
資
本
に 

:
比
例
し
"
*固

！；

ル

赞

本

に

比

例

せ

ず

と

は

、

從

來

j

般
に 

觀
察
せ
ら
れ
だ
ろ
所
な
わ
。
：
乍
併
®
際
に
於
て
は
勞
働 

.

に
對
す
る
需
要
は
、
如
何
な
る
形
態
に
於
る
資
本
の
增 

一
加
に
も
比
例
す
る
事
無
し
。
の
み
な
ら
や
其
は
予
の
嘗 

て
思
他
せ

る

が

如

く

に

、
ギ

廣

物

全

體

の

.
交

換

债

t
t

に
、 

比
例
す
る
事
す
、ら
是
れ
無
き
な
ら
。
其
は
唯
だ
前
挑
の 

お
ぐ
"
现
賞
に
努
働
の
維
持
に®
傭
せ
ら
る
.、
離
金
の 

量
及
び
®
値
に
比
例
す
る
の
み。
此

基

金

は

生

必

黯

^
i
B
l
l
l
t
i
i
l
i
«
»
g
B
»
i
i
i
i
c
l
i
i
l
i
»
i
i
i
B
i
I
B
i

5i
i
i§g
g
^
,

 

^̂
§nmmKmKmmt
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表
せ
し
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、
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等
の
所
論
を
努
め
て
簡
略
に
此
一
節
に
要
約
せ
ん
欲
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す
。.
蓋
し
格
別
劃
期
的
貫
.献
を
以
て
許
容
す
可
き
も
の
.
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無
き
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說
に
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詳
細
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叙
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ん
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、
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に
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に
遭
ぐ
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講
わ
を
免
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ざ
ろ
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き
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給
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本
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比
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を
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持
せ
ば
，
賞
銀
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一
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時
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し
。
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本
の
人
ロ
に
對
す
る
此
例
梢
加
せ
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、
賞
舰
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騰
貴
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可
し
。
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の
資
本
に
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す
る
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落
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可
し」
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彼
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激
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れ
な
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。
日
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入
口
梢
殖
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漸
向
は
其
緩
急
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す
！̂
もf

：

均
勢
な
る
傾
向
な
.
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從
來
或
る
時
期
；
 

に
於
て
如
何
な
る
举
を
以
て
梢
*
し
た
る
例
ぁ
る
に
せ 

ょ
之
を
同
，

一

の
事
情
0
下
に
腹
く
時
は
他
の
如
何
な
，
 

る
.時
期
に
於
て
も
同1
の
策
を
以
て
溜
殖
す
る
も
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ざ
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豫
期
し
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可
な
る
可
し
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均
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す
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\

:

て
、
人
鶴
の
生
殖
力
の
大
な
る
が
爲
に
、
有

利

な

る

事
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下
に
其
作
用
を
.發
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す

る

に

於

て

は

、
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生

は

死
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を
相
殺
す
る
以
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に
上
る
可
ぐ
、
隨

つ

て

r

人

口
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短

一

月

に

於

て

倍

加

す

る
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倾

向
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ふ
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。
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；
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供
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菩
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份
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縱
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狀
を
以
で
.
如
上
の
人
ロ
ご養
本
の 

增
進
速
度
の
軒
格
に.歸
せ
し
め
た
ら
雖
、
猶
ほ
勞
働 

.階
級
の
生
殖
制
暇
に
し
て
適
宜
に
货
行
せ
ら
る
、
に
於 

て
は
、
彼
等
の
收
受
す
る
報
酬
は
豐
か
な
る
餘
剩
を
生 

ず
る
に
至
る
可
ぐ
、
其
言
辭
を
借
用
す
れ
ぱ
、

「

努
働
：者 

の
境
過
を
し
て
欲
す
る
ま\
の
如
何
な
る
安
R勿
享
樂
の 

狀
態
に
ま
で
も

向
上
せ
し
め
得
可
し」

ご
說
け

々(
P
P
,

 

5
2
.
5
3
0。

予
故
に
日
ぐ
ソ
彼
れ
は
凡
庸
な
る
需
要
供
給 

說
を
墨
守
せ
る
に

過
ぎ
ず
と
。

M
c
C
u
I
i
c
c
h

は
往
々
賞
銀
基
金
說
の
眞
の
剑
始
者
を 

以
て
目
せ
ら
る
。
今
其
著「

雜
濟
學
原
偷」

に
從
つ
て
科 

要
旨
を
窺
へ
ぱ
ミ
勞
働
者
を
維
持
且
ゥ
履
傭
す
るj 

0 

の
能
力
は
、
決
し
て
地
の
利
、
士
壤
の
肥
沃
、
又
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落
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ら
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银
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習
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す
る
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於
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働
者
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e
n
i
o
r

は
情

に
資
本
及
び
其
菩
積
に
關
し
て1

語
も

言
及
す
る
所
無

き
の
み
な
、ら
す
、其
序
文
に
於
て「

努
働
を
維
持
す
る
爲

の
某
金
を
增
加
す
6
を
得
る
主
な
る
手
段
は
、
努
働
の

生
産
力
を
增
加
す
る
に
布
-
^

J
V
®

言
せ
-

(

O
P
, cIt,

Preface, 

p. 

iv)
。

斯
の
如
き
生
厳
力
說
の
閃
影
は
其

「

經

濟

學

原

論

，
中

に

於

：て

愈

々

®

著

に

丧

白

せ

ら

れ

た

K
^
o乃
ち
先
づ
從
來
不
用
意
の
間
に
"
努
働
に
對
す
る

需
要
を
代
表
す

る
も
の
を「

資
本」

な
る

名
僻
に
依
つ
-
,
て

現
は
せ
る
事
の
失
當
を
難
じ
、「

吾
人
は
此
用
語
k
依
つ

て
は
何
等
確
®
な
る
觀
念
を
得
る
事
無
し
"
其
は
努
働

階
級
の
使
用
に
屬
せ
ざ
る
觸
多
の
物
を
位今

：：

す

可
く
、

S
1
體

！ 

ニ
七



第
十
九
卷
一
四
时
四
V
: 

m正
統
.學
派
の
贷
銀
駒，

且CV
苦
r
吾
人
の
命
題
に3

と
正
し
と
せ
ば
、
是
等
の 

物
の
梢
減
は
進
も
直
接
に
は
賞
跟
じ
影
響
す
る
能
は
ざ 

る
な
み」

ご
.論
斷
す
る
と
：典
に
、其
所

謂「

勞
働
人
民
の 

，
使

用

に

充

當
せ
ら
る
，、
貨

物

の

®

と

量

V
5

の
、

勞W
家 

族
の
，、
數
に
對
ず
る
比
例

」
は
、「

雄
一
に
勞
働
者
に
依
つ 

て
侦
川
♦
ら
る

、
®
物G
注
商
に

藍
接
間
接
に
，從
事
す 

る
所
の
骇
働
の
生
淹
力
、
號
ニ
に
势
働
者
に
依
：

CV

て
使 

，州

せ

ら

る

、
货

物

の
：̂

庫
に
直
接

間
接
：.

傭
せ
ら
る 

、
所

の

人

：
々

の

數

の

、

勞

働

家

族

の

全

數

に

對

す

^
0割 

合
に
：

M

つ
てJ

決
定
せ
ら
る
、

も

の

な

り

ざ

徹

せ

り 
r Senior: 

Political E
c
o
n
o
m
y
,

 

Sv
o 

ed. p. 

1
7
4
)
0 

爱

に
於
て
がS

e
n
i
o
r

は
前
人
の
未
だ
企
及
せ
ざ
-

c
y

し
所
に 

1

ホ
を
進
め
"

勞
働
者
を
嫌
持
ブ
る
爲
め
*

め
基
金
は
t 

何
に
依
ウ
て
決
定
せ
ら
る
、
や
を
闕
明
す
可
く
>
多
大 

の
氣
勢
を
以
て
出
發
せ
る
が
如
し
。
而
し
て
其
着
手
の 

方
寸
は
：、
；

 

一V
I

揭
の
货
跟
決
定
條
取
の
：

2
：

雄
.

1
;

取
め
勞
働 

%

の
侦
用
货
物
を
生
産
す
る
势
働
生
産
力
は
、
豫
め

1

'
 

第 

i
 

ニ 

K
 

定
せ
る
も
の
着
做

P

得
可
さ
を
以
て
、
問
題
の
重
心 

は
第11

哦
に
遷
り
、
を
づ
全
發
働
人n

:

を
势
働
者
の
使 

用
货
物
の
：生
産
，

換
言
す
れ
ば
賞
銀
の
生
廣
然 

、レ

ざ

る

も

の

、
生

鹿

ざ
K
分
岐
せ
し
む

る
も
の
、
何
f
t 

る
か
を
湖
明
し
> 
然
る
後
此
分
岐
の
劍
合
を
決
定
す
る 

標
準
の
何
れ
る
か
を
，
關
明
す
る

に
狂
◎
し
な
々
。
想 

て
第1

の
黯
に
關
し
て
はg

:

へ
ら
く
、「

三
個
の
目
的 

が
..若
し
是
れ
無
く
ん
ぱ
當
然
努
働
ネ
の
使
用
の
爲
の 

S
金$' 

®
給
に
履
®
せ

ら

る可
さ
普

な

-し̂

勞

働

.
^
、 

他
に
轉
向
せ
し
む
"
乃
ち
其
ニ
は
自
然
的
生
廣
要
素
の 

所
有
者
に
依
つ
て
f

せ

ら

ろ

、
貨

物

の

生

産

"

其！1 

は
政
府
に
依
つ
て
使
用
：せ

ら

る

、貨
物
の
生
産
、
其
H 

は
資
本
家
に
依
ウ
て
使
用
せ
ら
る 

>
贷
物
の
生
衆
n;;!な 

ヶ
。
成
は
稍
正S

な
ら
ざ
れ
ど
も一

層
要
約
し
て
之
を 

言
は
ぐ
、
貸
銀
の
生
.避
に
M
傭

せ

ら

る

、
勞

働

以

外

の

；

勞
働
は
、
地
代
、
肌
撒
、
及
び
利
满
の
生
産
に
®
傭
せ 

ら
る

可

しVJ

云
ふ
に
蹄
す」

ご

(Jb£d, 

JP. 

1
8

0
)
、

此
，點

>.>ffr-TTnwfrr

で
は
bd

鬼
も
n
も
i
朦

s
e
n
£
o
r

は

錢
f
t唯

1

の
も
‘の
は
.
I

な

し
て

勞
働
0)
生

⑧
一1

のi
f

換
言
す
れ
ぱ
裁
許
の
努
働
が
如
何
な
る
德
举 

に

依

：つ

て

、
，地
代
，
報
桃
"
I
I利
潤
、
：及
び
賞
跟
の
生
* 

に
分
岐
す
る
か
を
說
明
す
る
の
仲
<
に̂
及
ん
で
、然
.
： ̂

. 

—

明
か
に
失
敗
し
；i-=v。；

教
地
；代
0
決
定
因
を
闕
明
す
可 

き
，鑑

所

に

至

つ

て

は

、

努

働

を

維

持

め

る

爲

の

全

墓

金 

は
、h

國
に
：於
る
数
働
者
め
相
當
の
部
分
が
、
.其
國
に
に 

:
於
る
ね
然
的
生
産
要
素
の
.，所

有

者

の

使

用

货

物

を

生

章

. 

す
る
爲
に
侦
用
せ
ら
る
V
事
に
-依
つ
て
、
必
ず
し
も
減 

少
す
る
も
の
に
あ
ら
す」

yj

言
ひ
、
K 

g税
ビ
賃
銀VJ

の 

.
0
0
に
關
し
て
.，

22

で
ぃ
無
.周
濟
害
’の
，失
®

0
爲
に
す
る
粗 

耽

は

全

人

民

の

收

入

よ

ヶ

徵

發

せ

ら

れ

、
，.努

働

者

も

亦 

た
其
配
..分

を
.受
(
ご
‘言
ふ
に
止
ま
る(

P
,

.
 IS

I)

。
是

れ
.
 

顧
み
て
他
を
言
へ
る

も
の
"
* 

く
级
撒
を
逸
し
た
ら
。 

然
る
後
論
步
進
め
て
謂
へ
&
く

ネ
斯
く
地
代
は
或
る 

意
味
に
於
て
外
的
蒋
花
に
し
て
机
税
は
費
用
のI

形
態 

ざ
看
做
す
可
&
が
故
に
"

K
銀
よ
◊
控
除
せ
ら
る
可
き

か
ル
十
九
卷(

W
W
S)

正
統
學
派
の
货
銀
論，

廣
カ
は
豫
め一

{ル
せ
る
を
以V

、
勞

，.働

を

維

持

す

る

傅
 

の
甚
金
の
大ra

は
、
資
本
家
の
使
用
物
を
生
産
す
る
® 

に
取
侧
せ
ら
る
、
勞
働
者
數
が
>
，勞
働
#
の
他
用
物
を 

™:

生
産
す
ろ
爲
に
®
.
®せ
、ら
る
、
勞
働
者
數
に
働
し
て
有 

j 

,す
る
所
の
.
、
比
例
に
依
つ
F
決
定
せ
、ら
る
。
或
は
一
層
，
 

.
砸
你
的
な
る
表
現
れ
用
ふ

れ
ぱ
、
生
能
物
が
資
本
家
ご 

I

榮

働

者

ご

の

問

に

分

割

せ

ら

る

.
^
比

例

に

依

つ

て

決

足
 

i

せ
ら
る
I
地
化
及
び
不
婴
又
は
不
平
等
な
る
机
桃
の
配 

j

分
無
さ
所
に
於
て
は
"
全
生
廣
物
は
此
附
階
級i

i
i
i

分 

;

割
せ
ら
る >-

な
タ
。愛
に
；於
て
か
考
察
す
可
，

5^1^

週
は
、 

此
分
前
の
比
例
を
決
定
す
る
も
の
加
何
に
在
りJ

と 

一(Ibid p. 

1
8
5
)
"

而
し
て
此
最
後
：の
叫
®
に
働
す
る 

.S
e
n
i
o
r

の
解
答
も
亦
た
'登
第
の
資
格
を
級
け
か
-彼
れ 

は
之
を
以
て「

盤
一
に1

國
に
於
る1

定
の
期
問
に
！日
！
 

れ
ろ
贷
木
の
前
贷
に
對
す
る
所
の一

般
利
潤
海
、
游
ニ 

に
一
々
の
場
合
に
於
て
資
本
の
前§

：；

ご
利
潤
の
收
受W

s

i

! 
ニ
九

I



國

M
十
九
を
ハ

〕

正統
ホ服

$

货錫
論

の
間
に
經
過
せ
る
湖
間」

に
歸
せ
し
め
た
み
。
乍
併
資
本 

の
刹
潤
を
收
受
す
る
は
、
其
性
質
じ
於
て
も
其
態
0

.に 

於

て

も

、
，
填

な

，
る

贷

借

の

‘

決

濟

さ

は

.到

底

之

を

同

一

視
 

し
得
ざ
る
を
以
て
、
所H

.
資
本
の
前
®

ビ
刹
渭
の
收
受 

と
の
間
に
，經
.過
せ
る
期
ゆ」
.
の
算
當
標
準
は
賞
は
甚
だ 

.
’都
か
なV- 0

さ
る
の
み
な
ら
す
、
.

T
a
u

 s
i
g

の
把
.摘
せ
ふ
，力 

.
如
く
に
、

利
潤
辦
は
，生
産
物
に
激
す
る
货
本
家
の
分
前 

を
決
足
す
可
き
原
因
に
は
あ
ら
す
じV
マ
却
て
其
結
果 

な

ら

。
成
は
寧
ろ
同
一
現
缴
を
異
る
言
語
を
以
て
表
示 

せ
る
の
み
。
彼
れ
は
ま
に
於
て
か
循
環
論
に
：陷
れ
る
も 

の

£

‘£は
ざ
る
可
か
ら
す
。
菩
人
は
彼
れ
の
名
に
於
て 

記
憶
せ
ら
ろ
、r

制
欲
說」

に
恥
ぐ
論
議
を
ぱ
、
此
處
に 

，閒
<
ぜ
く
し
て
聞
か
ざ
る
に
-
^

(Taussig: 

op, dt, ；pp. 

2
0
1
- 2

0
2
)
。

#
兑
’ Se

n
f
o
r

は

其
m
發

に

際

し

V

直

：向

せ

る

標

的 

'

の

確

な

-
し
に
拘
ら
す
、
：本
途
に
し
て
邪
道
に
逸
晩

し

遂

に

疲

俯

し

て

挫

折

せ

る

な

-=^。

然

も

#

く

多

大

な

= 

_

|

.

.

...‘...

.

.

.
-
-
.
1

.

.

.
,

i

號

n
§

る
缺
陷
を
具
傭
せ
る
に
拘
ら
す
，
猶
は
：且
つ
彼
れ
め
論 

說
が
後
進
の
班
れ
開
く
を
待
ウ
珠
を
化
藏
せ
る
事
も 

亦
.ね
否
足
す
る
を
得
ざ
る
事
賞
な
も
。
然
る
じ

J
o
h
n

 

いSt
u
a
r
t

 

M
U

1

は
件
の
砂
示
を
無
視
し
て
時
流
の
大
勢
に 

,

j 

：

禅
さ
し
、
其
勢
の
熊
ま
る
所
賞
跟
甚
金
説
に
到
達
す
る

I 

.

(

九)
I

パ
：
賞
叙
基
金
說
の
代
表
的
叙
述
を
以
て
目
せ
ら
る
、 

1

1

0

言
葉
は
次
の
如
し
。「

賞
銀
は
、
故
に
、
主
ご
し

一
ゥ
決
定
せ
ら
る
。
愛
：2
人
ロ
^̂
云
ふ
は
取
に
努
顿
階 

1
级
の
人
數
、
成
は
寧
み
被
傭
作
業
を
爲
す
者
の
人
數
ヶ
レ 

意
味
す
。
没
に
资
本
と
云
ふ
は
取
に
流
動
资
本
、
然
も 

其
全
部
に
は
あ
ら
す
し
て
，
勞
働
の
直
接
の
購
買

.̂
0 

や
さ
る
\
部
分
を
意
味
す
。
乍
併
是
れ
に
對
し
て
、
货 

本
の！

部
を
構
成
せ
ざ
る
も
觀
ほ
勞
働
ご
の
交
換
に
文

挑

は

る

、
、
あ

、ら

か

る
®

金

を

追

训

せ

ざ

る

可

か

ら

す

。 

..共
ホ
家
僕
北
ハ
他
一
切
の
不
生
廣
的
勞
働
き
の
賃
鎭
是
れ 

な
ひ
。
不
幸
に
し
て
謂
は
'

y
l

M

の
货
條
墓
金
ざ
A
稱 

す
，可
さ
も
の
、
總
體
を
、：：
ゆ
明
な
る
；

1

語
に
农
示
ず
：可 

ぺ
さ
，僻
無
し
。
且
つ
生
辦
的
数
働
の
賞
銀
は
該
並
金
の
略 

ぱ
全
部
を
形
成
す
る
も
の
な
る
を
以
て
> 
比
較
的
小
額 

に
、

，比

較

的
®
要

な

、
ら

ざ

る

部

分

を

#
過

し

、
.
賞

娘

は 

人n

ビ

資
本
に
依
-
決̂

定

せ

.、

ら

ゐ
ぶ
レ
言
ふ
を
常yi

す
。
 

此
表
現
を
用
ふ
る
は
便
な
み
可
し
。
：乍
併
其
崎
形
に
し 

て
且
つ
全
幅
の
眞
理
のM

字
通
レ
の
叙
述
に
は
め
ら
ざ 

る

を

、
記
億
せ
ざ
る
，：可
か
ら
す
。

...

斯
の
如
き
語
意
の
制
限
を
念
®

に
置
け
ぱ
> 
赞
銀
は 

翁

に

資

本

と

努

働

ご

の

相

働

驚

に

依

つ

；
て

決

定

せ

ら

る
 

>
の
み
な
：ら
す
、
魏

の

支

配

冗

に

於

て

は

> 
他
物
k

依
つ
て
影
響
せ
ら
る〜

事
.
得
ざ
る
な
タ
。
货
銀
は

勿
#

一
 

股
的
®
銀
辦
の
意
な
る
が
、
努
働
の
照
傭
に
使 

用
せ
ら
る
、W

金
總
額
の
，增
加
> 
.
又

は

被

傭

聽

带

者

の 

ホ
十
九卷

七

〕

.お
統
棵
眼
の
货
銀
输

數

の

减

少

に

依

る

じ

も

ら

ざ

れ

ぱ

、
騰

貴

す

る

を

得

す
® 

つ
又
勞
働
報
酬
支
拂
の
爲L.i.
供用，せ、ら
る
金
の 

減
ャ
、
襄
し
く
は
報
酬
を
お
#
は
る
可
き
勞
働
者
數
の 

増
加
に
依
る
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ

"服
银
す
る
を
得
す」

へJ. 

S. 

Mill: 

IVlnciples 

of Î
:>litical w

c
o
n
o
m
y
,

 
Bk. II* 

'ch. 

x
L

 

§ 

l
o
o

-
c
a
g
a
n

は

右

述

の

、
一
，

8

中
に
は

:̂53も
所
ぐ
跟
金
の
1
1 

お
性
を
言
明
せ
ろi

f

蒋
せ
す
ご
做
し
、
例

へ

ぱJevons 

の
如
く

M
m

を
以
て
數
學
的
凡
唐
のm

を
説
け
る
者
，
 

>し
看
做
す
の
兄
解
を
排
斥
し
た
-
。S

く
、如
上
のr&Il 

の
所
說
は
或
る
論
者
に
は
取
に
數g

f

的
凡
理
に
過
ぎ
す 

ご
映
じ
た
り
。
彼
等
は
資
本
のT

部
を
柳
成
せ
ざ
る
も 

猶
は
努
働
と
の
交
換
R
支
拂
は
る
V
並

命

ビ

は

"

唯

だ 

特
定
の
期
間
に
於
て
努
働
‘ご
の
ま
換
に
变
拂
は
る
/
^
® 

を
、"
意
味
し
得
る
の
み
ミ
觀
じ
た
タ
ク
例
へ
ぱlb

パ
本
の 

勞
働
せ
の
ま
換
に
支
拂
は
る
、
®
金

ご

は

"一

银

に

纖 

W
腐
£
目
ふ
の
意
に
し
て
、
取
に
规
西
蔣
ご
言
ふ
め
S

ゆ
H
號
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あ
十
九
盤

(

四
四
A〕

正
統
學
派
の
货
銀
输
，

に
は
あ
ら
す

ざ
解
し
た
りT

势
働
の
直
接
：の
購
買
に
支 

拂
は

る
\

資
本
部
分』

に
も
亦
な
同
辕
の
頼
推
を

施
し
、 

彼
等
は
此
語
句
を
以
ャ

,,,' 特
足
め
湖
^
じ
於
て
勞
働
の 

§

の
，購

賈

に

支

桃

は

る
V
資
本
額
ビ
解
す
ろ
な
K
V。

:

斯
く
て
彼
等
は
全

.

命
題
を
以
て
、
例
ヘ
ぱ1

週
間V

云 

ふ
が
如
き
•成
る
特
{疋
の
期
間
に
於
る

1

人
宛
の
赏
跟 

は
"
被
傭
勞
働
者
數
と
、：

間
中
に
於
て
数
働
の
購 

買
に
：费
やrtr

る
、
資
本
並
に
他
の
墓
金
の
額
，$
の
> 
比
，
 

例
に
依
b
決
{ル
を
ら
る
と
云
ふ
と
>
,同
‘

1
な
ら
と
看
做 

す
も
の
な
り
。
狗
に
斯
く

解
す
れ
ぱ
此
命

S

は
數
學 

的
凡
理
な
-
。̂
蓋
し
此
は
商
は
除
數
^̂
被
除
數
に
依
つ 

て
決
定
せ
ら
る
^
<云̂
ふ
：̂
週
ぎ
ざ
れ
ぱ
な
ゎ
。
乍
併
此
‘ 

は
全
ぐJ. 

S. 

Mill:

の
本
意
に
あ
ら
ホ
、
旦0

又
彼
れ 

の
精
密
じ
斷
定
せ
る
所
に
も
あ
ら
す」

。
彼
れ
は
唯
だ
蓝

; 金
，.：

言
へ
る
の
み
。
特
定
期
間1.^

於
る
基
余
け
：言
は
：
 

す
と
.

(
.
c
a
n
n
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n
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.
 
M
^
^
0 

i
一
 

の
眞
意
が一

究
期
間
ボ
に
.於
る
不 

變
圓
足
の
基
金
を
指
示
す
る
に
狂
0
し
は
"
资
に
之
を 

裏
書
す
る
：言
：句
を
隨
所
に
散
見
す
ろ
の
み
な
ら
す
、
次 

節
に
纏
述
す
る
が
如
く
に
、
此
®
じ
M
す
るThornton 

の
攻©

じ
*
:

し
て

i
.
自
，：̂
!
5
^
か
3
£を
脱
げ
る
事
賞
は
> 

最
も
，明
瞭
'し
之
を
立
能
す
る
も
の
な
む
"
今
K
具
體
的 

賞
例
めI

ニ
を
摘
出
せ
ん
か
、
势
働
總
同
盟
の
货
叙
に 

對
す
る
效
果
を
論
働
せ
る.一

飾
の
如
さ
、
其
®
も
f
f
i著 

な
る
も
のVJ

言
ふ
を
得
可
し
。
日
く
斯
く
の
如
き
同
盟 

蓮
，動
に
依
り
っ
彼
等
は
疑
も
無
く
努
働
時§

1

の
減
少
に 

4
^

功
し
、

一
層
小
量
の
勞
働
に
對
し
て
同
額
の
货
傲
を 

收
受
す
る
に
成
功
す
る
事
あ
る
可
し
。
乍
俳
|̂
し̂
も
彼 

，等
に
し
て
、
需
要
供
給
に
依
つ
て
決
究
せ
ら
ろ
、
贷
銀 

海
"
卯
も
一
國
の
全
流
動
資
本
を
？̂
勞
働
人
口
中
に 

分
す
る
所
の
率
ょ
>
も
：、
賞
際
に！

層
高
き
货
銀
を
收 

受
せ
ん
事
を
目
的
€
す
る
に
於
て
は
、
其
は
哺
だ
彼
等 

の
人
數
の！

部
を
永
久
に
失
職
せ
し
，む
る
事
に
依
0
て

の
み
、
®
成
し
得
ら
る
可
し
。
公
共
感
善
®

ょ
-

の
封 

助
は 
>
仕
事
に
就
き
得
る
に

拘
、ら
す
仕
事
を
受
ぐ
る
事 

を
欲
せ
ざ
る
者
に
對
し
て
は
,
勿
論
叛
絕
せ
ら
る
可
き 

が
故
に
、
.彼
等
が
其
潮
W
た
る

勞
傭
：組
合
に
就
き
て
封 

助
を
取
む
る
の
外
無
る
：可
レ
。
，愛
に
：於
て
か
勢
働
入 

K
全
體
と
し
て
は
"
同

：

r

の
人
數
を
同1:

の
®
銀
總
额 

;を
以
て
維
持
せ
ざ
る
可
か
.レ

ざ

る

が

故

に

"

襄

も

從

前 

裕
：か
は
な
ら
ざ
る
可
し
。
；；斯
く
し
て
乍
俳
勞
働 

昭
級
は
、
嫌
應
無
く
人
数

過
剩
の
事
货
注
意
す
る
に 

且
つ
苦
丄
彼
等
に
し
て
I
I層
高
ー
さ
货
銀
.
^
望

ま
 

く
,

数
働
の
供
給
を
其
®
要
に
比
例
せ
し
む
る
の
必
要 

に

、

注

，？

if

す
る
に
至
る
可
し
し
と(

0
P
. dt. 

Bk. 

V. 

o
h
* 

X

 

§
:5)

。

'見
る
可
し
。
栽
：金
の
厳
称
な
るS

：

‘が
'性
は
這 

巾
に
顯
现
横
溢
せ
る
を
ノ

にe
H

れ
.
に

接

す

る 

一
»

に
：
於

て

に

1
1

へ
ら
ぐ
、
っ
狗 

に

一
見
成

ろ

®

の

職

業

に

於

る

高

、
び

货

銀

は

"

努

働

隙 

a1

般
の
犧
牲
に
於
て
收
愛
せ
ら
る
が
如
し
。
此 

か
十
九
盤(

四
叫
九)

ボ
統
游Q

货
銀
論

高
き
報
酬
は
同一

職

業

に
雁
傭
.せ
ら

る

、
人

々

の
：數
を 

減
す
る
か
、
然
ら
す
ん
ぱ
必
す
他
の
職
業
に
劇
す
る

於 

赞
を
減
や
る
事
に
依
り
てV

該
職
業
にj

藤
多
額
の
® 

本
を
投
下
せ
し
む
る
に
至
る
可
し
。
號

j
の
場
合
に
於 

て
は
餘
分
の
勞
働
者
を一

般
市
場
に
送
る
事
と
成
る
可 

く
&
第
二
の
場
合
に
於
て
は

一

般
市
場
ょ
悪
の

一 

部
を
撤
#
す̂
る
事
5
0な
る
可
し
。
結
嚴
は
典
に
勞
働
階 

級
に
有
害
な
り」

と
。
彼
れ
は
M
に
語
を
繼
い
で「

询
じ 

斯
の
如
さ
は
將
殊
な
る
職
業
：の
組
合
の
成
功
せ
る
結
果 

i
し
て
、
激
形
成
後
®
時
は
货
腔
發
生
す
る
所
な
る
可 

し
。
乍
併
典
が
永
久
的
事
物
な
る
に
於
て
は
、
本
齋5- 

に
旗
々
主
張
せ
ら
れ
た
る
原
理
は
、
其
が
斯
の
如
さ
結 

果
を
生
じ
得
ざ
る
を
示
す
も
の
な
り
。

一
般
勞
働
階
級 

の
習
惯
的
所
得
は
唯
だ
勢
働
人
民
の
智
惯
的
所
要
に
依 

0
て

の

み影
！
！

し

得

ら

る

、
な

々

。

此

は

®

ょ

り

之

を 

變
す
る
を
得
可
し
。乍
併
其
同I

を
保
持
す
る
限
.
は̂
、
 

賞
銀
は
決
し
て
永
久
的
に
是
等
所
要
の
®
度
以
下
に
降

银
H
號

u
n
;
:

I



s

r

.

览-f-

九
躲j 

s
.
^
0

 ̂
統

學

の

货

銀

前

ド
す

る
事
無
く
"
，又
永
く
此
越
度
以
上
.に
止
る
事
も

無 

し

> 
£

言
‘へ
る
も(Bk, 

V. 

0
^
, 

X. 

§ 

5
)、

此
は
換
言
す 

れ
ぱ
、T

般
的
®
银
は一

特
足
の
勘
間
に
於
て
は
®
銀 

她
金
に
依
b

確
货
に
同
定
せ
る

，

事
を
、：
澳
而
ょ
り
0
旧 

せ
る
に
.異
ら
ざ
る
可
し
。
唯
だ
長1= 
W
を
經
過
せ
る
後 

に
於
て
の
一
み
、

生

活

標

準

を

始

め

と

し

て

"

他

の

要

求 

の
-乘
じ
得
る
間
隙
を
生
す
と
の
意ii
外
な
ら
ざ
る
な

h

y
 

o 
: 

.

.

.

.
 

. 

. 

_ 

'

近

にM
i
l
l

の
货
銀
⑩
金
說
に
關
し
て
®
週
す
.る
を 

::

許
さ
，く

る

他

の

一

特

徵

，は

>
:彼
S
Iが
注
®
期
間
中
に
努 

働
激
を
維
#
す
る

所
の
、
社
#
に
於
ふ
消
費
財
の
眞
の 

ご
、
各
個
の
K
主
一
が
®
雁
撒
す
る
.勞
働
者
に
對 

レ
て
直
接
に
前
娜
す
を
所
の
，基
金W

を
明
確
に
峻
別
す 

る
れ

得や
"
：

寧
ろ
所
謂
®
服
趣
金
の
‘性
質
を
後
者
の
意 

許
に
解
せ
る
ら
の
と
思
怖
せ
し
む
る
口
吻
を
旗
々
披
® 

せ
る
點
に
存
す
。
乃
ち
膨
れ
.は
此
事
货
じ
關
聯
し
‘て
、 

所
布
激
倘
人
の
意
志
が
、
其
赏
の
幾
許
を
®
本
ぐ
し
爲
し

S
I
S

1
如
上
の
目
的
に
は
供
用
せ
ざ
る
を
以
す

な

"
^
。
乃
も
彼 

れ
は
货
很
及
び
完
成
品
賣
上
高
の
一
剤
が
レ
，
彼
れ
及
び 

ハ
家
族
の
就
的
消
費
に
供
用
す
可
く
、
或
は
あ
丁
，從
ポ 

の
®
僻
じ 

>
,成
は
獵
犬
の
洞
商
に
、
或
は
子
女
の
敎
宵 

に
> 

成
は
納
税
娠
恤
に
用
す

可

し

。
然
ら
ぱ
何
を
以 

V

彼
れ
め
资
本W

做
す
や
0 

‘し
ぐ
彼
れ
が
、
；̂
形
態 

の
如
何
.をii

は
す
、
新
た
な
る
生
：庫
の
赞
行
に
運
用
せ 

ん
と

企
職
ず
る
所
の
、
一
所
W
部
分
卯
ち
楚
れ
な
^
。

其 

1

部
否
縱
：❖
其
全
部
が
直
接
勞
働
者
の
欲
望
を
充
足
す 

i
を
得
ざ
る
形
態
：に
於
て
蒋
す
る
ビも
"*"

何
等
問
ふ
所 

に

あ

ら

ず」
W
(
O
P
.

 

cit. 

B
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0
1
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X
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o

©

人
は
右
述
の
文
中
に
於
て！

刷
に
於
る
®
木
が
悉 

ぐ
、
，‘直
接
に
勞
侧
者
を
廣
傭
せ
：る

®

生
等
の
棠
ホ
に
在
：
 

る
も
の
ダ>

じ
て
、
解
說
甘
ら
れ
ウ
、
あ
る
を
見
る
。
服 

生
の
所
有
に
係
る
货
將
及
び
S

品
め
：賣

上

高

が

"

乃
ち 

K

銀
の
源
银
な
-
^
ご
言
ふ
な
b

。
畢

竟

M
i
i
r

の

M
M
M 

金
は
直
接
の
®

主
階
級
の
掌
中
に
在
る
所
の
、
及
び
北
ハ

'

银
十
九
密
冗
！

〕

正統舉讽の贷銀論

M
舰
許
を
資
，本
以
外
の
も
の
ざ
傲
す
か
を
決
定
す
る
も 

の
な
り
と
の
、
見
解
を
述
べ
て
日
く
、
•例
へ
ぱ1

製
路 

業
者
は
其
资
本
の1

部
を
建
物
の
形
旗
に
於
て
所
前 

す
。い
他
の一

部
を
機
械
の
形
旗
に
於
て
所
有
す
。
第
三 

の
部
分
は
ポ
し
彼
れ
が
妨
績
業
者
な
ら
ぱ
、
照 

又
は
羊
宅
に
依
り
て
成
る
。
：恐
し
彼
れ
が
織
物
業
激
な 

ら
ば
、
®
麻
奈
宅
•鍋
•又
は
本
柳
等
の
絲
ょ
b
成
る
。
,
1 

斯
く
：̂
製
造
業
の
性
質
に
依
つ
て
撮
る
。
而
し
て
北
ハ
職 

エ
に
對
す
る
食
物
衣
服
に
至
ウ
モ
は
、
現
今
のffiis

ふ 

バP

主
が
直
接
に
之
を
支
給
す
る
事
無
し
代
ね
に
各 

R
本
家
は
®
彼
を
所
有
し
、
之
を
ポ
®
傭
努
働
者
に
支 

拂
ひ
、.
以
て
彼
等
を
維
持
せ
し
む
。
服
主
は
又
サ
倉
庫 

に
完
を
所
ホ
し
、
：之
を

r
m却
し
て
更
に
多
額
の
货
，
 

他
を
，收
乂
し
、
以
ヤ
同
樣
の
用
能
に
供
し
、
核
ら
其
原 

料
の
新
た
な
る
仕
入
を
行
ひ
> 
建
物
機
械
を
修
絡
し
、

兆
消
耗
を
償
却
す
。
乍
併
彼
れ
の
货
胳
成
品

ざ
は 

其
全
部
が
資
本
に
：

5i
あ
ら
す
。
嚴
し
彼
れ
は
兆
全
部
を

りM-

ゴ

-

-

-

-

-

-

-
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-
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-

-

-
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ト
ト
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-
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;
-
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■
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J
i
£
t
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g
-
_

支
配
の
下
に
在
.る
所
の
、
货
愤
额
の1

部
ょ
り
成
る
も 

.の
な
み
。
而
して

®

主
め
所
有
に
係
る
富
の
幾
許
を
资 

本
ビ
做
し
幾
許
を
然
ら
すVJ

做
す
か
> 
將
な
父
赞
本
部 

'分
中
の
幾
許
を
賞
跟
の
支
拂
に
充
常
し
、
織
許
を
他
方
，
 

一
に

述
用
す
る

か
は
、
全
く
所
有
激
の
意
忠
に
依
つ
て

決 
\

定

せ

ら

る

、
な

^

。

徊

眼

な

る

識

者

は

斯

く

の

如 

解
ご
前
段
に
示
せる

並
金，
の
0

走
的
觀
念
ビ
が
ス
如
何 

■

に
し
て
調
和
す
る
や
甚
だ
疑
念
を
抱
懷
せ
ざ
る
を
得
ざ
一
一 

\

る可し。：：
宜
な
ゎ
。礼
彈
の
は
先
づ
此
撒
に
放 

I

お
れ
し
な
り
。

(

十)

I

予
は
本
飾
に
於
てT

a
u
s
s
i
g

の
所
謂
、
货
银
某
金
說 

\

の
歴
史
中
最
も
劇
的
の
播
話
れ
る
、Longe, Thornton 

の
攻
*
ざ
是
れ
に
對
す
る

g

m
降
伏
の一

場
を
紹
述
- 

せ
ん
ご
欲
す
る
な
レ
。

此
學
說
に
對
す
るL

o
n

g
e

の
非
難
の
群
は
"
彼
れ 

自
ら
の
槪
招
す
る
所
に
依
れ
ば
"
* (

 

一
 

ノ

J
1

國
の1

般
的

-

,
第

三

號

1
H,が



然
十
九
怨(

四
冗ニ

；}

正
統
舉
派
の
货
銀
輸

所
称
よ
む
獨
立
し
：て
"
：特
に
賞
銀
の
支
拂
に
供
用
せ
ら 

る
可
き
、
.確
固
た
る
®
金
な
る
も
の
は
蒋
狂
す
る
..事
無 

し

。
，

(

ニ)

努
働
者
等
は
競
報
に
依
ウ
て
此
基
金
總
額
の 

分
配
に
®
ム
得
る
が
如
く
に
、
k

體
を
成
せ
る
も
の
に 

し9:

ら
‘す
。(

三)

货
銀
基
金
説
は
需
要
供
給
の
法
則
に
關 

す
な
、
誤
れ
る
觀
念
を
也
含
せ
b

ご
言
ふ
に
歸
す
。
今 

此j

一一£
?中̂
筋
ニ
‘取
は
必
ホ
し
.も
重
要
な
ら
す
。
恭
し
後 

出 
一：P
一

r
n
e
s

の
所Ii:

不
廣
爭
脚
の
#

立
は
、
直
R
賞
銀 

恥
金
説
ご
相
容
れ
ざ
る‘.<0

のV

は
做
す
可
か
ら
す
、
此 

際
附
»
を
異
に
す
る
各
旧
®
め
各
々
に
：就
き
て
別
館
の 

並
金
の
称
在
す
る
も
の
ご
レ
解
す
れ
ぱ"V:

同
說
は
依
然
之 

を
支
持
し
得
可
き
を
以
：て
な
，り
：。
故
に
予
は
考
察
を
敏 

..15^;

ざ
第
三
項
と
じ
限
局
す
：可
し
。」

一
 

に
報
く 

の
i

は
、M

i
l
l

の
提
示 

せ
ろ
が
如
き
態
樣
に
於
る
賞
銀
®
金
說
に
對
し
て
は
、
 

廣
し
敌
命
的
の
打
鎭
な
る
；̂
タ
。I

L
o
n
g
e

は
前
揭M

i
U

 

の
所
言
引
用
し
て
、
其
意
が
某
：金
を
以
て
直
接
勞
働

j
p
a
w
c
e
t
,

 

1
3
6
6
,

 

p
p
.

 

^
N
I
K
^
N
^
O

::,

如
上
の
論
離
は
積
極
消
極
の
雨
熊
様
に
於
て
表
示
せ 

ら
ろ

。

其
積
極
的
な
る
方
面
は
、
所
謂
賞
銀
甚
金
が
规 

:

則
的
に
更
新
袖
充
せ
ら
る
，V
眞
の
源
敬
R
論
及
せ
る
事 

卯
も
長
れ
な
り
。
じ

nge.:

に

從

，へ

ぱ

甚

金

の

補

充

は

購 

質

よ

り

來る
。

桃
ん
言
す
れ
ぱ
數
品
を
®

入

す

る

消

费

者 

の
需
要
よ
り
來
る
。
一
得
定
め
階
層
®
類
に
風
す
る
努
働 

者
の
幸
福
は
彼
等
の
®
品
に
對
す
る
需
要
の
如
何
に
墓
，
 

ぐ
事
明
か
に
し
て
、
.此
同一

の
力
が
廣
く1

般
賃
跟
の 

決

定

に

も

亦

た

參

與

，す

る

事

は

"
容

渴

に

首

肯

し

得

可 

し
ご
言
ふ
に
あ
6 

0
是
れ
最
新
の
货
銀
基
金
説
と
彼
此 

糊
通
す
る
も
の
あ
りV」

言
ふ
可
し(Taussig :

.
 W

a
g
e
s

 

and 

Capital/

を
.241-243)

。

其
極
的
ガ
而
は

 Mill 

の
如
く
に
甚
金
を
以
て
直
接
勞
働
を
*
傭
せ
る
*
主
の 

支
K
下
に
®

ろ
货
僻
额
，ざ
.溜
做
す
の
觀
念
を
.
不M
走
せ 

る
事
即
ち
楚
れ
な
タ
蓋
レ

X
o
n
g
e

 

;

は

斯

の

如

さ

.
性 

質
の
莊
金
に
は
、
到
庇
圓
足
性
を
も
豫
定
性
を
も
將
た 

筋

十

九

银

?
統̂
學
派
の
：̂
^
銀
諭

憩
I
i

! 

H六

者
を
廣
條
化
る
資
本
家
の
支
配
下
に
狂
る
肌
の
、
货
龄 

又
は
準
货
幣
ょ
ら
發
す
る
も
の5-=̂

看
做
し
、
且
つ
其
幾 

許
を
資
本
成
し
得
纖
許
を
然
ら
す
ご
成
す
か
は
專
ら 

所
有
朱
の
意
向
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
る
マ」

看
做
す
に*!$

.
ゎ
ご
の
、
解
釋
を
下
し
"
而

じ

て§
1
1

の
此
の
見
解
を 

批
刺
し
て
謂
へ
ら
く
、
斯
の
如
き
原
因
を
以
て
決
究
的 

の
も
の
な
&
,と
做
す
は
、「

是
れ
賞
洗
f
f
i上
に
於
て
其
時 

.々

々
に
資
本
と
し
て
t
t用
せ
ら
る
、
赏
の
分
徵
を
支
配 

し
、
是
れ
ざ
共
に
注
産
の
.夫
々
の
方
法
を
支
配
す
る
所 

の
、
做
因
其
物
を
徘
除
す
る
も
の
な
ら
。
此
原
因
と
は 

,他
無
し
。「

買
手
の
存
在
成
は
：蒋
在
の
豫
期」

即
も
是
れ 

な

i

「

数
働
を
維
持
す
る
爲
に
得
る
富
父
は
資 

本J
は
、
货
銀
を
限
足
す
る

巫
に
ぁ
ら
す
。「

彼
等
の
製 

品
を
購
買
す
る
爲
に
用
ひ
得
る
富」

、
是
れ
卯
ち
奥
の
基 

金
な
.

ホ(
F
r
a
n
d
s

 

D
,

 

L
o
n
g
e

 : 

A

 

Refutation 

of 

け

he 

W
a
g
e
s

 

F
u
n
d

 
T
h
e
o
l
y

 

of 

M
o
r
d
e
r
n

 

PoHtfcal 

K
c
o
r
i
o
3
y
,

 

a
w 

cnun.crated 

b
y

 

Ivir. 

Mill 

a
n
d

 

M
r
,

又
何
等S

重
要
他
を
も
，
認
知
す
る
事
能
は
ざ
0
し
を 

以
て
な
-
。̂
以
爲
ら
ぐ
、
農
業
者
が
其
®
飯
支
挑
に
制 

限
を
衆
る
は
"「

唯
だ
彼
れ
が
其
收
獲
乃
至
貯
藏
穀
物
を 

是
れ
に
對
し
て
賣
却
す
る
所
の
"
货
粮
の
分
®
に
依
つ 

て
然
る
の
み
/
照
主
が
数
働
者
に
報
酬
を
拂
ふ
は
" 

赏
際
に
於
て
彼
等
が
勞
働
を
遂
行
し
た
る
後
な
-
=ー̂。
努 

働
者
は
彼
等
が
前
週
に
ま
拂
は
れ
な
る
所
を
以
て
維
待
‘，
 

せ
ら
る
、
か
、っ
然
ら
す
ん
ぱ
彼
等
が
其
.祖
先
ょ
り
f
f
l
« 

せ
る
所
の
も
の
を
以
て
維
時
せ
ら
る
な
な
し
ご

p
o
p 

: 
6
0
. dt. 

op. 

4
8
,
4
9

 

• 

i

がus
s
l
g
: 

op. 

dt. p. 2
4
4
)"" 

，轉
じ
て
前
揭
第
三
取
に
跋V

-

所
の
"
賞
銀
®
金

說

: 

雷
要
供
給
の
法
則W

に
關
す
るx

l
e

の
論
述
も
亦 

た
>
肯
欺
に
當
れ
る
も
の
あ
る
に
似
め
ら
。
乃
ら 

が
此
法
則
を
解
し
て
"
價
格
は
需
要
C
供
給
を1

数
せ 

.’し
む
る
細
に
於
て
決
定
す
ろ
の
義
ご
做
せ
ろ
：：！
周
知
の 

事
實

な
->̂
='(.1. 

S.IVEiil : 

Principles 

of Political 

w
o
o 

n
o
m
v
,

 

B
k
,

 

III. 

ch. 

ii; 

§
4
)
。

L
o
n
g
e

 

は
此
盘
義
！

2

 

: 

m
B
m 

1

3
七



断 巧 ま

陽

俄
十
九
を(

r
a
a
w

) 

統
學
辦
の
货
銀
論 

於
て
す
ら
も
觀
は
且
つ
此
法
則
の
作
用
を
疑
ふ
も
の
な 

れ
ご
も
、
姑
ら
く
此
黯
を
除
外
す
る
も
、M

i
U

の
所li 

傲
：要
供
給
の
適
合
作
用
ご
其
法
則
の
賃
跟
®
金
説
に
» 

す
る

®
服

と

の

間

に

は

、
"
明

ぬ

な

る

矛
盾
の
存
す
る
事
‘ 

を
指
摘
せ
ら
。
以
爲
ら
贷
银
兆
金
説
の
ド
に
於
て 

は
努
働
に
對
す
る
®
要
は
提
供
せ
ら
れ
た
る
®
本
の
分

を
ぽ
ゆ
し
、
®
要
せ
か
る
、
勞
働
の
分
母
を
意
味
せ 

す(

愛
に
於
て
か
其
ガ
式
は
®

だ
簡
堪
に
し
て
、
提
供
せ 

ら
れ
た
る
資
本
の
分
f
f
iと

，市

場

に

：
於

る

数

働

の

與

へ

ら 

れ
な
る
數

S

ご
を
比
較
す
る
に
過
ぎ
す
-
故
に
更
に
進 

ん
：で
如
何
な
る
债
格
が
務
働
の
雷
要
S
K

偶

：々

供
給 

せ
ら
る
、
分
服V

J

を

投

合

‘
せ

じ

が

る

か

の

複

雑

な

る

問 

題
に
：
M
し
て
は
"
何
等
採
索
す
る
所
無
し
。
是
れ
M
B 

ぬ
身
の
解
説
せ
る
需
要
供
給
0
法
則
の
意
義
ど
は
、ッ
所 

は
背
识
を
免
れ
ざ
る
可
し
と(Taussig : 

op,.:pit. 

pp. 

2
5
9
2
.

s

o

M
i
l
l

の4
^

人Tinornton 
.
は

全

ぐ

L
o
n
g
e

の
先

驅

を

I
I

3
t
§ 

I
,の
著
#

に
B
じ
、
報
し
く
紹
介
批
評
の
银
を
執

後
者
0
攻
離
に
斜
し
て
は
到
底
辯
«
の
條
地
無
き 

.を
舟< 3

し
た
K
V。
這
中
演
，述
す
る
肺
め
：一

働
に
m 
く
、 

$2：

銀
某
金
說
に
於
て
は
/「

成

る

與

へ

ら

れ

"た

る

時

期

に 

於一

し
：無
條
仲
に
賃
銀
义
拂
に
供
用
せ
ら
る
可
き"

，定
額 

の
富
の
^
す̂
る
事
を
想
5
^
す
。
，此
額
は
之
を
變
化
す
る 

能
は
：ホ
ざ
思
惟
す
る
に
ぁ
ら
す
。
.：蓋
じ
其
は
貯
蓄
に
依 

つ
：ャ

增

觸

し
"
富
め
進
照
*̂
"共
に
輪
加
す
可
き
を
以
て 

な
ら
0ボ
併
其
は
或
る
與
へ
ら
.
だ̂
ろ
時
期
に
'於
て
は
、 

豫

め

定

ま

れ

，る

觸

な

り

：ビ

論

せ

、ら

れ

れ

レ

。

此

額

以

上 

，の
額
は
、
賃
银
收
受
階
級
は
之
を
此
仲
問
に
配
分
す
る 

能
は
ざ
る
か
の
？
灌
做
さ
れ
れ
、り
P
乃
ち
配
分
せ
ら
る 

可
さ
，
額

は

间

究

せ

る

を

以

て

、

，
各

入

の

銀

は

-1

に
除 

數
換
言
す
れ
ばS

分
に
预
る
者
の
數
に
雜
ぐ
ざ
做
す
も 

の
な
レ

」

、予
も
亦
ね
先
に
此
說
の
遵
奉
卷
た
し
も
此 

g
#

な

「

资
じ
*
主
が
事
業
の
雜
營
に
供
用
す
可
<
: 

资
圓
せ
る
甚
金
の
み
に
止
ら
す
*
彼
れ
が
必
要
生
话
費

.第
十
九
を(

S

冗
玉)

，
正
統
學
派
の
赏
銀
論

i

i
 

!

三
八

知

ら

す

し

で

、

持

し

ぐ

基

金

說

に

反

對

を

唱

へ

た

-
^
。

,

其
耍
旨
を
摘
出
す
れ
ば
、「

賞
銀
趣
金
を
货：

化
す
る
衆
ビ 

之
を
否
定
す
る
卷
と
の
分
岐
や
る1

i
f

は
、
翦
金i

に
圓 

.
1

定
性
め
み
や
否
や
の
間
題
な
—

若
し
奥
に
M
全
額
'
^

I 

‘必
然
賞
銀
の
支
拂
に
充
常
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
.、
國
K 

\

的
金
な
る
も
の
存
す
す
せ
ぱ
、
典
墓
金
は

M

W
民
の 

\ 

®
主
階
級
を
構
成
せ
る
各
人
の
所
有
に
係
る
所
の
"

»

\

ル
®
似
®
金S

總
和
に
外
な
ら
ざ
る
可
し」

ぶ
做
せ
る 

I 

(
W
i
l
l
i
a
m

 

T
H
-
s
a
s

 

T
h
o
r
n
t
o
n
: 

o
n L

a
b
o
u
r
,

 

Its 

 ̂w
r
o
n
.
g
f
u
l

 

Claims 

a
n
d

 

Riglitful 

D
u
e
s
,

 

Its 

A
o
tual 

f 

Present 

a
n
d

 

Possible 

F'uture, 

1
8
6
9
, 

jpp. 

8
4
.
8
5

 

I
B
主
が
此
甚
金
の
幾
許
を
如
何
な
s
用
遂
に
供
す
可
き 

1
:

や
は
豫
測
を
許
る
所
に
し
て
、
隨
つ
て
此
®
金
に 

'，
固
定
性
無
く
豫
定
性
無
き
は
> 
自
明
の
理
な
り
ざ
結
論 

せ
-
^

(
Taussig : 

o
p 

cit, 

p>

で
.2

4
6
, 2

4
7

V
。

M
U

は

T
h
o
r
n
t
o
n

の
軍E

!

に
降
れ
b
.。
乃
ち一

八 

六
九
年
五
月Fortnightly R
e
v
i
e
w

誌
上
に
於
てT110-

以
上
に
：̂
ハ
私
的
支
出
じ
供
す

可
く
具
へ
f

t

ろ
基
金
の

全 

額
を

吸
收
す
ろ
S
 2

、
货
银
の
騰
貴
す
る
事
を
本
然
的 

に
不

可

®

な

らレ
む
る

所
の
、
t
E
然
の
法
則
な
る
も
の 

ぜ
す

る
事
無
し
。賃
銀
騰
貴
の
風
の
R

界
は
、®

許
が
*
 

主
を
減
ぼ
し
又
は
彼
れ
を
し
て
其
事
業
を
抛
擲
せ
し
む 

るI

や
の
"

赏
隙
的
問
題
に
存
す
。刷
圓
不
動
の
贷
餓
な
金 

な

ろ
も
の
あ
.

c
v
V
J

之
を

割
す
る

に

あ

らざ
る

な
り

し
と 

Y
r
e
p
l
f
n
t
e
d

 in 

r>is£ertat{§
s 

a
n
d

 

Discussions, 

i

く
.
力p. 

4
2

 

seq. 

A
p
p
e
n
d
i
x

 

t
o 

§
l
r
s

 

political 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

A
s
h
l
e
y
V

 ed. 

p. 

9
9
2
, 

p, 

9
9
3
)
。

-

思
ふ
に
所i

i
®

鋭
莊
金
の
性
質
を
以
て
"
直
接
勞
働
.'
 

者
を
雁
傭
せ
る
辰
主
階
級
の
支
配
下
に
^
^
す
る
所
の
货 

粮
總
额
ょ
ら
、
流
出
し
來
る
も
の
解
す
れ
ば
、
所
あ 

紫
自
身
の
偶
發
的
意
向
に
依
つ
て
其
货
他
總
額
中
ょ
Q 

，幾
許
を
如
何
な
る
用
遂
に
供
す
.る
や
は
腐
々
綴
動
す
可 

き
を
以
て
、
赏
餓
並
金
も
亦
れ
旧
究
的
の
も
の
な

 ̂
€ 

⑩
帷
し
能
は
ざ
る
は
白
明
の
理
な
ら
。
故

に

i

て
か
偶

箱一 .11

號

..一

H
九



取
十
九
チ
.(

四
s
c 

„: 

統
學
派
の
货
舰
論
 ̂

^
 

々
此
點
を
指
摘
せ
ら
れ
て
S
く3

:̂

を
脱
げ
る
は
> 
圓
ょ 

レ
自
然
の
歸
趨
な
る
が
如
し
。
然
る
にCairnes 

^
B 

ぴ
別
简
の
論
據
に
依
り
て
货
銀
®
♦
説
の
陳
營
を
ぱ
立 

さ
ん
ど
は
企
て
だ
り
。

：，

(

十

二

.

,C
a
f
r
n
e
s

に
於
t
も

，亦

お

賞

®

サ

金

の

要

緊

性

質

じ 

阅
し
て
は
、M

i
l
l

の
思
他
せ
る
所V
全
ぐ
其
孰
を1

に 

す
，◊ 

01

く「

何
が
故
に
或
る
紫
が
其
富
を
生
産
的
事
業
にII 

用
す
ふ
や
。
且
つ
‘何

：が
，故
に
彼
れ
广
，
附

々

の

額

を

生 

i
®

的
事
業
に
運
用
し
> 
其
れ
以
上
を
是
れ
に
述
用
せ
ざ 

る
や
。
此
點
の
解
決
せ
ら
れ
だ
る
後
に
於
て
も
"
彼
れ 

は
M
ほ
如
何
な
る
比
例
に
於
て
此
額
が
、
®
定
赞
本
ム
原 

料
。及
び
®
銀
に
分
割
せ
ら
る|E-

さ

や

：
，を

考

.慮

せ

ざ

る
 

可
か
ら
ず
0各
々
め
項
を
规
足
ず
る
も
の
は
.何
な
り
や
。
 

明
か
に
：其
歉
一
は
彼
れ
が
其
資
本
を
役
せ
ん
-
す̂

る

-藍 

黎

ゆ
性
質
な
ら
。
然
る
に
各
々
の

®

本

家

の頭
上
に
係 

る
問
題
は
、

又
贷
本
家
圓
體
の
上
に
，係

る

題

な

るを

:

從
へ
ぱ
货
銀
#
金

の

決

定

原

因

に

次

の

三

條

め 

v:l:

W
の
全
資
本
額
？
國
民
辦
業
の
性
填
"
及
‘び
勞 

働
の
供
給
卯
ら
是
れ
な
-
^

」

ビ
論
斷
し4̂

-
^
。

：

ぃ
パ
ト
併
番
人
め
最
も
知
ら
ん
ご
欲
す
：る
所
は
、
斯
の
如 

き
®
銀
基
金
の
性
質
及
び
®
素
に
關
す
る
觀
念
ぱ 
>:

旣，； 

に
.
1
1
.
.
の
踏
跌
の
旧
由
と
成
れ
る
，所
の
■
金
の
圓
定 

性
：̂
:至
豫
{ホ
性
と
如
何
に
し
t
調
和
を
保
持
す
る
や
の

り
。Ca

l
r
n
e
s

は
是
れ
に
正
而
ょ
ら
.直
入
.す
る
事

: 

. 

.

.

. 

.

.

.

.

を
欲
せ
や
し
て
、
却
てM

而
ょ
シ
之
を
解
決
せ
ん
ざ
試
'
 

み
；じ
り
：。
彼
れ
は
货
銀
$
發
が
圓
定
せ
る
所
か
を
龍
明 

せ
す
し
て
、
填
ろ
所H

經
濟
的
法
則
の
作
用
の
結
*
、 

®
銀な仰输性に：
は

' 
一
定
の
吸
界S

:

潘
す
る
事
を 

說
け
る
な
ら
。
謂
へ
ら
く
"
經
濟
的
法
則
の
意
味
す
る 

所
は
、
⑩S

無
く
人
々
に
斯
く
爲
す
可
し
ど
命
す
る
に 

あ
ら
；す
し
て
、
與
ヘ
シ
れ
ぬ
る
事
情
の
下
に
於
て
は
、 

彼
等
け
斯
く
爲
す
事
を
欲
す
可
し
ご
言
ふ
に
任
b
。.

換 

言
す
れ
ぱ
彼
等
の
利
己
成
は
寧
ろ
感
情
が
彼
等
を
此
結

路
十-5̂

卷
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冗
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‘統學
派
の
銀
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壞
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號
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叫0

以
て
、
吾
人
は
繁
じ
於
て
か
、
賞
銀
：基
金
が
一
闕
0 i 

般
資
本
に
對
し
て
有
す
る
割
合
を
支
配
す
る
所
の
主 

要
の
事
條
は
、
國
民
廣
業
の
性
質
な
ひ
ご
"
船
論
す 

る
も
當
然
な
る

1E
O
」

ご

/Cafrnes: 
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是
れ
明
か
に
賞
銀
交
.拂
の
爲
の
基
金
は
直
接 

，勞
働
を
®
傭
す
る
所
の
資
本
家
の
掌
中
に
在
る
を
前
揚 

fio

す
る
も
の
に
し
て
、
旦
ウ
：

T
h
o
r
n
t
o
n

の「
j

國
の
服 

I
主
階
級
を
柳
脱
せ
る
各
人
の
所
有
に
係
る
所
の
、
群
小 

類
似
：®
金
の
總
和
に
外
な
ら
す」

VJ

言
へ
る
所
，/
\
同

一 

®Snr

に
出
で
た
る
も
の
な
i

併
て
彼
れ
は
是
れ
ょ
&

1

步
說
明
を
進
め
て
"
資
本
中S

貧
錫
支
拂
に
充
常
せ 

ら
る
可
き
部
分
i
他
の
部
分VJ

の
比
例
を
決
お
す
る
要 

因
に
言
及
し
、
若
し
勞
働
者
の
人
數
多
大
な
る
に
於
て 

は
此
多
數
者
に
工
場
ざ
原
料
ご
を
與
ふ
る
の
必
要
ょ
&

し
て
、
愈
々
多
額
の
部
分
を
®
銀
以
外
の
資
本
部
分
に 

費
や
す
の
要
あ
ら
ご
の
®
由
：に
俊
ら
、
結
局r

吾
人
の
推

果
じ
S 
く
可
し
ど
#
ふ
じ
在
-
し̂
ビ
◊然
ら
ぱ
經
S
法
則 

.

.は
賞
銀
*
金

の

問

，題
に
.關

し

て

如

何

な

る

適

用

を

見

出 

す
や
。C

a
i
r
n
e
s

に
從
へ
ぱ
、資
本
家
階
級
の
習
慣
ご
欲 

,
望
と
は
"1

足
の
利
W
舉
の
下
に
於
て
は
必
や
♦彼
等
を 

一
し
て
資
本
の
蓄
積
役
下
を
繼S

せ
し
め
ざ
れ
ぱ
歇
ま
ざ 

I..

る
可
し
。
，旧
ょ
み
特
驟
の
個
人
が
其
賞
銀
支
拂
に
充
當 
\

す
る
部
分
を
減
縮
し
て
"
秘

阶

消

®

を

膨

眼

せ

し

む

る 

一
事
は
是
れ
有
る
可
し
ビ
雖
、然
も「

富
裕
階
級
の
f
t質
は 

槪
し
て
現
狀
を
保
持
す
る
が
故
に
、
他

の！

部
に
於
る 

蓄
積
の
增
加
は
成
る1

部
に
於
る
法
外
の
浪
费
を
扣
殺 

す
可
し」

。斯
ぐ
蓄
積
の
倾
向
は
®
定
せ
る
が
故
に
、
投 

\

下
資
本
の
成
る
部
分
は
必
や
赏
銀
€
な
ら
ざ

る
可
か
ら 

 ̂
.す W

 
言
ふ 

R 
歸
す(Bk, 

IL 

ch. 

i § 

1
1
)
0

識
卷
は
乍
併
斯
の
如
き
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ざ
る
可
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其
は
唯
だ
商
き
®
銀
#
は
®
本
の
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積
を
附
進
す
可
く
、
低
き
®
舰
辦
は
資
本
の
菩
積
を
減 

-

退
す
可
し
ざ
の
寓
人
周
知
の
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說
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過

ぎ
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"
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统
舉
派
の
货
銀
論

議
ハ
焦
截
を
な
れ
る
恃
足
期
問
中
に
於
る
贊
銀
道
金tSi 

定
の
滞
®
:に

は

、
何

等

役

立

：
ウ

所

無

き

も

の

は

言

.ふ
可 

し
0
籠

し
§

海

の

騰

落

は

資

本

，の

蓄

積

を

增

減

し

> 

 ̂
0
の
梢
減
は
.鯽
て
：は
货
銀
を
騰
落
せ
し
む
る
の
效
渠 

、を
生
ず
可
し
ざ
雖
>
:斯&
る
結
寒
0
完
全
に
發
生
す
る』 

.に

.至
i
主

f
に
は
、：

必
ず
糊
當
め
肋H

の
經
由
す
る
事 

を
忘
却
す
可
か
ら
ず
。.
狗
に
.多
額
の
收
雄
を
贫
ら
ん
と 

す
る
资
本
家
の
欲
望
を
通
じ
て
、
，典
作
用
を
發
揮
す
る 

.所
の
經
濟
法
則
は
、
恐
ら
く
數
年
を
閱
す
る
內
に
は
賞 

報
.を
決
觉
す
る
因
ぬ
ざ
な
る
可
し
。
乍
牌
此
は
特
定
の 

#
期
又
は
特
定
の
期
間
じ
於
て
>
,
«
銀
基
金
は

圓
定
せ 

や

否
や
の
問

踏
に
は

寸

毫
も
觸
るA

所

無
き
も 

9

ふ
可

し

。

是
れ

，あ
る
取

C
a
i
r
n

サ
は
,

賃
0

引

上

に 

關
す
る
努
働
運
肋
の
效
果
を
時
に
明
か
に
認
め
め
る
な 

K
V
O 

例

{

ぱ
大
な
るH

場
機
械
を
購

入

し

な
る 

が
故
に
是
非
共
廣
業
に
從

.舉
サ
ざ
る
を
得
ざ
るr

資
本 

-家
は
、
彼
れ
の
.爲
に
働
勞
働
者
を
發
見
せ
ざ
る
可
か

§
1

麟 

m
i
l

:

ら
ず
"

然
ら
ず
ん
ば
莫
大
の
損
失
を
蒙
る
可
し
。
欺
の 

如
.5V

事
情
の
下
に
，，於

て

、

彼
れ
の
倚
賴
す
る
勞
働
者
が 

'
賃
銀
騰
貴
の
爲
に
同
盟
服
エ
を
敢
て
し
た
み
ご
假
定
せ 

ん
か
、
此
際
若
し
彼
れ
が
"
勞
働
者
が
斷
乎
た
る
決
心 

\

を
有
し
且
つ
長
期
に
S

ろ
龍H

に
；堪

へ

得

る

所

め

®

金 

一
を
具
ふ
る
も
の
當
然
信
す
可

&
⑩
由
あ
る
に
於
て 

j

は
> 

彼
等
の
要
求
を
容
る
、
を
以
て
策
の
得
た
る
も
の 

一
ざ
做
す

可

し

。

か

る

が

故

に

努

働

者

は

聊

結

に

依

-
^
，且 

つ
充
分
な
る
基
翁
を
積
立
ろ
事
に
依
つ
て
、
货
跟
辦
に 

對
し
甚
だ
大
な
ろ
桃
力
を
鄰
ひ
得
る
®

明
か
な
り」

と

\ 
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.ゾ

努

励

組

<
2̂
の

一

般

赁

銀

引

上

の

述

動

に

斜

す

る

，效

果

も 

\
亦
雜
濟
法
則
に
依
つ
て
制
限
を
傻
る
も
の
な
ら

0r

兆 

環

境

め

，現

®

の

事

情

の

ド

に

於

て

働

く

"

人

間

の

利

己 

心

ょ

レ

發

す

る

所

の

制

限J

を

蒙

ろ

も

の

な

-

<=̂
。

兆

本

態 

を

具

體

.的

に

农

現

す

れ

：
ぱ

、
®

に

、「

利

潤

が

旣

に

最

低 

，限

挺

に

が

る

か

.又

は

今

.一

息

R
し

て

最

低

限

度

に

到

雄

!
言
ふ
事
賞
に
依
つ
て
、制
限
を
衆
る
ビ
主
張
し
、
此

説

の

復

な

る

C
a
l
r
n
e
s
,

は
、利
潤
々

'
す

可

し.

す

る

な

-
^
。
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.

愛
に
於
て
かC

a
n
n
e
s

の
意
は
：愈
々
明
瞭
に
之
を 

窺
知
す
る
を
得
可
し
？
彼
れ
ぱ
縱
令
利
潤
率
が
最
低
限 

度
に
：：存
す

.

ミ
*
、
：少
時
め
問
ば
勞
働
組
合
が一

般
赏 

銀
の
引
上
に
成
功
す
可
さ
事
を
？
必
ず
し
も
否
走
せ
ざ 

る

な

.
^
。

唯

だ

相

當

の

彻

間

を

經

過

し

此

利

潤

の

僅

少 

な
る
ボ
が
W

資
本
の
を
積
被
T
を
減
縮
せ
し
む
£
目 

，ふ

效

架

を•：.现

货

に

發

生

，し

ね

ふ

後

に

於

て

の

.み
、
始 

に
影
響
及
ぽ
す
も
の
な
む
。
隨
つ
て
又
好 

景

無

R
於
て
は
，、
努
働
想
励
激
は
、
利
潤
の
騰 

贵
が
ま
本
蓄
積
を
憎
加
I
#

積
め
增
加
が
結
局
赏
銀
を 

，騰
貴
化
！
：
む

言

ふ

、
：チ
聯
の
作
用
の
：完
了
を
俟
な
ず
！
 

し
て
、
叩
劍
高
南
の
銀
を
收
愛
し
得
る
道
理
な
ら
。
 

之
を一

言
！.

し
て
要
約
せ
ん
か
チ
賃
銀
®
金
説
反
對
論 

ポ
は
待
定
の
時
期
乃
至
特
足
の
期
間
に
於
て
ス.

g

ふ
所 

I:の
：並
金
に
圓
览
性
無
く
伸
縮
性
め
か
を
主
張
す
る
に
對 

十
九
翁
統
傘
派
の
赏
錫
牆
：

と
言
ふ
唯
だ
時
日
の
經
由
だ
共
に
徐
々
に
作
用
を
後
挪 

す
る
現
凝
に
倚
賴
し
て
、
該
起
金
の
伸
縮
性
じ
制
服
め 

る
を
カ
說
せ
る
な
ら
。
力
説
は
即
ち
カ
說
な
レ
ビ
雖
、 

標
的
を
逸
せ
る
洛
箭
の
み
。
畢

赏

ビ

同

ニ

の

出
 

發
K

ょ
.

0.

同

r

目
標
に
對
レ
て
直
進
せ
る
Q
Pマ
ロ
ひ
の
は 

當
然
前
取
の
覆
®
を
蹈
め
る
な
ね
。
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供
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i
l
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に
於
て
赏
銀
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說
に
發
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し
た
b
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而
し
て
更
に
雨
說
共
に
後
人
の
論
難
に
依
つ 

て
御
憤
し
、
事
货
上
大
勢
は
W
.び
凡
庸
な
る
需
要
供
給 

説
に
暫
し
休
思
の
地
を
見
出
せ
る
が
如
し

0

抑
々
近
代 

に
於

る
賃
銀
基
金
說
論
者
は
如
何
な
る
®
礎
の
上
に
其 
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を
企
圓
せ
る
，や
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是
れ
に
對
す
る
生
廣
カ
說
の
批 

評
め
要
旨
は
那
邊
に
存
す
る
や
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將
れ
又
賞
銀
纖
則
說
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ろ

へ

I

V

ル
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.

論
文

で
-.;?

り

？̂
ヴ
ヴ
ス：

研
絶
港
に
依
て
！§
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引
明
せ
ら
れ
て
ね
る
。
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見
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i

会
然
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意
ル
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す
る
も
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で
は
な
い
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ノ 

i

ク

.

一
斯
桃
の
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究
の
何
ほ
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r
t

な
る
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H
之
&

川

し
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ン
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ダ

.
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ド

ン
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が
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な
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す
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如
何
な
る
著
者
が
特
に
影
響
を
與
え
し
か
を
*
定 

. 

リ
.
き

；-
-

キ 

新
ニ
：せんごすれぱ宜しぐ、
彼の體冻が

K
胎
せ
ら
れ
し

\
:最
も
初
期
の
著
作
を
涉
獵
す
可
も
-で
ぁ
る
。
么
等
の
象

‘ 

^
作
は
K
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i
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u
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n
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.
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c
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c
s
e
l
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F
e
u
e
r
b
c
v
c
h
,

さ

れ
じ
ふ
の
で
ゐ
り
て
其

.巾
に

'.彼

の

.耻

會

キ

義

思

想

力

勒
め

て

、

斷：！：：

的
，敎
義
の
形
而
も
そ
れ
は
彼
の 

學
說
の
全
發
城
の
鹿
芽
を
K
糊
に
蔵
し
て
み
た——

を 

，採
9
て
現
は
れ
て
ゐ
る
A

兆
處
e
吾
人
常
面
の
，

i?

題
は
就
ゆ
這
個
時
代
の
著
作 

を
甚
碰
と
じ
て
.マ\

ク
-ス
の
見
解
を
系
統
的
に
論
述
す 

る
事
に
，存

る

。
.
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(
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，へ
マ
H

夕
ス
以
爲
ら
く
、
：侧
a
西
の
路
錢
生
義
は
®
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;

現
行
政
治
飢
織
並
に
現
存
め
宗
敎
ー
及
び
#
學
に
對
す
る 

1
>鬪

：て

あ
る
許
り
で
な
く
、
亦
形
而
上
學
即
ら
デ
力：

ル
，

ト
*

" t
-
l

 V

プ
ラ
ン
シ
ユ
>
ス
ピ
ノ
，ザ
，

及
び
ラ
ィ
プ
ニ
グ

ソ

等

の

形

而

上

學

に

，對

t
る1

個

の

：公

然

：

る

鬪

爭

で 

あ
ク
ね
。
十
七
世
紀
の
形
而
上
學
は
十
九
世
紀
の
獨
逸 

瓜
辨
®
學
の
®
に
、

そ

の

勝

誇

れ

る

"
*
賞

廣

的

の

復

潘 

を
體
驗
し
た
。

へ
L
ヶV

が
其
天
才
的
方
法
に
依
て
之 

を
總
て
の
形
而
上
學
及
び
獨
逸
®
念
論W

結
仓
じ
て
、
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以
て
！
個
の
形
而
上
舉
的
宇
®
.带

國

.を

建

設

し

：

て

以

来

ま
！：：

再

び

、..十<

世
紀L

i
於

け

るV>

均
し
く
,
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神

，
學 

對
す
る
：攻
鎭
ビ
相
救
ん
で
思
辨
的
形
而
上
學
及
び
總
て 

の
形
而
上
學
に
對
す

る
攻
離
が
渡

き
起
さ
れ
た
。

I 

觀
念
論
的
思
辨
的
方
法
に
依
て
、『

世
界
を
そ
の
奥
の 

奥
で
統
べ
て
ゐ
る
も
の』

を
認
識
し『

總
て
の
活
動
力
及 

び

種
子』

を
考
九
せ
ん
’と
，
す

る

.，

へ、I
グ
ル
の
魁
偉
な
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要
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辨
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妙

に

企

て

ら

れ

た

此

婴

求
 

は
.畢
竟
踏
映
せ
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の
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看
做
さ
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で
あ
る
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對
者
に
し
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克
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ィ
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ル
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で
あ
う
た
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彼
は
十
八
世
紀
の
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大
な
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称
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邁

進
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あ
つ
た
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辨
を
以
て
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究
局
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支
柱
な
り
と
認
め
跡
學
者
を
驅
つ
て
假
相
の
科
學
ょ
み
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